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五十六~百首(三)『犬百人一首』全注釈

(一般科目)小助川元太

(ノートルダム清心女子大学) 新美哲彦

その他

(3) : Poems N 0.56・100

.. 

Notes on Inu Hyakunin Isshu 

(Depar加lentof General Education) Ganta KOSUKEGA W A 

(Notre Dame Seishin University) Akihiko NII恥恒

Abstract 

This publication is an annotated edition of Inu Hyakunin Isshu. The Inu Hyakunin Isshu is a parody of the famous 

め，akuninIsshu， and was published in 1669. The prologue was written by an unknown man named Yusoan. In the title Inu 
砂akuninIsshu， the word inu means parody. The work is one of a number of parodies of cIassics that were produced in白e

early Tokugawa periods， such as Inu Tsurezure (a parody of Tsurezuregusa) 叩 dInu Makura， a parody of Makura no 

Soshi. Many other parodies of the尺卯kuninIsshu were made in the Tokugawa period， but the Inu均，akuninIsshu is of 
pぽticularinterest because of its early date. 

[本歌】

あらざらむこの世のほかの思い出に今ひとたびの逢うこ

ともがな(和泉式部)

[語釈1

Oあられなき…あられもない。似つかわしくない。特に、

女性としての身だしなみや振る舞いがふさわしくないこ

と。 o子持ちの外の…子を持つ以外の。ここでは、子
を持つ以前の。 o風流…優雅
【現代語訳]

女性としてふさわしくない、子を持つ前の美しかった

頃の思い出のとして、今もう一度、優雅な姿でありたい

なあ。

{補説}

子ができる以前の初々しい娘であった自分を思い出

し、鏡の前で二児の子を抱いて、女性としてふさわしく

ない乱れた姿を見つめて思いふける様子が描かれてい

る。本歌の思いを寄せる異性に対する様子が、若かった

頃の姿を追い求める様子へとずらしている。

Key Words: Tokugawa period，め，akuninIsshu，parody，poem 

近世、百人一首、狂歌

本稿は 2007年度日本文学11 (五年生選択科目)後

期授業の成果である。担当歌の後に担当者の名前を挙げ

る。

なお、参考文献などは 68号参照のこと。

[作者について}

『犬百人一言』の作者は、今まで不明であり、末尾に

記される名「幽双庵Jばかり注目されてきたが、「愛に、

賀近、山庄の句を、狂詠に翻転して、笑のたねをまく」

とあることから、「賀近Jが作者であるのは明らかであ

る。賀近は、古根、加近とも号する人物で飛田氏。通称

は伊右衛門。江戸時代前期の京都の人で、野々口立圃(文

禄四年(1595) ~寛文九年(1669))門下。

末尾に記される幽双庵は不明であるが、「へたのをよ

ぶべきところにはあらざる作り物なりJと書くことから、

賀近の弟子か。弟子で刊行に際してのパトロンというこ

とも考えられる。あるいは「それのとしの其SJ と奥書

のパロディであることを明示することから、「幽双庵J

自体、架空の人物なのかもしれない。

よ
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[本歌】
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めぐり逢ひて見しやそれともわかぬまに雲がくれにし夜

半の月かな(紫式部)

[語釈I
Oみレー~してみる。 o無利…道理が備わっていない
さま。筋が通らないさま。 oわかぬまに…分からない
ままに。 oいひf!'ぐれ[言解]…言い訳に対して、説
明すること。反対意見を述べること。 oき…過去の助
動詞。

[現代語訳]

せりあってみたけれど、道理にあっているかも分からな

いままに説明されてしまい、よわったことに言い負かさ

れてしまったなあ。

[補説】

口論になり弁解も出来ず相手に強引に言い負かされて

しまった様子。「無利数奇おきく Jと「無理好き(ごり押

し)を利く(聞く) Jがかかっていておもしろい。(小

松弘和)

だいりの

内裏おさん
み

58 ひがし山 あそぶさ』はら 身はふけど
きゃしゃ

いでそよ人の 花車なやはある

[本歌】

有馬山ゐなの笹原風吹けばいでそよ人を忘れやはする

(大弐三位)

[語釈1

0東山…京都市、鴨川の東に連なる丘陵のこと。 oさ
』はら…笹の生えた地。 oささ…(名詞)酒(副詞)
多くの人々ががやがやしているさま Oふく…年をと

る。老いる。 o花車…上品、風流なこと。 oやは…
反語の意を表す。

{現代語訳]

東山の笹原での宴はたけなわである、私は年老いてはい

るけれどもさあその人達の中で私より花車な人がいるだ

ろうか。

[補説]

茶屋女房である内裏のおさんが「私ほど風流な人はい

ないだろう jと東山の酒宴に加わろうとする光景である。

東山(京都市東山地区)には花街、祇園があり、東山で遊

ぶということは芸者遊びをすると言う事であると考えら

れる。同じく花車も花街に通じる表現である。花車とは、

江戸・吉原においてはこれを茶屋女房とも呼び、引手茶

屋・揚屋で遊女の世話と監督を兼ねる年配の女のことで

あった。「身はふけどj の f老けj はこの年配の女であ

るという部分にかけてある。また絵中右下に御所車(公

家専用の牛車)らしきものが描かれており、御所車の別

名、花車と花車かけてあるとも言える。御所車は俗称を

源氏車といい、本歌の作者である大弐三位の母親が『源

氏物語』の作者である紫式部である事をかけているとも

考えられる。

あか

赤づらのおまん
ね さけ

59 やすらはで寝なまし物を 酒うけて
まで

かたふく迄に 樽をみしかな

{本歌}

やすらはで寝なましものを小夜更けてかたぶくまでの月

を見しかな(赤染衛門)

[語釈1

0赤づら…赤ら顔、酔って顔が赤くなっている様子 O 

やすらはで…時時せずに。ためらわずに。 oなまし…
きっと~だ、ったろう。きっと~てしまうだろう。 o寝
なまし物を…寝てしまっただろうに。

[現代語訳]

あなたが来ないと分かつていたならためらわずに寝てし

まっただろうに、酒を飲みつつ待っていたら傾いて空に

なってしまいそうな樽をみてしまいましたよ。

[補説}

来ない恋人を待ち続けて、夜が更け沈もうとする月をみ

てしまったという歌を、酒を飲み続けて傾く樽をみてし

まったという歌に置き換えている。(原田 悠子)

こしけみのないしっ

腰気身内室
ゆ みちとを

60 お湯の山 いくとて道の 遠けれは
まづ どく

またふみださす 先は毒たて

[本歌1
大江山生野の道の遠ければまだふみもみず天の橋立(小

式部内侍)

[語釈1
0お湯の山…湯治をするための温泉がある山。 oふみ
ださず…「文出さずJとも「踏み出さずj ともとれる。

0先…とりあえず。 o毒断てーからだに害を及ぼし
たり、服薬の妨げとなったりするような飲食物をとらな

いこと。 o腰気・・・下り物。 o内室…身分の高い入の
妻を敬っていう語、転じて、一般に他人の妻を敬ってい

う語。

[現代語訳}

お湯の山に、行くにしても、道が遠いので、まだ文出さ

ずに(踏み出さずに)、まずは毒断てをしよう。

[補説1
女性特有の冷えからの病か、大きな盟に湯を入れ、腰

湯を使っている図が描かれている。もじり名「腰気身内
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いんきょのふだゆふ

隠居能太夫いちまし
こまひたえ

小舞絶なん とはかりに

人だめにして

この女性を指していると思われる。は、室J

いま た〉

今は只63 

いひをしゆかな
けいせいのたゆふ

傾城太夫
やえひとえ

八重一重
ここもと

けふ愛許に [本歌]

今はた三思ひ絶えなむとばかりを人づてならでいふよし

もがな(左京大夫道雅)

[語釈1
0能太夫…能役者のうち、公の席でシテ(主人公)を務

める立場のもの。 oいちまし…(=いじましし、)哀れ
で見苦しい。 o今は只…いまはもう。 o小舞…狂言
や初期歌舞伎で演じた短い簡単な舞。 oばかり…だけ。
O人だめ…他人のためになること、他人の利益。 o
をしゅ…教える。

【現代語訳】

今はもう小舞が絶えようとしているので、他人のために

教えているのだなあ。

[補説】

犬百人一首に描かれている絵は、隠居した法体姿(僧

侶の姿をしたもの)が舞う男に対して、小舞を教えてい

る様子である。

今はもう絶えようとしている小舞を他人の利益のため

に隠居した能太夫が教えているのは哀れで見苦しい(隠

居能太夫いちまし)ということ。(三上辰也)

匂ひぬるかな

【本歌】

いにしへのならの都の八重桜今日九重に匂ひぬるかな

(伊勢大輔)

【語釈1

0薫物…香。 o八重一重…香の銘柄。 oここ許…私。
0傾城…絶世の美女・遊女。 o太夫…最上位の遊女。
[現代語訳】

薫物は、奈良の土産の、八重一重で、今日は私のところ

で、すばらしく匂っていることだなあ。

[補説]

「傾城太夫Jに香を土産に買ってきた武士が、二人で

聞香している。

本来、宮中へ奈良の八重桜を献上する際に添えた歌を、

「みやげJに変え、二人で聞香する歌としている。(向

井一史)
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世にあるさかし 人はゆるさじ

み

身をほめて62 

ごんちうらうさた

権十郎沙汰よき

たれくも

あそんでわたる

うち かはがり

宇治の川狩64 
き

人のあぢな気

{本歌1
朝ぼらけ宇治の川霧たえだえにあらはれわたる瀬々の網

代木(権中納言定頼)

{語釈1
0宇治の)11狩…字治)11で魚をとる(=川狩り)こと。網

代(網の代わりに竹や木を編んで川瀬に立てるものであ

り、それを支えるための杭が網代木)で氷魚や鮎を捕る

「宇治の網代Jは、宇治の冬の風物として有名。 oあ
ぢ(じ)な…粋な。趣を解した。

【現代語訳]

ぶらりぶらりと仲間連中で字治川にやってきて、皆で魚

をとりながら遊んで川を渡っていくのは、何とも粋な気

であることだ。

[補説]

「宇治の網代」を楽しむ人々を粋(遊び方を知ってい

る)ととらえる視点、が面白い。もじり名「権十郎沙汰よ

[本歌】

夜をこめて鳥の空音ははかるともよに逢坂の聞はゆるさ

じ(清少納言)

【語釈1
0せんしゃう…勝手に自分の身分を越えた上の称号を名

乗ること。 oほめる…高い評価を与え、栄えあるよう
にいうこと。 oそらごと・一事実ではない事柄。 oは
かる…だます。 oさかし…(=さかし人)賢い人のこ
と。

[現代語訳]

自分をほめて、嘘で見栄をはっても、世の中で賢いとい

われる人にはおみとおしで、認めではもらえない。

[補説】

空音を空言に置き換えることにより、人間の心理的部

分がはっきりしてくる。せんしやうには、うそをつくと

いう意味があるため、おもしろいもじり名となっている。

また、周りから威張っていると思われていた清少納言へ

の皮肉も込められていると思われる。
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きj については、権十郎が企画したこの川狩りが、皆に

好評だ、った(=沙汰よき。沙汰は評判)ということだと

思われる。

65 
うれ わび

売ず佑

【本歌】

唱略事←
さが

嵯峨おみつ
あゆ

ほさぬ鮎だに有物を

塩にくちなむ 名こそおしけれ

恨みわび乾さぬ袖だにあるものを恋に朽ちなむ名こそ惜

しけれ(相模)

【語釈1
0売ず佑…売れ残ってしまったのが悲しく。佑は「偉ぶJ

の連用形で、思いわずらって、つらく思って等の意味。

0だに…~だって。~のようなものでさえ。 oなむ
. rなj は完了の助動詞「ぬ」の未然形、「むJは推量
の助動詞、連体形。

[現代語訳l
売れ残ってしまったのが悲しいことだ、干していない(=

生きのいい)鮎であるのに。その上、(保たせるために)

塩漬けにした(その売れ残りの)鮎とともに、そのうち

に朽ちてしまうであろう(新鮮な魚を売ると評判の)私

の名の惜しいことだ。

[補説}

恋のために涙で袖がぬれ、その上、浮き名が流れるの

を嘆く本歌と、挿絵中の魚の行商人が商売のうまくいか

ないことを嘆くこの一首からは、共通して深い無念さが

感じられる。また、 f塩にくちなむj の「くちj とは、

鮎と行商人の名の二つにかかっており、本歌のっくりを

生かした技巧的な一首となっている。

(大増奈美)

だいそさうぎやうにん

大食相行人
まるはだか

丸裸
あはれ かんごり

66 哀とおもへ寒垢離は

鼻より外に

[本歌】

す』る物なし

もろともにあはれと思へ山桜花よりほかに知る人もなし

(大僧正行尊)

[語釈1
0大鐘相…粗相する O行人…僧 Oあはれ…かわいそ

うだ。 o寒垢離…寒行のこと。寒中に水垢離をとるこ
とで、寒の三十日間、冷水を浴び、滝に打たれて神仏に

祈願する荒行である。

【現代語訳】

裸でいるのをかわいそうだと思って欲しいのに、寒垢離

をしても(暖かい粥でもすするならまだしも)、鼻しか

すするものはいない。

[檎説1

暖かい粥やそばを「すするJの之、鼻を「すするJ

をかけているのがおもしろい。

の

寒垢離をしているのを、子供たちが不審げに見守って

いる様子が描かれている o

大人に見て同情してもらいたいのに、子供しかいない

ところで寒垢離しているのが「そそうjである。

67 
1;:才、ょ
晴の夜の

{本歌I

よめ

婦ばかりなる
かみ

ぱうのないぎ

ず坊内儀
こまくら

小枕に

髪うすからん 名こそおしけれ

春の夜の夢ばかりなる手枕にかひなくたたむ名こそ惜し

けれ(周防内侍)

[語釈l

O内儀…奥さん O晴の夜…新婚初夜 O小枕…女性の

髪のかもじの根につけて自髪と合わせてまげをつくる

具。

[現代語訳]

新婚初夜に、嫁だけが使う小枕がとれて、新婦は髪が薄

いというのが知れ渡ってしまったのは残念だ。

[補説]

髪が薄いと知れ渡った新婦は気の毒だが、笑える。

作者の fず坊j を逆にすると「ぼうずj となり「ぼう

ずの内儀jで fぼうずの奥さんJとしているのがおもし

ろい。(岡原達矢)

〈らう

68 苦労にも

[本歌]

はんじゃうのゐん

繁昌院
よ

あらでうく世に ながらへりや
これしか ょ っきみ

是然るべき 夜の月見かな

心にもあらで憂き世に長らへば恋しかるべき夜半の月か

な(三条院)

[語釈1
0繁昌…にぎわい栄えること。 o院…かまえの大きな
家。 oあらで…なくて。 oうく世…成り上がってき
たこの世。 oながらへりや…長生きしたものだ。 o
是…月見を指す。 o然るべき…ふさわしい。当然な。
[現代語訳】

苦労もせず、成り上がってきたこの世で長生きしたもの

だ、これは私にふさわしい夜の月見だなあ。

[補説]
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貧しい寺を出て、円山寺を訪れたが、ここも貧しくて、

お客としてお金を請求された。

[補説】

霊山にある寺を訪れたが、あまりの貧しさに寺を出て、

円山安養寺を訪れたが、ととも同じように貧しく、お寺

なのにお客としてお金を請求される。本歌の「いづくも

おなじj と「円山も同じ」がかかっており、霊山も円山

も同じように貧しく、図から、お金を請求され、客扱い

されたのに、雑用もやらされている。

苦労なしに平和にこの世を生き永らえている男(繁昌

院)が、安らかに月見をしている光景が描かれている。

本歌の作者である三条院は悲歌を詠っているのに対

し、繁昌院は栄華の歌を詠っている。

「繁昌院」とは「にぎわい栄える家Jを意味する。ま

た、庭から見える立派な←満月を「私の人生はこの満月の

ように見事だなあj と自分自身の人生に例えている。

つね き

だいたん常の気
かとで ふなち をと

門出の舟路 音ふれて
なみま

あらき波間に 大風ぞふく

ゆふ
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月見成けり

[本歌1

タされば門田の稲葉おとづれて葦のまろやに秋風ぞ吹く

(大納言常信)

[語釈1
0常…ふだん、ふつう。 o気…気分。 oタざれ…夕
方になる。 o門出…旅立ち。 o舟路…船の通行する
道。 o音ふれて…音がなっている o波間…波と波
との問。

【現代語訳】

夕方になると、船を漕いで旅立つ。海は、音がしていて、

波は荒く、大風も吹いている。

【補説】

波も荒く、風も強い海に、船で旅立つという普通なら

誰もしないようなことをしている。これは「大納言常信J

のもじり名である「だいたん常の気」にあるように日頃

から大担な行動をする者にふさわしい。(奥田 靖貴)

(能

【本歌】

嵐吹く三室の山のもみぢ葉は竜回の川の錦なりけり

因法師)

[語釈}

Oあそびうく…遊び飽きた。 oお室…仁和寺(京都市
右京区御室にある)の別称。 o紅葉見…紅葉狩り。
0桂の)11…桂)11。京都市西部を流れる川。 o成けり…
~であったなあ

[現代語訳}

仁和寺周辺の山の紅葉狩りは遊び飽きてしまったので、

桂川で月見をしたのであったなあ。

[檎説]

仁和寺周辺での紅葉狩りの後、近くを流れる桂川で月

見をした時の光景が描かれている。

法師とは「仏教に通じてその教えを説く導く者j であ

るのに、この法師は紅葉狩りなどをして遊んでいる。ま

た紅葉狩りや月見を、御室・桂川といった定番な場所に

行くところが、まさに「能無し法師」である o (小川

歩美)
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れ
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音をきく72 
れうせんのほうし

霊山法師

たづぬれば
きゃく

客のかねくれじ問、も

ど

山

位
向
円
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村
円
借ともしさに70 

[本歌】

音にきく高師の浜のあだ波はかけじゃ袖の濡れもこそす

れ(祐子内親王家紀伊)

[語釈1
0尿…小便をいう幼児語。 oばジ…乳母のこと。
かけじゃ…「かけまい」または、「かけないでくれj

意味。 oお乳…乳母のこと。
{現代語訳】

(小便の)音を聞く小使をさせる乳母、汚いからかけな

いでくれ、袖が汚れてしまうから。(と言う。)

[補説】

O 

の

【本歌1

さびしさに宿を立ち出でて眺むればいづくもおなじ秋の

夕暮れ(良蓬法師)

【語釈1
0霊山…京都市東山区にある東山三十六峰の一。

もしさ…貧しい。 o宿…寺。 o立出て…出る。 o
たづぬ…訪ねる。 o円山…円山安養寺(桓武天皇の平
安遷都の際、都鎮めの寺として最澄が創建した古寺であ

る。現在は、廃絶している)。

[現代語訳]

Oと
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【補説1
普通は成功したり、儲かったりした人と友達になった

ほうが金銭面などで得をすることがあるかもしれないの

に、友達から外してしまうというところが、もじり名「し、

な者」とあるように一風変わっている。

家の前で乳母が子供の着物をまくって用を足させてい

る様子が描かれている。また、子供はもう一人で用を足

せる年頃なのに、小便をさせるくらいに大事にしすぎて

いる「養子大事家のお乳」という名にふさわしい行動が

おもしろい。

‘・

ふじゅもの

不自由物なし
しち いのち

さしもの質を 命にで
きは
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[本歌]

契りをきしさせもが露を命にてあはれ今年の秋もいぬめ

り(藤原基俊)

[語釈1
0不自由物なし…不自由で物がない。 oねぎる(値切
る)…まけさせる。 o置く…金を借りるために品物を
質に預ける。 oさしもの…あれほどの。 o質…質屋
に入れる品物。 o命…唯一の頼みとしているところ。
0極・・・年末の決算期。

[現代語訳]

値切られてしまったあの質草を唯一の頼みとして、

ゃく今年の年末の決算期を過ごせるようだ。

{補説】

質入した品物を大算盤や分銅秤で計算している質屋の

居先風景。もじり名の「不自由者なしJは絵の右の方に

いる貧乏人。「ねぎるj はまけさせるという意味だがこ

こでは質屋が質草を値切っている様子を現す。(久保由

佳愛)

ょう

【本歌】

高砂の尾上の桜咲きにけり外山の霞立たずちあらなむ

(権中納言匡房)

{語釈】

Oだだくさ…雑然として整理のゆきとどかないさま。ぞ

んざい。 o霞…視力が落ちたりして、物がぼんやりと
して見えること oた』ずもあらなむ…「立たないで
くれ」という願いを表す。

【現代語訳】

手入れの悪い庭に桜が咲いたなあ、(花を見たいので)ど

うか自に霞が立たないでくれたら、見ることができるの

になあ。

{補説】

烏帽子をかぶり、杖を突いた老人が桜の木を眺めよう

としているが、奪三をとって目が霞み、はっきりとものが

見えない様子が描かれている o また、雑然とした庭と名

前のだだくさがかかっているところや本歌とのずれが面

白い。(岸本空)
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京の町76 

もの〉としよりのあそん

いな者年寄朝臣
ちいん

知音ぶりょ

っのらぬものを

人ははづさん
これしか

是然りとは

うきやりける74 

[本歌I
和田の原潜ぎ出でて見れば久方の雲居にまがふ沖津白波

(法性寺入道前関白太政大臣)

[語釈1
0時宜…事を行うのに適切な機会。ちょうどよいころあ

い。 o軽薄…外因や気分によって、変わりやすいさま。
大気…天地の気 O大吉…めでたいこと。天気のよい

こと。 oっし、…ちょっと。突然などの意。
[現代語訳]

京都の町にちょっと出てみると、今朝の笠の売り上げは

天気と同様、曇りに向かい、売れゆきも人並みだ。

[補説]

大気大吉というように、 日光天気はよく晴れていて、

【本歌]

うかりける人を初瀬の山嵐はげしかれとは祈らぬものを

(源俊頼朝臣)

[語釈I
Oいな者(異な物) ...一風変わった物や事。ここでは

「物j が「者Jとなっているので一風変わった人。 o
うきやりける人…儲かった人、成功した入。 o知音ぶ
り…友人関係。 o然り…そうである、その通りである。
Oつのる(募る)…強く主張する。

[現代語訳}

(もうかったり成功したりして)うかれている人は(仲

間から)外そうと言う友人関係よ o これがいいやり方だ

とは思えないけれども。
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図から、座っている人が「皆さまのかねかりJで、立

っている人がお金を借りようとしている商人だが、前の

借金を返済しないうちにまた金をイ昔りようとしている。

を避けるための笠がよく売れると思って売りに出ると、

天気が曇りに向かい、売り上げも普通と変わりない様子

を表している o この文は歌意が分かりにくく、どこに面

白みがあるのか分からない。天気が曇りに向かうと、売

り上げが曇りに向かうがかかっている。
かぶきのたゆふ

寄舞伎太夫うきすけ
くも たえま

きかめく雲の 絶間より
ち

もれ出る地の 色のさやけさ

はく いしゃう

薄の衣裳79 
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[本歌】

秋風にたなびく雲の絶え間よりもれ出づる月の影のさや

けさ(左京太夫顕輔)

[語釈1
0薄…金、銀などの金属を紙のように薄く平らに打ち伸

ばしたもの。 oきかめく(きらめくか)…きらきらひ
かっている様子。 oさやけさ…すっきり見えて美しい
様。

【現代語訳]

薄の衣装が雲のようにきらきらしていて、その切れ間か

ら見える着物の地色がきれいに見える。

[補説]

薄の衣装を雲にたとえ、もれ出る地を切れ間から見え

る着物にたとえている。(谷山 昌也)

与一叫来
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背をくゾめ77 

たんきものゐんの

短気者院おふり
かみ

心はもたす しら紙の

すかさでいつも

なが』覧80 

物をこそいへ

【本歌]

長からむ心も知らず黒髪の乱れて今朝は物をこそ思へ

(待賢門院堀河)

[語釈】

Oおふり…負う→(子供などを)背負うということ。

Oなが』覧心はもたず…気長な性分ではないというこ

と。 oしら紙…白髪。 oすかさで…髪をすくことも
せずに、という意味。 o物をこそいへ…しゃべってい
る様子。

[現代語訳]

落ち着いた気長な性分ではなく、白髪をすくこともせず

に、いつもしゃべっている。

【補説】

せかせかと慌ただしくしゃべっている人のことを「短

気者院のおふり Jというもじり名にしているところがお

もしろい。本歌と犬百人一首ではまったく逆の意味にな

っている。

【本歌】

瀬をはやみ岩にせかる』滝川のわれでも末に逢はむとぞ

思う(崇徳院)

【語釈I
Oくジめ…かがむ。背を丸くして体を前に曲げる。

ゐん…配偶者の父が表立ったことから身を引くこと(こ

こでは、働くことをやめること) 0せく…愛情などの

交流を妨げる。急がせる。

【現代語訳]

背を丸くして、

息子の親子仲は、

[補説】

愛情などの交流を妨げられるという意味の“せく"と、

絵を見ても分かるように、歩くのが遅い父親が嫁に急か

されているという意味の“せく"がかかっている。嫁と

いう他人が加わり、今までの親しい親子仲にひびが入ろ

うとも、岩にせき止められる水が二つに分かれても、い

ずれ一つに落ち合うように、やがては元通りの仲に戻る

ということを表している。(高橋 拓麻)

O 

嫁に愛情の交流を妨げられている父と、

割れても結局は亘るだろう思う。

みな

皆さまのかねかり
かやうり あきうど

加様利とりの 商人の
かりかね

いく{昔室長を

しごく

あはれ至極78 
さきむり

すめぬ先無利

{本歌】

淡路島かよふ千鳥の鳴く声に幾夜ねざめぬ須磨の関守

(源兼昌)

[語釈1
0至極…至り極まるところ、究極。 O{:昔銀・・・他人から

金を借りること、またその金。 oすめぬ…納得のいか
ない。

{現代語訳]

ああ、全くこのように利子を取っている商人のたくさん

の借金に対しては、返済しないまえに(さらに金を貸す)

は無理。

[補説】



[本歌]

世の中よ道こそなけれ思ひ入る山の奥にも鹿ぞ鳴くなる

(皇太后宮太夫俊成)

[語釈1
0慶大…広く大きいこと。 o太夫…男性 O損せふ…
壊す。いたむ。寝つける。悪くする。 o茶屋…旅人な
どに茶菓子を供し休息させる底。

{現代語訳1
この世の中で餅というのはとても素晴らしいものだと深

く思い込んで、分け入ってきたこの山の奥にも、茶屋が

ありとても喜ばしいものだ。

{補説]

賓太物くふの大夫損せふという名前からして食べ過ぎ

て体を壊してしまった男性だというのがわかる。

本歌は出家するほどに思い込んでいる人の歌であるの

に、これは食べ物のことばかりを考えている人が山の中

でも茶屋を見つけてしまったという歌で、本歌との差が

箇白い。(細谷誠)

[本歌]

ながらへばまたこの頃やしのばれむ憂しと見し世ぞ今は

恋しき(藤原清輔朝臣)

[語釈1
0器用…才能のあること。 o存命…長く命を保つ、生
き続ける。 o偲ぶ…昔のことを思う、慕う。 oよし
…優れている。 o予…私、自分。
[現代語訳】

長生きすれば、子孫が自分のことを慕うだろうか、優れ

ていた自分を人が賞賛していた時のように。

[補説]

藤原器用介は優れていた、と聞かされた藤原器用介子

孫は、自分の子孫にも、自分のことが優れていると、慕

われたいと思っているところが面白い。
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[本歌]

ほと』ぎすなきつる方を眺むればたゾ有明の月ぞ残れる

(後徳大寺左大臣)

[語釈1
0有徳…富み栄えること。 o大福…非常に富んで運が
いいこと。 oふる…年をとったということを表す。
0詠む=眺む…見る Oあかめし…狐の好物といわれる

小豆飯のこと。 oわけ…食べ残しの食物のこと。
{現代語訳]

年をとった狐の鳴いた方を見ると、

赤飯の食べ残しがあった。

{補説}

有徳大福左大臣らが社の屋根の上にいる狐とお供元物

の赤飯を仰ぎ見ている様子が描かれている。非常に豊か

な有徳大福左大臣が古来から豊穣や富のシンボルとされ

ている稲荷信仰の孤に赤飯をお供えし、より一層の幸福

を祈っている。(中下聡)

そこにはお供えした

[本歌】

思ひわびさても命はあるものをうきにたへぬは涙なりけ

り(道因法師)

【語釈1
0道心…仏道修行をする人。乞食坊主。 O{:宅…落胆す

る。気落ちする。 o拐も…それにしても。 o後生…
死後の世界。玉升をかけているか。 oうき…自分にと
って思いのままにならない周囲の事情や人物に対する否

定的な感情。 o阿弥陀…お金とかけて使われることが
多い。 o道心法師…庵室や普通の家に住む者で、布施
や物乞いによって生活している者。

[現代語訳]

米に困って、それでも後生(五升)はあるのだけれど、

思いのままにいかないのはお金だなあ。

[補説]

死後の世界のことである後生と米の残りの量である玉

升をかけているのが面白い。

道心とは仏道修行をする人であり、また、乞食坊主と

いう意味も持つので米に因っている僧というのがふさわ

しい。=道心坊主

のこ

わけそ残れる

だうしんほう L

道心法師
さて ごしゃう

拐も後生は あるものを
あみだ

うきに絶ぬは 阿弥陀なりけり

うとくだいふ〈さだいじん

有徳大福左大臣
なき なかむ

時きつる方を 詠れば

たLあかめしの

“'← 

きつね

ふる狐

こめ わび

米に佑

81 

82 
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(寂蓮法師)

【語釈】

O時宜…時が丁度良いこと oひぬ…「ひJは「干るj
の未然形。「干るj はかわく、潮が引く、水かさが減る

という意味。 fぬjは打ち消しの助動詞「ずJの連体形。

0場…物事の行われる時機、局面。 oいや…好まな
いこと。欲しないこと。

{現代語訳】

酔いがまだ醒めない酒の場のうちに、(膳部の最後に出

す)茶を点てて出さず、欲しくもない湯を持ってきた。

[補説]

酒肴の席で礼式通りに茶を出さないところから、寂蓮

をもじって「茶くれぬ法師」としているところが面白い。

(柚園幸花)

Lん ほうし

信よひ法師
ごせ たえ

後世おもふ事は 絶やらぬ
へやひる よさF

部屋の昼さえ 余儀なかりけり

よもすから

終夜85 

Oよひ…酔う。 o終夜…一晩
0余儀…他のこと。

こんかきものゐんの

紺掻者院ばいた
あL- 1;: 

芦のかれ葉の ーもとに
き そめ

気をつくしてや 染わたるべき

f~に A

何か絵の88 

[本歌

夜もすがら物思ふころは明けやらぬ闇のひまさへつれな

かりけり(俊恵法師)

[語釈1
0信…信仰すること。

中。 o後世…あの世。
[現代語訳]

一晩中あの世を思うことは絶えることはない、部屋にい

る明るい日中でさえ他のことを考えることはない。

[補説】

信仰している自分に酔ってはいけないのに、酔ってい

るという意味のもじり名「信よひ法師」にしているとこ

ろが面白い。(山中 朔太)

[本歌】

難波江の産のかり寝のひとよゆゑみをつくしてや恋わた

るべき(皇嘉門院別当)

[語釈1
0何か絵…下絵。 o気をつくして…気をつけて
めわたる…染め上げる。 o紺掻者…紺染屋
た…売女。売春婦。

【現代語訳}

一本の枯れた芦の下絵通りに、気をつけながら染め続け

るべきなのでしょうか。

[補説】

紺染屋が大して美しくもない模様を、失敗しないよう

にと、注意して染め上げている様が非常に滑稽である。

また、名前に“ばいた(売女)"とあることから川沿い

で男を待つ二流の遊女の空しさと紺染屋の空しさがかか

すいきゃうlまうし

酔狂法師
さけ くる

酒やは物に 狂はする
えひなき

酔泣がほの我なみたかな

あがけとて86 

0染

Oばい

てま ね

手間の直よ

しょくにんないぎ

職人内義

はからへば

ごはりもぞする

っているか。

0やは・・・反語

0物…

Oが

[本歌1

嘆けとて月やは物を思はするかこち顔なる我が涙かな

(西行法師)

[語釈1
0酔狂…酒に酔って常識を逸すること。

の意を表す。 r~だろうか。いや、~ない。」

ある物。事象。 o酔泣…酒に酔って泣くこと。
ほ・・・顔。

[現代語訳]

あがけと言って、酒は人を物狂おしくさせるのであろう

か。(いや決してそうではなく、本当は自分の酒癖のた

めであるのに、まるで酒のせいであるかのように)酔っ

て泣き顔をし、流れる私の涙であることよ。

[補説]

もじり名を「酔狂法師」とし、涙を流す訳を月から酒

へとずらしているところが面白い。

の

ね

事
へ

る

'
Y」
/

¥

ら

な
な
L

仕

と89 

Oはからう…協議する。この文

O仕なぐる…しw、かげんにす

[本歌]

玉の緒よ絶えなば絶えねながらへば忍ぶることの弱りも

ぞする(式子内親王)

[語釈】

O手間の直・・・手間賃。

での意としては値切る。

ちゃ 日うし

茶くれぬ法師

酒の場に
ゆ

いやの湯をくれずさ

ぬ
だ
出

ひ

て

た

た

ま

は
も
w茶

ぎ宜
じ
ふ
守

主ひ

酔ざめの87 

[本歌】

村雨の露もまだひぬまきの葉に霧たちのぼる秋の夕暮れ
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る。手抜きをする。 oこはる…我を貫く。かたくなで、
いこじな態度をとる。内義…妻。

[現代語訳1
手間賃を、問えるものなら問うてみろ。(それで、も客が)

まだ値切るなら、手抜き仕事を貫くだけだ。

[補説] 可

安い仕事を引き受けてしまったと愚痴をこぼす職人に

対して、それならば手抜き仕事をするまでだと、いこじ

な態度をとる妻が面白い。また名前から、この職人は妻

の尻に敷かれているのだろう。(久保 馨)

いんきょものゐんのめうゆふ

隠居者院妙裕
あま そで

90 見せはゃなおしはの吊の小袖だにも

くれにぞくれし 物はおします

[本歌】

見せばなや雄島の聾の袖だにも濡れにぞ濡れし色は変わ

らず(股宮門院大輪)

財産をなくして、霜の降る夜には、着物を借りて人目を

とりつくろう。

【檎説I
お狂骨せんしょうは、寒というところから、きっと太

政大臣ではない。しかし、太政大臣と名乗っているとこ

ろが面白い。また、寒いは、無一文になって財布などが

寒いという意味と興ざめという意味がかかっているとこ

ろが面白い。(近藤彩香)

にでうどをり

二条通おすぎ
わがたて .1..-1まち あまをとめ

92 我達駄は塩路にみゆる 海士乙女の

人こそほめね かづきぶりよし

[本歌I

わが袖は潮干に見えぬ沖の石の人こそ知らねかはく間も

なし(二条院議岐)

[語釈1
0達綜…派手な服装や振る舞い。 o塩路…潮の流れる

[語釈】 道筋。 o海士乙女…沿岸で魚介を採る少女。天乙女(天
O見せはゃな…お見せしたいものですよ。 oおしはの 女)もかけているか。 oかづき…被く。布を被ること。
…雛と苔しがかかっている(菩し…けちであるさま)。

0小袖…普段着。 oだに…せめて~だけでも。 o
ぞ…前後の同じ動詞の意味を強める。 oおします…お
しまずに。

[現代語訳I

お見せしたいものです。鍛だらけでけちな尼が、小袖だ

けでもくれ、物を惜しまないようになった。

{補説】

少女が着物をもらっているにもかかわらず、けちだ、っ

た隠居者院妙裕が物をくれるようになった変貌ぶりを見

せたいものだと内心，思っているところが面白い。

きゃうこっ さむの

お狂骨せんしゃう寒大政大臣
しもよ

91 すりきりす なくて霜夜の さむいのに
きもの

着物かり出し 人めよくせん

{本歌]

きりぎりす鳴くや霜夜のさ蓮に衣かたしきひとりかも寝

ん(後京極摂政太政大臣)

[語釈1
0狂骨…たしなみに欠けて常識外れであるさま。思慮に

欠けるさま。 oせんしょう・一分を超えて見えを張るこ
と。 o寒…寒い・興ざめする。 oすりきり…財産を

{現代語訳】

私の派手な服装は、海の海女のようで人こそ誉めないけ

れど、着こなしは素敵でしょ。

[補説]

塩路という言葉から海を連想させ、布切れ一枚のよう

な海女の服装の色っぽさと天女の美しくも色っぽい姿を

かけているところがおもしろい。京の二条は遊里だった

ことと、派手な服装ということから、遊女の歌だと考え

られる。

よ なか せに

かまやの 晶もん

釜屋う右衛門

93 世の中は 銭かねもがもな なきさけび

あまりおぽねのた』でかなしも

[本歌}

世の中はつねにもがもな渚漕ぐあまの小舟の綱手かなし

も(鎌倉右大臣)

[語釈1
0銭…お金。 oもがもな・・・~であったらなあ。 oお
ぽね…大値か。大きな値段。 oた』…たつ。金銭を出
す。

[現代語訳]

世の中は、お金があったらなあと泣き叫んでも、あまり

なくし無一文になった人のこと。 o人め…人目。 o の大きな値段でお金を払うことができず悲しいことだな
よくせん…とりつくろう。 あ。

[現代語訳】 [補説1
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諒子)私の生活にお金があったらと嘆いているのに、いっこ

うに値段は下がることなく、あまりの大きな値段に悲し

んでいる様と、釜屋の右衛門の非情なところがおもしろ

い。(佐久間優)

M

り

比

一

民

け

が
大
?
地

K
F
て
い
慨

に
土
ら

聞

大

な

は

…
山
酒
君
初
物

パ
一
道
の
く

叫入品川一ふ
たらしのはなさせぬ96 .. 

[本歌]

花さそふ嵐の庭の雪ならでふりゆくものはわが身なりけ

り(入道前太政大臣)

【語釈1
0上戸…酒飲み。 oたらし(たらす)…だますことた
ぶらかすこと。 o意気…気前、気概。垢抜けた、しゃ
れた。 oふりうく(振る+憂し)…振りづらく
[現代語訳l
杯をはなさせない、うまくたぶらかすしゃれた君でなく

ては、徳利を振りづらくなっていくなあ。

[補説】

人の家へいき大酒を飲んでいるとふつうなら徳利が振

りづらくなるが、ここに描かれている、坊主はしゃれて

いて口が上手いのでそんなことを感じさせず、大酒を飲

97 

也

、

つ

ル

'

フ

吋
一
!
手

じ
て
い
ト
横

一;
+
J

む

ふ

く

ん

判

よ

む

さ
A
1
d
キ

C

占。人
ぜ

ふ
か

と

一昨秋のとやさんおきの94 

ごちうこうさだう

御忠功茶道
すき

お数寄屋に

身もこかれつ L

ちゃF

まつぼの茶だす
E介

やする火ぱしの

こ きゃく

来ぬ客を

んでいる。

[本歌]

み吉野の山の秋風小夜ふけてふるさと寒く衣うつなり

(参議雅経)

【語釈】

Oさんおき…算木を使って占う易者。 oまさあし、…正
に適い。 oさよ…夜。 o横手うつ…物に感じ入り、
または思い当たったときなどに、われ知らず両手を打ち

合わすこと。

[現代語訳】

易者の家を訪れて吉凶を見てもらったが、秋風が吹きお

ろし、夜がふけた寒さとともに、占ってもらった人の手

をうつ音が寒々と聞こえてくることだ。

【補説1
部屋の中で易者に算木を使って占ってもらっている様

子が描かれている。「秋かぜ」、「さむく」の言葉からは

とても大吉とは思えない。算木を使う占いの結果が正に

当たっている、という意味の「算おきまさあいj という

名前が歌にあっている。

[本歌]

来ぬ人をまつほの浦のタなぎに焼くや藻塩の身もこがれ

つつ(権中納言定家)

[語釈】

O忠功…忠義をつくして立てた功労。 o茶道…茶の湯
をもって仕える者。 oまつぼ・・・名葉茶壷の一つ。茶査
の中の第一級品。 o数奇屋…茶の湯の場として設けた
小さな座敷。 oやする…やせる。
[現代諮訳]

約束の時間になってもこない客を待って、真査をだし茶

を振舞う準備を整えた茶室の、やせる火箸のように私も

焦がれている。

【補説}

茶室で真査などの茶道具を揃え、客の遅い訪れに焦れ、

炉の炭の具合を見る火箸を何度

も回す茶人の様子が措かれている。来客を待ち焦がれて

いるというのと火箸が焦げるのとをかけ

ている。(正岡 まどか)

さけのだいそうじゃうじまん

酒大僧正自慢
ょ せき

うく世の席に あそふかな

我のむ酒に

おぽ

覚えなく95 
そで

しみそめの袖

[本歌}

おほけなくうき世の民におほふかなわがたつ柚に墨染の

袖(前大僧正慈円)

[語釈1
0覚えなく…思いがけない。

[現代語訳1
思いがけずいい気分で浮世の酒席で遊んでいたら、酔っ

て酒を衣にこぼし、墨染の袖をしみ染めにしてしまった。

【補説]

正装の僧衣姿の高僧三人が酒宴を楽しんでいる様子が

描かれている。本歌では僧が着る格調高い墨染の袖に、

この僧三人は酒をこぼし袖をしみ染めにしてしまう、本

歌との対比が面白い。大酒飲みの僧という意味の「酒大

僧正自慢Jという名にふさわしい行動が面白い。(福本

Oうく世…享楽の世界。
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おぢい古流
ょうい

98 風いとひまるのおかわの 用意して
おひ

むさげぞ老の しるし也ける

[本歌】 池崎檀←

風そよぐ奈良の小川の夕暮れは御模ぞ夏のしるしなりけ

る(従二位家隆)

[語釈1
0古流…古い形式、古くさいということ。 oいとひ…
いやで避けたい気持になる。きらい避ける。 oまる…
排准する。便をする。 oおかわ…現代でいうおまるの
こと。 oむさげ…不潔さ。 oしるし…証拠。
【現代語訳】

風を嫌って、排推するためのおまるを用意したその不潔

さが老いの証拠であるよ。

[補説I
風を嫌いとあるが、絵を見るとふすまを開けっ放しに

して特に嫌っているようでもなく、風の意味するところ

は不明である。だが、室内におまるを用意しているとこ

ろがおもしろい。

ごとうのゐん

後藤院

斗
品身ふ

く

も

な

お
き

物
ぢあ
にが故

し

ふ
め

も

ら

お
う

を

も
な
名

手下し
・
円
ノも

た手へ下ny
 

nヲ

[本歌}

人もおし人も恨めしあぢきなく世を思ふゆへに物思ふ身

は(後鳥羽院)

[語釈1
Oうし…自分にとって思いのままにならない周囲の事情

や人物に対する否定的な感情。 o下手…技量が拙劣で
あるさま。 oあぢきなく…おもしろくない。つまらな
い。 oゆゑ…物事の原因。理由。 o後藤…後藤四郎
兵衛家。金工の家。大判座・分銅座を支配した名家。

[現代語訳】

下手であることが辛く思われ、あるいは恨めしくも思わ

れる。面白くないとこの名を思うところから、さまざま

な物思いをするこの私は。

[補説]

名家に生まれながらも、職人としての技量がない自分

を恨みつつも、職業を変えることができず、我慢しなが

ら仕事をしている様がおもしろい。(三谷 周平)

じゅんたくゐん

潤沢院
ものずき

100 物数寄やふるきねごろの おしきにも
くわし

猶あまりある お菓子なりけり

[本歌}

ももしきや古き軒端のしのぶにもなlまあまりある昔なり

けり(傾徳院)

【語釈1
0潤沢…物が豊富にあること。「お菓子j が「潤沢j に

あることと、「順徳」をかける。 oねごろ…「根来塗」
のこと。「根来塗」とは、高野山の僧が紀州根来寺で作

った漆器。 oおしき… f折敷J0 西方に折りまわした
縁をつけた角盆または隅切盆。 o猶…さらに。
[現代語訳】

物好きにも、古い根来塗の折敷に、沢山積み上げられて

いるお菓子であることだなあ。

{補説1

天皇の権力が失われてしまった今を嘆く歌を、物好き

にも古い折敷に菓子を山盛りにする歌へとずらす。

I敏文1

陶家の琴は、絃なけれども其声いたれり。少林の笛

は、穴あらざれどもその音遠し。かの小倉の隠士は、

百首の色紙をひそかにえらぶといへども、其音、其声、

あらはる』ごとし。愛に、賀近、山庄の句を、狂詠に

翻転して、笑のたねをまくは瓜の終になりたるを見て、

これを味はふ入、ひいやりとせずといふ事なし。誠に、

此道に年久しくなれく茄子のへたの、をよぶべきと

ころにはあらざる作り物なり。

それのとしの其日 蝿貝宝の雨だれに筆をぬらし

侍る

幽双庵

寛文九己酉歳中夏上旬

[語釈1
0陶家の琴…陶淵明の無絃琴のこと。陶淵明は酒を愛し、

友人と飲むたびに無絃塁手を撫でながら唱和したという。

0少林の笛…「無孔笛Jは禅語。直接は東陽英朝(1428

~ 1504)の語録である『少林無孔笛』からの引用か。

0小倉の隠士・・百人一首を編んだ藤原定家のこと。 o
百首の色紙…『小倉百人一首』のこと。『小倉山荘色紙

和歌』などとも言う。 o其音、其声…選んだ和歌や定
家の名声ということであろう。 o賀近…『犬百人一首』
作者古根のこと。古根は江戸時代前期の俳人。京都の人。

Oまくは瓜…種をまくの「まく jと「まくは瓜jの「ま
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くJを掛けており、「味はふJrひいやり Jにつなげて
いる。 o茄子のへた-・・茄子の「へたJに「下手Jを掛
けている。 oそれのとしの其日…奥書めいた作りにし
ている。賀近の作品を幽双庵が書写しているという体裁。

0煽貝宝…不明。「蝿」は亀に寄生する虫。人が食べ

ると顔が麗しくなり、 A'iこ愛されるという。あるいは f蝿

貝宝Jは、作者や出版者周辺が製造する化粧品か。 o
幽双庵…不明。あるいは幽庵と号した堀江逸風(1612

~ 1693) のことか。堀江逸風は書・和歌に長じ、晩年

は京都に住んだ。

【現代語訳】

陶淵明の琴は、絃がないけれどもその音は素晴らしい。

少林寺の笛は、穴はないけれどもその音は遠くまで響く。

あの小倉山に住む隠者は、百首の色紙を秘かに選んだそ

うですが、その和歌や、名声は、鳴り響くようです。こ

こに、作者の賀近が、小倉山荘の百人一首を、狂歌に翻

案し、笑いの種をまいたが、それを味わう人は、ひんや

りと涼しく思うでしょう。本当に、この狂歌の道に長年

従事しているだけの(私のような)下手の及ぶところで

はない作品です。

その年のその日 蝿貝宝の雨だれに筆をぬらし

て書きました。

幽双庵

寛文九年(1669)五月上旬

【補説]賀近が作成した『犬百人一首』を幽双庵が書写

するという体裁を取る。(新美 哲彦)

""..:~ ';f. 
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CrxY ( Y = S， Se， Te )の共鳴逆光電子分光

治司直

(一般科目)小山遇策

(電気情報工学科)植田義文

(広島大学)佐藤仁，谷口雅樹

Resonant inverse-photoemission studies ofCrxY (Y = S， Se， Te) 

(Dep紅白lentof general Education) Michie Koyama 

(Dep紅白lentof日ectrica1Engineering and Information Science) Yoshifumi Ueda 

(Hiroshima University) Hitoshi Satou， M出akiTaniguchi 

Abstruct 

El即位onicdensity of stat岱 ofCxY(Y=S，Se， Te) with aNiAs-typ何回ctureare obtained企omresonant photoemission and resonant 

inverse-photoemission spec甘oscopiesmeasurements in the regions of the valence band maximum (VBM) and conduction band 

minimum (CBM). The Cr 3d(t2g) exchange spli拍 genergies ofCrxS， CrxSe and CrxTe are determined to be 3.5， 3.5 and 3.8 eV， 

respectively. It is worせlwhileto noticeせlata Cr 3d(t2g) exchange splitting energy becomes larger as chalcogen changes企omS to Se 

and創出ertoTe.ηlis tendency is similar to白eexchange spli従ingenergies回 lculat，吋byDijks回 etal.. Cr 3d main peaks loc蹴

at almost same positions whether Cr vacancies exit or not in the Cr chalcogenides.ηlerefore， it seems白紙crvacancies do not a任ect
S甘onglyon the electronic s飢lcturesofthe compounds. 

Key Words : Cr-・cha1cogenide，Resonant photoemission， Resonant inverse田photoemission，日ectronicstruc知re

クロムカルコゲ、ン化合物，共鳴光電子分光，共鳴逆光電子分光，電子構造

9 1 はじめに
3 d遷移金属化合物の物性は電気的には絶縁体から

金属 1-3)まで，磁気的には反強磁性から常磁性、強磁

性に至るまでと変化に富んでおり，原子空孔 4，5)・圧力

6，7) .不純物8)等に敏感な多様な磁性と伝導性を示すな

ど，非常に興味深い磁気的電気的性質を持っている。中

でも CrxY(y S， Se， Te; x 組成比)は NiAs型を

基本とした結晶構造をもっ Crカルコゲナイド化合物で

あり，磁性体化合物である。組成比を変えることにより

6個のカルコゲンが作る 8面のクロムサイトに規則的

な格子欠陥ができて構造変化に富み，電気的性質や磁気

的性質，光学的性質などの物理的性質が変化する 9)こと

で知られている。また， CrxYは他の 3d遷移金属カノレコ

ゲナイドにも見られるように転移点 (Tt)において高温

倶.IJの NiAs型から低温側のMnP型へと構造相転移 10)を起

こす。

室温では組成比 (x)が1に対応する CrSとCrSeは反

強磁性， CrTeは強磁性を示す。 CrTeは金属的性質を示

すが， CrSと CrSeは電気伝導度や帯磁率の異常から転

移点において半導体一金属転移が起こると報告されて

いる。しかし， CrxSは x>0.88では転移がおこるが x

話 0.88ではこのような転移はおこらず、金属的性質を

示すことが報告されている。磁性についても Cr5S6は

300 K付近にキュリ一点 (Tc)を持ち、常温ではフェリ

磁性を示す。 150Kの磁気変態点で急激に磁気が消失し，

反強磁性へと移行する 10)0 CrTeの磁気的性賓は原子距

離に非常に敏感である。CrTeは Tc以下で c軸の大き

な負の熱膨張を示すが， CrZTe3や Cro.65 Teはほとんど

示さない。 Cr2Se3においても磁気中自転移がおこり、こ

の転移点付近では負の熱膨張を示している 11)。

また，増強球面波近似 (ASW)により Crカルコゲナ

イド化合物のバンド計算が Dijkstraらによって行わ

れている 12，13，14)。本研究では，放射光を用いた共鳴光

電子分光及び共鳴逆光電子分光実験を行い，価電子帯お

よび伝導帯中の Cr3d部分状態密度を求め，バンド計
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算と比較，検討した結果を報告する。

~ 2 実験

実験に用いた試料は次のようにして作成した。クロム

とカノレコゲナイP"(S， Seまたは Te) を組成比のように

混合し，石英管に真空封入した。これを一端は900"c ~ 

1000 "C，他端はおよそ 400"cにしてクロム金属とカノレ

コゲンの液体及び蒸気をおよそ 1週間直接反応させて

素試料を得た。得られた試料は一様に混合するためにア

ルゴンガス雰囲気中で粉砕し，よく混合した後に石英管

を二重にして真空封入した。真空封入した試料は数日間

かけて 1450- 1550 "cまで加熱して 2時間保って融

解した後， 1000ー 700"cまで下げ，急冷して結晶を作

製した。原材料は全て純度 99.999%(レアメタリック

社製)を使用した。

得られた結晶は粉末 X線回折法により結品性を確認

し， Crとカルコゲンの組成比は電子プロープ微小分析

(EPMA)によって一様な結晶であることを確認した。

共鳴光電子分光，共鳴逆光電子分光の測定は広島大学

放射光科学研究センター (HiSOR)で行った。共鳴光電

子分光実験は HiSORBL-7で 1x 10-9 Torrの超高真空

のもとで行った。共鳴逆光電子装置は解析糟及び試料槽

よりなり，解析槽には Erdman-Zipf型の低速電子銃及

び発光分光器が備えられている。試料に電子線を入射し，

試料からの発光を発光分光器により分光検出する。エネ

ルギ一分解能は 0.2eVである。解析槽の真空度は

3 X 10-10 Torrで測定を行なった。光電子分光及び逆光

電子分光実験は広島大学理学部の自作装置で行なった。

測定に際して，試料は試料準備槽でファイリングを行っ

た後，真空を破ることなく測定を行った。実験は全て室

温で行った。

~ 3 結果と考察
共鳴光電子分光により価電子帯の電子構造を，逆光電

子分光により伝導帯の電子構造を求めた。

図 1にCr7SeSの Cr3p-3d共鳴逆光電子スベクトノレの

入射電子のエネノレギー (Ek)依存性を示す。それぞれの

スベクトルの強度は金で規格化した。スベクトルの強度

の変化は Cr3d軌道からの直接励起過程(3p63d4+ e-→ 

3p63d5 + hv) と， Cr 3p-3d準位間の励起に伴うスーパ

ーコスタークローニツヒ緩和過程 (3p63d4+ e → 3p53a6 
→ 3p63d5 + hv) による量子干渉によるものである。共

鳴過程によって光の放出強度が Cr3d電子のイオン化

断面積に比例することから伝導帯の Cr3dの電子状態

を求めることができる。ピークの強度は図 1で表される

ように Ek" 41. 5 eVで、最小となり， 50巴Vで最大とな

る。 Ek"50 eVのスベクトノレが共鳴スベクトルであり，

41. 5 eVのスベクトルが非共鳴スベクトルであること

がわかる。 Ek=50eVのスベクトノレではエネルギー1.9

eVに鋭いピークが見られ， 41.5eVのスベクトルでは

エネルギー 3.2eVにピークが見られる。

同様にして，共鳴光電子分光よってフォトンエネルギ

ー (hv)依存性を測定することにより， hv = 47.2 eVに

共鳴スベクトル， hv" 40.5 eVに非共鳴スベクトルが

あることがわかった。共鳴スベクトノレには一0.2，-1.5 

eV，および -4eVに構造がみられる。特に，ー1.5 eVに

は鋭い鋭いピークが見られる。非共鳴スベクトルには

-1. 42 eVに構造が見られるa

(
E
E
3
.
S
H
S
b百
回

ω吉岡

Cr7Se8 

o 5 10 15 
Energy (eV) 

Fig. 1 A series ()f conduction-band inverse-
photoemission spectra of Cr7Se8 for Ek in Cr 3p-3d 

excitation region. The energy is defined relative to 

CBM. The vertical arrows represent energy position 

of structure. 

これら共鳴スベクトルと非共鳴スベクトルの差をと

ることにより，伝導帯および価電子帯の Cr3d部分状

態密度 (PDOS)を求めることができる。共鳴逆光電子ス

ベクトル (RIPES) と共鳴光電子スベクト/レ (RPES)の

共鳴スベクトル (on-resonance)、非共鳴スベクトノレ

(off-resonance)および Cr3d部分状態密度を図 2に

示す。共鳴逆光電子分光スベクトルは非常に強度が低い

ため， RIPESのスベクトルの強度をおよそ 8X106倍し

て RPESの共鳴スベクトノレの強度にそろえて示した。

RPESの Cr3d pDOSにはー1.5 eVに Cr3d (t2gj) と

見られる鋭いピークが， -4 eV付近にはサテライト構造

と思われるブロードな構造が見られる。 RIPESの Cr3d 
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pDOSには Cr3d(t2g↓)と見られるピークが1.9 eV 

にみられる。価電子帯 (RPES) と伝導帯 (RIPES)の部

分状態密度のスベクトルをフェルミ準位 EF(0 eV)を

基準としで結合すると，それぞれのスベクトルの主ピー

クから Cr3d交換分裂エネルギー (Ueff)を見積もるこ

とができる。 .. 
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Fig. 2 The on-resonance and off-resonance spectra 

of RPES and RIPES of Cr7Seg and the Cr 3d partial 

DOSs ofCr7Seg・TheCr 3d partial DOSs were obtained 

by substracting the spectra measured at 0任resonance

trom those taken just on-resonance. The valence-band 

and conduction-band spectra are connected at EF. Thus， 
the energy separation between the two main peaks 

provides the Cr 3d spin exchange splitting energy. 

-10 10 

このようにして求めた Cr~Y の価電子帯と伝導帯のx 

Cr 3d部分状態密度と Cr3d交換分裂エネルギーを図

3に示す。スベクトルの形状やバンド幅はいずれもほと

んど同じである。 RPESのスベクトルでは CrSS6の Cr

3d↑部分状態密度の主ピークは一1.3 eVにみられる。

CrSe， Cr7Se8及び CrSSe6の主ピークはそれぞれ一1.3， 

-1. 5及びー1.5 eVにみられる。一方、 CrO.95Te，Cr5Te6 

及び Cr3Te4の主ピークはそれぞれー1.3，-1.2及び

-1.2eVにみられる。また，すべてのスベクトルにおい

て， -4 eV付近にブロードな構造が見られる。 RIPESの

スベクトルでは、 Cr5S6の Cr3d↓の部分状態密度の主

ピークは 2.2eVにみられる。CrSe，Cr7Se8及び Cr5Se6

ではそれぞれ 2.1， 1. 9及び 2.0eVにみられる。

CrO.95Te， Cr5Te6及び Cr3Te4の主ピークはそれぞれ

2.5， 2.6及び 2.7 eVにみられる。

スベクトルを比較すると， Cr 3d ↑と Cr3d ↓の部

分状態密度のピーク位置は同じ種類のカノレコゲンの化

17 

合物ではほとんど変わらない。この結果から， CrxS， 

CrxSe及び CrxTeの交換分裂エネノレギーはそれぞれお

よそ 3.5，3.5及び 3.8eVと見積もられる。また，同

ーカノレコゲンで比較すると Cr3dのピークは空孔のあ

る無しにかかわらず，ほぼ同じ位置にあることから Cr

3d状態は空孔の数に依存しないことがわかる。しかし，

Dijksta らはバンド計算によって CrTe，Cr3 Te4及び

Cr2Te3の電子構造を求められている 12)が，交換分裂エ

ネルギーは 2.87，2.82及び 2.74巴Vと空孔が多くな

るに従って減少している。実験値を見るとむしろ空孔が

RPES RIPES 

(
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司
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門
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Cr7Se8 
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Fig. 3 The derived Cr 3d partial DOSs spectra of the 

valence-band and the conduction-band of Crx Y (Y = 

S， Se， Te). 
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増えるに従って大きくなる傾向があるように見える。

バンド計算による Cr3d (t2gl) 部分状態密度では，

Crサイトの空孔と隣り合う状態密度の形状は空孔と隣

り合わない状態密度よりも狭くなっている。 tZg対称性

を持つ Cr3d軌道は C軸方向に伸びている。 Crサイ

トに空孔ができそデことにより c軸方向の d-d混成は

減少する。その結果， Cr 3d (t2g) 対称性を持つバンド

はより局在する傾向が強くなり，バンド幅が狭くなる傾

向があると考えられる。本研究では CrYは空孔を持た

ないが， CrxYでは c軸方向の空孔と隣り合う Crサイ

トと空孔と隣り合わない Crサイトの荷方が混在する。

その重ね合わせとして RPES と RIPESのスベクトルと

して表されている。光電子分光・逆光電子分光によるス

ベクトルには伝導帯における Cr3d(tzg↓)バンドには

この傾向が顕著に現れていた 15，16，17)。しかし，CrxSe と

CrxTeの RPESおよび RIPESのスベクトルを見ると，

バンド幅は空孔が増えるに従って極わずかにに狭くな

っているが，ほとんど違いは見られない。

図 4は CrSS6'CrSSe6及び CrSTe6の hv 21. 2 

eVの価電子帯の光電子分光スベクトル (UPS) とhv

9.4 eVにおける伝導帯の逆光電子分光スベクトノレ

(IPES) ，共鳴光電子分光と共鳴逆光電子分光の部分状

態密度，及び CrS，CrSe， CrTeのバンド計算による部分

状態密度を示す。 UPS と IPESのスベクトノレを見ると，

CrSS6では一1.5 と1.8 eVに主ピークが見られる。

CrSSe6ではー1.5 と1.7 eVに， CrSTe6ではー1.2 eV 

と1.5 eVに主ピークが見られる。この結果，それぞれ

の価電子帯と伝導帯の主ピークの差はそれぞれ3.3，3.2，

2. 7 eV となる。一方， Dijkustra らのバンド計算では

CrSでは -0.75 と1.81 eVに CrSeでは -0.8 と1.9

eVに， CrTeでは一1.41 と1.47eVに， Cr 3d (tZg↑) 

と Cr3d (tZgl)のピークが見られる。 Ueffはそれぞれ

2. 56， 2. 7および 2.87eV となり，カルコゲンが Sか

ら Se，Te となるに従って大きくなっている。

それぞれのカルコゲンについて UPS と IPESスベク

トル， RPES と RIPESスベクトノレを比較すると， UPS と

RPESのスベクトルの主ピークの位置はほとんど変わら

ない。一方， RIPESスベクトノレの主ピークは IPESのピ

ーク位置に比べて高エネルギー側にシフトしている。

IPES ど RIPES の主ピーク位置のエネルギーの差は

CrSS6では 0.4eV， CrSSe6では 0.3eV， CrSTe6では

1. 1 eVである。それらの値は CrSS6 と CrSSe6ではほ

とんど変わらないが、 CrSTe6では差が大きくなってい

る。 UPS と IPES のフォトンエネノレギーを見ると UPS

は 21.2 eV， IPESは 9.4eVであり、このエネノレギー

の時のイオン化断面積を見ると hv= 21. 2 eVでは Cr
に比べて S と Teはほぼ 0.5倍， Teはほぼ o.9倍
となっており、クロムとカルコゲンの両方の電子構造を

反映している。これに対して， hv = 9.4 eVでは Crに

比べて S と Seはほぼ 2倍， Te はほぼ 5倍とクロ

ムよりもむしろカルコゲンの電子状態の方をよく反映

していると考えられる。 CrSY6には空孔があり，これ

が状態密度と関係があると考えられる。 p-d混成という

点から考えると，空孔が入ると eg対称性を持つバンド

への効果が大きくなると考えられる。しかし，eg対称

性を持つバンドではカノレコゲンの p バンドの占める重

みが大きい。このことから，IPESと RIPESの主ピーク

のずれは IPESのスベクトルがクロムとカルコゲンの

g 
g 
;:j 

CrSS6 

心寸たJL

band-cal. 

31ベ:ジ
ロ
江主

百 b如 d-cal.

CrSTe6 

RPES 

-15 -10 -5 0 5 10 15 

Energy (eV) 

Fig. 4 The UPS and IPES spec回. the experi-

mental Cr 3d pDOSs spectra and the calculated Cr 3d 

pDOS by Dijkstra et al. 0[' CrSS6' CrSSe6 and 

Crs Te6・
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p-d混成の影響を受けているもと恩われる。 IPESスベ

クトルの主ピークに比べて RIPESスベクトルの主ピー

クが高エネノレギー側にシフトしていることから考える

と， EF付近にはそれぞれ Cr3d(巴g) とS3pの混成，

Se 4pの混成および Te5pの混成された電子構造があ

るもと考えられる。特lさCr5Te6のスベクトルは EF付

近での強度が大きくその傾向が顕著に現れている。

RPES-RIPESのスベクトルをカノレコゲンの違いで比較

すると，図 3にも見られるように，カノレコゲンが S と

Seの場合はピーク位置のエネルギーはほとんど変わら

ないが， Teの場合は全体的に高エネルギー倶1]にシフト

している。特に RIPESのピークは大きくシフトしてい

る。この結果，Cr55Te6の交換分裂エネノレギーは Cr5S6'

Cr5Se6に比べると大きくなっている。この傾向はバン

ド計算の結果とよくあっている。しかし，実験から得ら

れた Cr3d交換分裂エネルギーはバンド計算による値

よりもおよそ 0.9eV大きくなっている。また，図 2に

も見られるようにRPESの主ピークの低エネルギー側に

見える -4eV付近のサテライト構造に注目するとその

強度はカノレコゲンが Te→ Se → Sとなるに従って

大きくなっている。このバンド計算と実験値とのずれは

多電子描像によるクラスター計算によって説明できる

という報告がある 17)。一4eV付近のサテライト構造も

多電子効果による構造と考えられる。

この研究は科学研究補助金(18540324)の援助によるも

のである o
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缶プレス機の選別機構の開発

(機械工学科)野原稔

Development of Sorter Style of Can Press Machine 
.. 

(Department ofMachanical Engineering) Minoru NOHARA 

Abstract 

By the spread ofvending machines， the amount of consumption of steel can， aluminum can， PET 

bottle， aod a bottle has increased. It is oecessary to sort out them in order for these caoses to reuse. The 
author manufactured the automatic can press machioe which used側'0Cylinoids in last year. The large 

oil pressure cylinder of the power of pushing a press board was used for the press part. If the vessel of a 

driok is put泊 intoa cao pressure machioe， can pressure machioe， steel cao， alumioum can， PET bottle， 

a bottle， etc. will be classified automatically. The capacity of a vessel cao be made small by the pressure 
machioe. Moreover， a PET bottle， a bottle， etc. are received in a recovery box without pressing. 

However， since the can press machine itself was small， the accommodation place of a compression 
thing or an uncompressible thing was not able to be enlarged. 

In this paper， the sorting portion， the press portion， the power supply portion， and the oil 

pressure pump were installed in the portion 00 a can press machine.Moreover， the compression 
thing and the uncompr回siblething were accommodated in the box installed in the portion under a 

can press machine. For this reason， the author enlarged the can pr回smachine， io order to enlarge 
an accommodation place.Since the author maoufactured the can press machine which has a sortiog 

fuoctioo， author reports the manuぬctureprocess and a situation of operation. 

Key Words : Micro Computer， Operation Control， Simulation， Automatic Machine 

マイクロコンビュータ，制御，シミュレーション，自動機械

~ 1 緒言

自動販売機による飲み物の消費量の増加により，捨

てられるスチール缶，アルミ缶，ペットボトルおよびビ

ン等の消費量が増加している.また，これらの物はリサ

イクルを行うため，選別して田収箱に入れることが求め

られている.前年度，飲み物の空容器を缶プレス機に入

れると，自動的にスチール缶，アルミ缶，ペットボトル

およびピン等を選別し，容器の容量を小さくできる油圧

シリンダを使用した選別機能を有する缶プレス機を製作

した.選別機構について述べると，圧縮できる缶につい

てはプレス機で圧縮，圧縮できないペットボトルやピン

等については，そのまま回収箱に収納する方式とした.

しかしながら，選別機構を缶プレス機上部に設置したも

のの，選別機構そのものが大きく，缶ブpレス機自体が小

さいこともあり，圧縮した物や圧縮できない物の収容場

所を大きく確保することが難しかった。

本研究においては，選別部，プレス部，電源部および

油圧ポンプの全てを缶プレス機の上部に設置し，圧縮し

た物や圧縮できない物を缶プレス機の下部に設置した.

選別機構とプレス部について，その製作過程と動作状況

を報告する.

~ 2 ハードウェア

システムにおいて，マイクロコンビューター(以降，マ

イコンと呼ぶ)による制御は， AKI-80と入出力制御用

ボードを組み合わせて行った.以降，この装置に使用し

た主要部品の概要について述べる.

2.1 マイコン

マイコンは，缶およびベットボトルの高さの判定，ソ

レノイドおよびコンプレッサーの駆動と停止，また，装

21 
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置の動作は迅速であることが望ましいため，これを動作

させるプログラム言語はアセンブリ言語を使用した.

AKI-80の入出力ポートは，パラレル1/0を， Aポート入

力およびBポート出力として使用した1)2)3)

.. 
2.2プレス機構

空き缶をプレスするため，油圧によって動作するシリ

ンダーとコンプレッサーを使用した.

2.2司1油圧シリンダー

油圧シリンダーは， NPaシステム社製単動油圧シリ

ンダー(RCータイプ45kN)を{吏用した.そのストローク

は127mm，最高荷重は45kN(4.5t)である.

万能試験機による圧縮試験によると，スチール缶の

プレスには，約3kNの荷重が必要である.油圧シリン

ダーの最高加重は45kNであるため，このプレス機はス

チール缶をプレスする十分な性能を有している心.

2.2.2油圧コンプレッサー

油圧コンプレッサーは， NPaシステム社製電磁弁付

き自動リターン型油正コンプレッサー (PU-35-NO

(L) )を使用した.この油圧コンプレッサーの最高圧力

は 70MPa(700kgf/cm2)で、ある.また，このコンプ

レッサーは，電源をONにすると圧力を発生し，電源が

OFFになると電磁弁の作用により圧力を開放して，自

動的に無負荷状態になる特徴を持っている.このた

め，プレス後の制御が不要となり，プレス機の用途に

適している5)

2.2.3 缶プレス機の全体図

図1 は缶プレス機の全体図を示している.缶プレス機

の大きさは，高さ1300mm，幅500mm，奥行き450mm

である.また，缶を入れるために缶プレス機の上部に缶

プレス部や選別機構を集中させた.このため缶プレス機

の下部に缶を入れる 25 Qのゴミ箱を2個収容できる。

缶プレス部のフレームは，アングルを溶接して製作し

た。

2.2.4 缶プレス部

図2 は缶プレス部を示す.缶プレス部は，油圧シリン

ダ，油圧シリンダの先端に取り付けた可動のプレス板で

缶フ。レス機本体に固定のフ。レス板，アルミ缶かスチール

缶かの判別を行うために必要な2個のソレノイドで構成

2 

Box of sorter Jl Reed sensor-2 

2 Photo sensor-l 12 1ron board 

3 Support plate 13 Support stand of can 

4 SoIenoid-J 14 M品gunet

5 Lcyer 15 Solenoid偵3

6 SoJcnoid-2 16 Steel can trash box 

7 Photo sensoト2 17 Compressor 

8 Rccd sensor -1 Oil cvlinder 

9 Limit-l 19 Aluminium can tr丘shbox 

~LComp竺~sionbo理rd

Fig.l Appearence of system 

Fig.2 Details of press part 
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a. Befor press 
..，-

b. After press 

c. Back to before press 

Fig.3 Press process of can press machine 

されている.特に，アルミ缶かスチール缶かの判別は，

油圧シリンダに取り付けた可動のプレス板(以降，プレ

ス板と呼ぶ)の両端から，それぞ、れ40mm離れた位置に

直径12mmの穴を2個明けた後，ネジ切りをした.そ

鉄心の後退により磁石がプレス板の穴に格納されること

で，スチール缶はプレス板に当たり，磁石から外れス

チール缶をいれる箱に収容される構造とした

2.2.5選別機構

図4は投入物の選別機構における動作状況を示す.図4

に示すように，投入物を選別する箇所は，五角形の箱状

になっており，箱の上部を回転できる状態で支え，こと

を支点として五角形の箱を揺り動かせる.いま，五角形

の箱の中に物を投入すると，フレス可能なアルミ缶かス

チール缶であれば，五角形の箱の下部に設置している2

個のL字形の金具がはずれて缶プレス部に落下，プレス

できないペットボトルやピン等は，およそ30。の状態で

横になっている五角形の箱をほぼ垂直な状態にした後，

2個のL字形の金具をはずして格納箱に落下させる.い

AC 
の後，明けた穴に磁石が付着しないようにステンレス鋼 solenoid 

をネジ止めした後，ステンレス鋼に約8mm の穴を明

け，磁石がプレス板に付着しないようにしている.ま

た，図3-aに示すように，ソレノイドはL型のアングル

を使用してプレス板に取付け一体化しているため，油圧

シリンダの作動によりプレス板とソレノイドは同時に動

くことになる.ソレノイドの鉄心部の先端に取り付けた

直径8mm の強力な磁石をプレス板の穴に入れた状態

で，油圧ポンプを起動させて缶を押しつぶす.その後，

ソレノイドをonとしてソレノイドの先端に取り付けた

磁石をプレス板の穴から出し，缶と磁石の付着があれば

スチール缶，付着がなければアルミ缶となる.この状態

を図3-bに示す.また，油圧シリンダーは，シリンダー

内に圧縮用のスプリングを内蔵しており，油圧が作用し

てシリンダーが圧縮されると，スプリングも同時に圧縮

される.そして，ポンプが停止して油圧が作用しなくな

ると，プレス板は圧縮されたスプリングの力によりプレ

ス前の状態に戻る.このとき，スチール缶が磁石に付着

していればスチール缶もプレス板と同時にプレス前の状

態に戻ることになる. この状態でソレノイドをoffにす

ると，ソレノイドの鉄心に取り付けてあるパネの力によ

り鉄心は後退する.この状態を図3-cに示す.そして，

Fig. 4 Destinction process 

a. Holding object b. Drop object 

Fig. 5 Drop process 
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ま， ACソレノイドがonになると，ソレノイドのA点が

矢印の方向に直進し，レバーを押し下げる.すると，押

し下げられたレバーは，支点Bを中心に回転して選別機

の箱の固定点Dをはさむレバーを矢印の方向に支点Cを

中心に回転する戸←押し下げられた画定点Dは，点Eの状

態になる.こうすることで，プレスできないベットボト

ル，ピンや中身のある缶等を格納籍に落下させる体制を

整えることができる.また，図5 は，選別物を止めるL

字形の金具の作動状態を示す.L字形の金具は，五角形

の箱の下部にソレノイドとセットで取付け，同時に2個

セットで作動させる.図5-aに示すように，選別物が箱

の中に入れられる前に，ソレノイドをonとしてL字形の

金具を起こし選別物を止める.図5-bに示すように，選

別の結果によりソレノイドをoffとしてL字型の金具を倒

し，選別物を排出する構造である.

GND 

2.3 選別機構の動作プログラムのチェック

選別機構を動作させるプログラムをチェックするた

め，図6に示すようなブレッドボードを使用してチェッ

ク田路を構成した.図6に示すように， Aポート入力， B

ポート出力に設定している.入力の有無はスイッチの

on， offで，出カの有無はLEDの点灯，消灯で確認を行

う.Aポートに接続しているSWo.......SW 6の7個のス

イッチは，それぞれSWOおよびSW4はリミットスイッ

チ， SW 1， SW 2およびSW3はフォトセンサ， SW5 

および、SW6はリードセンサに，また， Bポートに接続

しているLEDO"-'LED4は，それぞれLED0， LED 1 

および~ED 3はソレノイド， LED 2はコンプレッ

サー， LED 4はエラー表示に対応している.図7はコン

プレッサー，図8はACソレノイドの配線図を示す.コン

プレッサーおよびACソレノイドは， AKI-80の出力信号

によりSSRを介して動作させる6)

Fig.6 Wiring diagram on check of system 

AKI80 SSR AKI80 SSR 

Fig.7 Wiring diagram ofPress system Fig.8 Wiring diagram of AC solenid system 
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~ 3. ソフトウェア

3.1フローチャートとシステムの動作プログラム Tab1e.l Control program of system 

図9はシステムのプログラムの流れを示すフローチャー

トを，表lは，システムを制御するプログラムを示す.

匂睡

Fig.9 Diagram of f10w chart 

Label 

PIOAD 

PIOAC 

PIOBD 

PIOBC 

SO: 

CH1: 

CH2: 

ST: 

RS1: 

DB: 

Mnemonic code 

equ lch 

equ ldh 

equ leh 

equ 1血

org OOOOh 

LD SP，O 

1M 2 

LD A， 1100 1 1 11 b 

OUT (PIOAC)，A 

LD A，1 1111111 b 

OUT (PIOAC)，A 

LD A，00110111b 

OUT (PIOAC)，A 

LD A，OOOOOOllb 

OUT (PIOAC)，A 

LD A司11001111b 

OUT (PIOBC)，A 
LD A，OOOOOOOOb 

OUT (PIOBC)，A 

LD A，00010111b 

OUT (PIOBC)，A 

LD A，OOOOOOl1b 

OUT (PIOBC)，A 

CALL WAIT2 

IN A，(PIOAD) 

BIT 1，A 

JR NZ，CH2 

JR CHl 

LD Aラ02H

OUT (PIOBD)，A 

IN A，(PIOAD) 

BIT 4，A 

JR NZ，ST 

LD A，lOH 
OUT (PIOBD)，A 

JR CH2 

LD A，O 
OUT (PIOBD)，A 

IN A，(PIOAD) 

BIT O，A 

JR NZ，RSl 

JR ST 

CALL WAIT2 

IN A，(PIOAD) 

BIT 2，A 

JR NZ，DB 

BIT 3，A 

JR NZ，PR 
JR DB 

LD A，03H 
OUT (PIOBD)，A 
CALL WAIT2 

LD Aヲ01H
OUT (PIOBD)，A 

CALL WAIT2 

Comment 

PIO A data 

PIO A control 

PIO B data 

PIO B control 

Retum to org 

Set stack point 0 

Set mode 2 

PIO A initialization 

Mode 3 (lnput) 

PIO B initialization 

Mode 3 (Output) 

Wait 2 sec 

Reed data from PIOAD 

Switch 1 on 

GotoCH 2 

Go to CH1 

Set of date 

LED 1 on 

Reed data from PIOAD 

Switch 40n 

Goto ST 

Set of date 

LED 4 on 

Goto CH2 

Set of date 

LED 4 off 

Reed data from PIOAD 

Switch Oon 

Go to RS1 

Goto ST 

Wait 2 sec 

Reed data from PIOAD 

Switch 2 on 

GotoDB 

Switch 3 on 

Go to PR 

Goto DB 

Set of date 

LED 0 on 

Wait 2 sec 

Set of date 

LED 0 off 

Wait 2 sec 
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Label Mnemonic code 

LD A，03H 

OUT (PIOBD)，A 

CALL WAIT5 

LD A‘02H 

OUT (P~BD)，A 

LDA，O 

OUT (PIOBD)，A 

JRCH1 

PR: LDA，02H 

OUT (PIOBD)，A 

CALL WAIT2 

LDA，O 

OUT (PIOBD)，A 

JR PR1 

PR1: CALL WAIT2 

PR2: LD A，04H 

OUT (PIOBD)，A 

CALL WAIT5 

IN A，(PIOAD) 

BIT 6，A 

JR NZ.RS2 

BIT 5，A 

JR NZ，RS2 

JR PR2 

RS2: LD A.、08H

OUT (PIOBD)，A 

RS3: IN A，(PIOAD) 

BIT 4，A 

JR NZ，RS4 

JR RS3 

RS4: CALL WAIT5 

LD A，O 

OUT (PIOBD)，A 

JR SO 

WAIT2: PUSH BC 

LD B.40 

LWT2: CALL WAIT5 

DJNZ LWT2 

POP BC 

RET 

WAIT5: PUSH BC 

LD B.50 

WT5: CALL WAIT1 

DJNZ WT5 

POP BC 

RET 

WAIT1: PUSH BC 

LD B，O 

WT1: NOP 

DEC (HL) 

INC (HL) 

DJNZ WT1 

POPBC 

RET 
END 
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Comment 

Set of date 

LED Oon 

Wait 0.5 sec 

Set of date 

LED 0 off 

Set of date 

LED 1 off 

Go to CH1 

Set of date 

LED 1 on 

Wait 2 sec 

Set of date 

LED 1 off 

Go to PR1 

Wait 2 sec 

Set of date 

LED20n 

Wait 0.5 sec 

Reed data from PIOAD 

Switch 6 on 

Go to RS2 

Switch 5 on 

Go to RS2 

Go to PR2 

Set of date 

LED 2 off，LED 3 on 

Reed data from PIOAD 

Switch 4 on 

Go to RS4 

Go to RS3 

Wait 0.5 sec 

Set ofdat巴

LED 3 off 

Go to SO 

Push BC 

Set B on 40 

Wait 0.5 sec 

Go to LWT2 

Reset BC 

Retum 

Push BC 

Set B on 50 

Wait 0.1 sec 

Goto WT5 

Resct BC 

Retum 

Push BC 

Set B on 0 

Non operation 

HL-1 

HL+ 1 

Go to WT1 

Reset BC 

Retum 
End 

図9に示すチャート図について述べる.いま， SWlが

押されると， LEDlカ¥onになり，システムが待機状態に

なる.SWOが押されるとマイコンは， SWO， SW2， 

SW3の信号の有無を各々確認する.たとえば， SWlだけ

がonの場合， LEDlがoffになり， LED2はonになる.そ

の後SW6，またはSW5がonになると， LED3はon，

LED2はoffになる.SW4がonになると， LED3はoffに

なり，初期状態に戻る.SWOまたはSW2がonの場合，

LEDOをonにした後， LEDlがoffになり， 2秒後に

LEDlon， LEDO off， LEDloff，という順番に変化し

た後，初期状態に戻る.

~ 4.結言

本研究において，マイコン制御による選別機構を製作

した結果を要約すると次のようになる

1 .プレス可能な物かどうかの選別を行う機構を設計製

作した.

2.スチール缶およびアルミ缶を選別してプレス可能な

機構を設計製作した

3.缶プレス機を動作させるプログラムを作成し，ブレッ

ドボード土で予期した動作をさせることが可能となっ

た.

4.プレス缶を多く回収できる缶プレス機を製作できた.
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クロムカルコゲナイドの電子状態

.. 

電気情報工学科植田義文

電気晴報工学科文野森広和

一般科目 小山通柴

Electronic Structure of Chromium Chalcogenides 

(Department of Electrical Engineering and Information Science) Yoshifumi Ueda 

(Department of Electrical Engineering and Information Science) Hirokazu Bunnomori 

(Department of General Education) Michie Koyama 

Abstract 

Electronic structures of trigonal Cr(l+8)Te2 crystals have been studied by means of DV-Xαmethod. It is 

found that the top region of valence band consists of mainly Cr 3d and Cr 4s and Te 5p bonding wave 

functions， while Cr 3d， Cr 4s， Cr 4p and Te 5p anti-bonding wave functions contribute to the conduction 
band， in accordance with results of resonant photoemission and inverse photoemission study. Calculations 
show that trigonal Cr(1+8)Te2 has metallic property in electronic conduction， supporting the experimental 
result. Substitutions of Te with Se do not lead to the abrupt change of the electronic structures from a 

metallic structure to a half-metallic type. From the contour map of electron density， it is elucidated that 
electronic interactions are larger within Cr(l) and Cr(2) layers in favor with the ferromagnetic properties 

of Cr(l吋)TeZ・

Key Words: Chrominum chalcogenide， Stoiochiometry， Vacancy， Transition Metal， Magnetism， DV-Xα 
method， Electronic structure， Electronic Density of State (DOS) 
クロムカルコゲナイド，ストイキオメトリー，空孔、遷移元素，磁性， DV-Xα 法，電子状態， 状態密度

~1 序論
我々はこれまでに NiAs型構造を持つ 3d遷移金属の

Crとカルコゲン元素 (X= S， Se， Te)の化合物である

クロムカルコゲナイド (CrX)の結晶を育成し、 in-situ

下において正・逆共鳴光電子分光法により価電子帯か

ら伝導帯に渡る電子状態を調べてきた。価電子帯のメ

インピークは局在した Cr3d波動関数に起因すること、

また、価電子帯の頂上から約 -5eVにかけての電子

状態は Cr3s， Cr 3d波動関数とカルコゲン元素のp波

動関数から成り立っていることを報告している。 1-3) 

一方、伝導帯のメインピークは非占有の局在した Cr

3d波動関数より、バンド幅の広い伝導帯は Cr4s， Cr 

4pとカルコゲン元素の p関数の反結合性軌道から構

成されていることが見出された。価電子帯と伝導帯の

メインピークのエネルギ一間隔より Cr3d 電子によ

る磁気的交換相互作用エネルギーを見積もることがで

ぎた。 1-3 Cr 3d電子による磁気的根互作用が、 CrX

の結晶構造とその組成のストイキオメトリーを反映し

て、 CrXが強磁性、反強磁性、クラスターグラス磁性、

さらにスピングラス磁性などの豊富な磁気的性質や電

気的輸送特性を示す起因になっていることが次第に明

らかになってきている。 4.10) とのような豊富な磁性を

示す CrXのいくつかは、将来の高性能なスピントロニ

クスデバイス 11，12)の重要な材料として期待されており、

ハーフメタル強磁性体の有力な候補になると目されて

いる。 13，14) 本研究では、このような CrXの各種の

物性を理解するために、非経験的な分子軌道法の一つ

である DV-Xα(DiscreteVariational Xα)法 15初)を用い

電子状態について調べたので報告する。

S 2 DV-Xα分子軌道法
2. 1局在密度近似 (Xα)法
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電子系の基底状態の全エネルギ-Eは，電子密度 ρ

(n)= ~ niψ七ψJの汎関数として表すことができるという

HohenbergとKohnの定理を応用し実空間上で電子状態

を計算する方法がある.これは表面の電子状態や，結晶

の空格子等，結晶の周期性が乱れているときにも計算で

きるという長所カTある。

これを応用した Hartree-Fock品later(HFS)方程式は、

分子スピン軌道1f/iを原子軌道の線形結合とし

h(η)'I'k↑(ペ)=Skt(fj)'I'kt(η) )
 
l
 
(
 

仲i)=-~V~-L?と +f PyJ d'2 +VXC 山

N flN '12 

と表されるべここで，ハミルトニアンの第1項は運動エ

ネルギ一、 2項目は原子核と電子聞に働くクーロンカに

よる，3項目は電子間相互作用による静電エネルギーで

ある。また、第4項はそれ以外の全ての作用による和で，

交換相互ポテンシャルという。

ここで，交換相互ポテンシャルを自由ガス電子モデル

に基づいて計算し、

Vxc =-3a!-}-pt(r)! 
147t 

と置くのが局在密度近似 (Xα)法である 15)。

(3) 

2. 2 DV-Xαj去

局所密度近似したHFS方程式の分子スピン軌道に

帆(η)= LCiJ"Oμ(η) (4) 
μ 

で表される LCAO近似を導入し。積分すると、次の永年

方程式を得る。

(H -SS)C=O 
Hpv = Jo;(円)h(桝 v(円)dr]
Spv = Jo;(η)仇(円)dr]

( 5) 

ここで積分Hμ~ ， S P ~が得られれば、この永年方程式

を解くことができ、系の波動関数と軌道エネルギーが

得られる。この積分を実行する際に、計算する全空間

にわたって積分するのではなく、空間の任意の点にお

けるHpJ"Spνの値を求め、各点の重みをかけて全サ

ンプル点について和をとる。この方法が離散変分法で

ある。 このような方法で得られた積分の結果から、

系の各点におけるポテンシャルを求めることができる。

そこで、まず系を構成する原子が孤立原子である場

合の波動関数を用いて系のポテンシャルを算出し

H〆~， Sμνを得る。この値を初期値として永年方程式

を解くことによって波動関数と軌道エネルギーを求め

る。得られた波動関数をもとに系のポテンシャルを求

め、計算によって得られた波動関数を初期値として永

年方程式を再び解く。とのように再計算を繰り返すと

とによって、系のポテンシャルの初期値と計算結果の

差が目的とする精度に等しくなったとき、すなわちセ

ルフコンシステントになったとき計算を終了させる

DV-Xα法は、計算の入力としては原子番号と原子の

座標のみの入力により、他の一切の実験から得られた

情報を用いることなく理論計算を実行することが可能

である。このような計算は量子論の原理に基づいた計

算なので第一原理計算と呼ばれている。

~ 3 結晶構造
クロムカルコゲナイドの基本となる結晶構造は、

六方晶系 (hexagonal)のNiAs型である。通常の結

晶育成におけるように、 Crとカルコゲン元素 X

(X=S，Se， Te)の組成に対する化学量論比が繋数比にな

らず、過不足が生じる場合、 Crサイトに格子空孔が生

じることなどにより結晶系が基本構造から単斜晶系

(monoclinic)や三方品系 (trigonal)など色々変化に富

んだ構造をした結晶となる。

電子状態の計算に用いたクロムカルコゲナイドのク

ラスターが、図 1に示しである。このクラスターは

Cr{1) ?、 k dH Cば1)
Te 

Cr(2) 
Cバ2)

Te Te 

Cr(1) Cr(1) 

Te T・。κ2) Cr(2) 

Te Te 

Cr(1) Cr(1) 

• Cr • Te b刈二

Fig.l Crystal structure of Cr(1+8)Te2・a=3.8651A， 

c=5.9917A， space group:P3ml; no164. 

Cr30Tegであり、カルコゲン元素は Teである。その

化学式は CrTeであり、 Crの空孔を含まない三方晶系

の結品構造を示している。格子定数は a=3.865IA、

c=5.9917 A、空間群は P3ml;nol64である。通常は、

化学式が Cr(l+O)X2，(X=Te)で表される結晶構造に対応

したものが結品成長において育成される。このとき、

1+δ=1.2 -1. 4 の範囲の値で、カルコゲン元素に比
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べてCr元素が少なくなっている。図 1に示すように、

結晶中の Crのサイトは 2種類存在し、 Cr(l)と Cr(2)

で区別されている。組成が整数比を持つ化学量論比 (8

= 0)の場合の結晶は、 C軸方向の原子配列が
Cr(l)・Te-Cr(2)-Te-Cr( 1)の積層配列となり、これを 1ユ

ニット(単位胞)とし c滴方向に周期性をもった構造を

している。組成がd=0からずれCr元素が不足すると、

本来存在すべき Cr(l)のサイトの Cr原子が不足し、

Cr(l)の格子点に空孔が生じる。その原子空孔の配列の

周期性により、 C軸方向の原子配列は

[Cr(l)+ V]c~o・Te-Cr(2)-Te-[Cr( 1)+ V]C~0.5・Te-Cr

(2)・Te-[Cr(l)+V]c~l が 1 ユニットになる構造となって

いる。ここで、 [Cr(1)+ V]c~o の c=O は図 1 に示す

Cr(l)・Te-Cr(2)・Te-Cr(l)積層ユニットの C軸の値が、 C

軸の格予定数を 1としたとき、 c=0となっていると

とを表し、 VはCr(1)面内の Crの 1部が原子空孔なっ

たことを示している。 同様に [Cr(l)+V]c =0.5はCが

0.5に対する Cr(l)面内の Crの l部が空孔となっている

ことを表している。このようにして、化学量論比から

すれた結晶は、。 =0の構造に比べて、 C軸の長さが2

倍、同様に a軸が2倍になったスーパーセル構造とし

て理解できる。スーパーセル構造では、 Crサイトは、

Cr(l)， Cr(2)， Cr(3)および Cr(4)の4種類の等価なサ

イトのグループに分類でき、 C軸方向に Cr(4)，{Cr(2)， 

Cr(3)}， Cr(l)， {Cr(2)， Cr(3)}， Cr(4)の層面内に Cr原子

が配置した 5層構造となる。この 5層構造の Cr(l)お

よび Cr(4)層面内の Crの l部が原子空孔となってい

る。

今回は、Crの原子空孔を含まない三方晶系の Cr30TeS

クラスターおよび Cr30SeSクラスターについて電子状

態の計算をおこなった。また、カルコゲン元素の置換

効果を調べるため、図 lの右に示すように、 8個 Teの

1個を Seに置き換えた Cr3oTe7Seのクラスターの電

子状態の計算も試みた。

~ 4 計算結果と考察
図 lに示す Cr30TeSクラスターについて、スピン分極

を取り入れていない電子状態の計算結果が図 2に示さ

れている。縦軸は -15eVから 10eVの範囲における

電子系のエネルギー準位を示している。横軸の方に、

電子系の固有状態が、サイト分けした Cr(l)および

Cr(2)の3d，4sおよび 4p波動関数を、また、 Teの 5d，

h、および 5p波動関数を基底関数として分類されて

いる。各基底関数の横の線分の長さは、固有エネルギ

ーに対する国有状態の混成の重みの大きさに応じて長

くなっている。物質の電子物性は、フェルミーエネル

ギー近傍のエネルギー準位に分布している電子の振る

29 

舞いに大きく依存している。エネルギー準位図より、

Cr(l)およびCr(2)の3d波動関数は OeV近傍に存在

確率が最も高くなっている。 Cr(2)の 3d軌道の電子

が占める確率の最も高いところのエネルギーが Cr(l)

のそれに比べて幾分大きくなっているととは注目に値

する。電子で占有されているバンドのトップ近傍は、

おもに Cr3d， Cr 4s，および Te5p軌道から構成され

ており、非占有バンドのエネルギーの大きいととろは

おもに Cr4p軌道が寄与しているととが分かる。

10 
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Fig.2 Energy levels of Cr30TeS cluster. 

図3は、図 2に示されている Cr30Te8クラスターのエ

ネルギー準位図の各エネルギーにエネルギー幅をコン

ボリューションすることにより求められた状態密度

(Density of States; DOS)を示している。 Crサイト 1

および2に対するそれぞれの Cr3d， Cr 4s， Cr 4p波動

関数，また、 Te5sおよびTe5p波動関数に対する部分

状態密度とこれらすべてによる全状態密度を表してい

る。 Cr(l)3dの状態密度が Cr(2)3dのそれに比べて大

きくなっているのは計算に用いた Cr30Te8クラスター

において、 Cr(l)に等価な Cr原子数が Cr(2)のそれ

に比べて多いことによっている。 図3で示された o
eV近傍のエネルギーの DOSは、おもに Cr3d電子に

よって占有されているが、図 2のエネルギー準位の占

有および非占有状況から、完全には満たされていない

バンドとして振る舞うと考えられる。とのととより、

今回の計算では、このクラスターが金属的な電子状態

となっていることが分かる。このととは、 Cr5+oTesが

実験より金属的あることと一致している。我々の正・

逆共鳴光電子分光の実験より、価電子帯および伝導帯

には、 Cr3dに起因するメインピークがそれぞれ見出

されている。今回の計算より得られた Cr(l)3dおよび

Cr(2) 3d状態の存在確率が最大のエネルギーを比較す

ると、 Cr(2)3d電子が Cr(l)3dに比べて高いことより、
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正・逆光電子分光より得られた伝導帯のメインピーク

は、 Cr(2)3d電子、一方、価電子帯のメインピークは

Cr( 1) 3d電子による寄与が大きいものと考えられる。

また、価電子帯には Cr4sおよび Te5pの結合性軌道

の電子が寄与し，一方、伝導帯に対しては Cr4sおよ

び Cr4pの反結合性軌道の電子が大きく寄与し、幾分

Te 5pの反結合性軌道の電子がかかわっているととが

分かり、実験より得られた価電子帯および伝導帯の特

徴との対応が見られる。 1-3) 

T・h t. !. t.t・1
DOS(a巾.un民)

Fig.3 Partial Density of States of Cr30Tea 

さらに、この物質は結晶の育成条件や処理の仕方に

敏感で、キュリー温度が 180Kから 340Kの強磁性体

である。より低温では、リエントラント強磁性、クラ

スターグラス磁性やスピングラス磁性など磁気モーメ

ントの揺らぎに伴う興味ある磁気的性質が現れる。 6.

8. 1 0) クロムカルコゲナイドは、結晶育成時におけ

る組成のストイキオメトリー比の整数比からのずれや

結品の熱処理に敏感に反応し、Crサイトに原子空孔が

生成する。このような Cr原子空孔の導入が強磁性体

の転移温度に大きく影響していると思われる。今回の

計算より、 Cr(2)サイトの 3d電子に比べて Cr(1)サイ

トの 3d電子がより低いエネルギーを持つ傾向にある

ことが見出された。 Crの原子空孔は Cr(l)のサイト

に生成することより、より安定な Cr3d電子が減少し、

電子系のエネルギーが損するととになり磁気的にも不

安定な傾向になると考えられる。

図4は電子密度の等高線図を示している。図に示さ

れている Cの値のととろで C軸に垂直に切った (ab)

面内における電子密度の分布を表している。 Cの値は

原子単位系で表されている。例えば、 c=oの値におけ

る電子密度図は図 1の底面の Cr(l)層の面内の電子密

度を示している。図から分かるように c=2.8465に

置ける Teの層内の電子密度に比べて、 Cr(1)や Cr(2)

の層の面内の電子密度が高いことが分かる。このとと

より、 Te層面内の結合力に比べて Cr(l)および Cr(2)

層の面内の結合力がより強くなっていると解釈できる。

原子空孔が Cr(1)層面内に入るととにより、Cr(l)層

面内の原子配列に周期性が破れ、 Cr(1)層面内の電子

密度分布に乱れが生じる。そのため、この面内にある

Cr(l)原子間の強磁性的相互作用が、格子欠陥のない

Cr(2)層面内の Cr(2)による原子間の磁気的相E作用

に比較して弱くなる。さらに、カルコゲン元素を媒介

とする Cr(l)・Cr(2)の面間の超交換相互作用に影響を

与える。とのように結晶の組成や熱処理などにより強

く影響を受ける Cr原子空孔による電子状態の変化が、

強磁性体の転移温度に敏感に影響する原因のーっとし

て考えられる。

c-22.6454 

Fig.4 Contour map of electron density of CrsoTes 

plotted on (ab)四planeat various values of c-axis. 

Values are expressed in atomic unit. 

次に、クロムカルコゲナイドは、組成や熱処理など

により色々な興味ある電気的特性や磁気的特性を示す

ため、それらの電子的特性を機能的に制御することに

より動作する電子デバイスを構成する新しい材料とし

て利用が期待されている。 8. 9) 特に、完全に電子ス

ピン偏極したバンド構造を持つハーフメタル強磁性体

と類似のバンド構造を持つクロムカルコゲナイドの結

晶構造の研究は重要な課題のーっとして掲げられる。

1 3. 1 4) ハーフメタルの電子物性はそのスピン偏極度

が 100%のため、電子源や電子フィルターとして有

効であり、高温で安定な転移温度を持つ材料は、未来

のスピントロニクス 12)の素材として重要である。ま

た、電子はスピン角運動量の固有値が+1/2，ー1/2の値
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を取り、その固有値に対応する固有状態に、情報の有

無を対応させる量子ビットとして動作する。そのよう

な量子ビットをN個用意すると、 2N乗で並列に情報処

理可能で高速動作する量子コンビュータの量子回路と

して働く。このように、 1 00%スピン偏極度電子源

を提供する物質は未来の量子コンビュータの開発にと

って必須の素材として期待される。

そこで、図 1に示す Cr30TeSと同型(jso t ype)で

C r 30S eSクラスターの電子状態の計算を試みた。CrSeは

通常はNiAs型の結晶構造を持ち、磁気的には反強磁性

で、金属かバンドギャッブの狭い半導体の性質を示す。

組成が化学量論比からずれることにより Crサイトに

空孔が入った結晶となるが、単斜晶系のM5XS(M= T i， V， 
Cr) 同型である。
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ここでは、図6に-15eVから 10eVのエネルギ一範

囲で電子状態に寄与する Cr，Teおよび Seの波動関数

が寄与する部分状態密度を示している。図 7には

Cr30 Te7Seクラスターの電子密度の等高線図を示して

いる。図6の部分状態密度は、図 3のそれと類似して

おり、原子 1個の置換ではバンド構造には大きな変化

は見られていない。Seの置換原子数を増やしたていく

と、最終的には図5に示した対極にある Cr30Segのバン

ド構造に移っていくものと期待できる。

Partial Density of States of Cr30 Te7Se. Fig.6 
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Fig. 7 Contour map of e lectron densi ty of Cr3oTe7Se 

plotted on (ab)-plane at various values of c-axis. 

Values are expressed in atomic unit. 

図5は、今回、仮想的な結晶として Cr30TeSの三方

晶系と同型のクラスター、即ちを Cr30Te8クラスターを

構成し、その電子状態のエネルギー準位図を示してい

る。図 5中の記号は図 2の表記と同じであるが、ここ

では、スピン偏極を考慮した DV-Xα法による計算結

果を示しているため、例えば、 Cr(1) 3d状態のエネル

ギー準位図の左右はそれぞれ、アップ (up) およびダ

ウン (down)スピン状態に対応する。図よりエネルギー

がoeVの近傍の Cr(1)および Cr(2)の3d状態は upお
よび downともにほぼ同じ存在確率で占められていて、

バンドは金属的である。最近、立方晶系の閃亜鉛鉱型

のCrSeは準安定な構造として、そのバンド構造がハー

フメタリック的であることが示されているが 13， 1"')、

今回、仮定した三方昌系では、 CrSeはハーフメタル的

なバンド構造を示さないことが分かる。

最後に、カルコゲン元素の置換効果を調べるため、

図2に示した Cr30Tesクラスターと同型で、 Te元素

の一部を Seに置き換えた Cr30Te7Seクラスターに

対して、スピン分極を取り入れた計算をした。

Fig. 5 Energy levels of cr・30SeScluster. 
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この報告では、クロムカルコゲナイドンの中で、化

学量論比の整数比からのずれにより Cr(1)層面内に Cr

原子空孔の入った三方品系構造を持つCr(l+3)Te2 で、こ
の結晶格子が空孔を含まない理想的なものとして電子

状態を、 DV-Xα(DiscreteVariational-Xα)法により調

べた。今後、スピちトロニクスや量子回路の電子材料

の候補として、ハーフメタル強磁性体と類似のバンド

構造を有する立方品系のクロムカルコゲナイドの電子

物性の研究は意義あるものと思われる。立方晶系-CrTe

と同じ格予定数を持つ適切な基板を選択し、その上に、

格子歪の生じないようにエビタキシュル成長させた人

口超格子の作成は量子効果デバイスの開発のうえから

も期待が持たれ、その発展が望まれる。

参考文献

1) M.Koyama， N.Happo， M.Tamura， J.Harada， 

T.Mihara， A.Furuta， N.Nakatake， H.Sato， 

M.Taniguchi and Y.Ueda， J. Elec. Spec. Relat. 

Phenom. 78， 83・86(1996). 

2) M.Koyama， H.Sato，エUed丞， C.Hirai， 

M.Taniguchi， ， Solid State Commun. 125 (2003) 

243-246. 

3)M.Koyama， H.Sato， Y.Ueda， C.Hirai， and 

M. Taniguchi" J. Elec. Spec. Relat. Phenom ， 

144-147 (2005) 885-887. 

4)Zhong-LeHuang， W. Bensch， D. Benea and H. Ebert， 

J. Solid Stat. Chem.I77， 3245・3253(2004). 

5) Zhong-Le Huang， W. Bensch， D. Benea， H. Ebert， 

J. Solid Stat. Chem. 178 ， 2778-2790 (2005). 

6) Zhong-Le Huang，Wolfgang Bensch，Sergiy 

Mankovsky，Svitlana PolesyaHubert 

Ebert，Reinhard K.Kremer J. Solid Stat. 

Chemi.179 2067-2078 (2006). 

7) E. May， M. Behrens， W. Bensch， Z. Anorg. Allg. 

Chem. 632， 2118 (2006). 

8) S. Mankovsky， S. Polesya， H. Ebert， Z.-L. Huang， 

W. Bensch， Solid State Commun. 13835-38 

(2006). 

9) T. Block， W. Tremel， J. Aol1y Compounds， 422 

12-15 (2006). 

10) J. Wontcheu， W. Kockelmann， Zhong-Le Huang， 

W. Schnelle，羽T.Bensch， Solid State Science 9 

506・514(2007). 

11) S.Datta and B. Das， AppJ. Phys. Lett. 56， 665 (1990). 

12) 1. Zutic， J. Fabian and D. Sarma， Rev. Mod. Phys. 

76， 323-386 (2004). 

13) Wen-Hui Xie and Bang-Gui Liu， Phys. Rev. B68， 

134407 (2003). 

14) Wen-Hui Xie， Ya-Qiong Xu， and Bang-Gui Liu， 

Phys. Rev. Lett. 91，037204 (2003). 

15) J. C. Slater， Quantum Theory of Molecules αnd 

Solids-McGraw-Hil1， New York， (1974)， Vol. 4. 

16) H. Adachi， M. Tsukada and C. Satoko， J. Phys. 

Sosc. Jpn. 45， 875 (1978). 

17) 10 H. Kanda， M. Yoshiya， F. Oba， K. Ogasawara， 

H. Adachi， and 1. Tanaka， Phys. Rev. B 58， 9693 

(1998). 

18) K. Ogasawara， T. Ishii， 1. Tanaka， and H. Adachi， 

Phys. Rev. B61， 143 (2000). 

19) 12 T. Mizoguchi， 1. Tanaka， M. Yoshiya， F. Oba， 

K. Ogasawara， andH. Adachi， Phys. Rev. B 61， 

2180 (2000). 

20) K. Ogasawara， T. Iwata， Y. Koyama， T. Ishii， 1. 

Tanaka and H. Adachi， Phys. Rev. B64， 115413 

(2001). 



33 

大気圧ヘリウムグロー放電の気体温度の測定

(電気情報工学科) 山崎勉

... 

Measurement of Gas Temperature in Helium Atmospheric Pressure Glow 

Discharge 

(Department ofElectrical Engineering and Information Science) Tsutomu YAMASAKI 

Abstract 

In t1us repo民 experimentalresults on the gas tempera加rein sub-atmospheric pressure helium glow 

discharge are presented. Experiments were carried out wi也 micro-plasmagenerated in a micro-hollow 

cathode discharge， O.5mm in diameter and 3.0mm in length of cylindrical hollow合出edin the metal and 

ceramics sandwich structure by emission叩ectroscopy.To derive gas tempera:旬re，press町'ebroadening width 

and Doppler broadening width of helium line spec回 of667.8nm were analyzed. Obta:ined resu1ts showed 

qualitatively good agreement wi由 otherreports at higher gas pressure over 20kPa. Gas temperaぬregrows 

from 300K at 20kPalinearly to 380K at 100kPa But at lower pressure poor agreement were found， because 

of influence of Stark broadening， too low temperatures were derived. 

KeyWords:伊stemperaωre， a回 osphericpressure helium， micro-hollow cathode， press町ebroade回ng

気体温度、大気圧ヘリウム、マイクロホロー陰極、圧力広がり幅

1 .まえがき

大気圧グロ一放電で生成される非熱平衡プラズマはさま

ざまな産業分野への応用が期待されている 1，ユベ2

ズマ内では電子衝突でで、生成された正イオンや各種ラジカ/ルレ

の化学反応性と低い気体混度がもたらす熱負担の最寸小、化が

実現され、それらの特性は気体処理や表面加工に適してし、る。

非熱平衡性の目安としてプラズマを構成する粒子群の温度

の違いが挙げられる。すなわち高い電子温度と低い気体温度

である。プラズマ気体温度の測定には分光測定法が使用され、

その方法としていくつか知られている。プラズマ中に含まれ

窒素分子、水素分子などの等価回転温度が気体温度に等しい

として検出される M。スベクトル線のドプラー広がり幅が

容易に確定できる場合それが用いられる。最近の高気圧プラ

ズマでは圧力広がり幅を利用した測定法が使用され、アルゴ

ン大気圧プラズマに対し適用されその有効性が示された 5)。

本報告では低電流ヘリウムグ、ロー放電を数kPaから大気圧

を越える気圧範囲についてスベクトル擦の圧力広がり幅を

利用して気体温度を測定しその有効性を確認する。

2.測定方法

2.1高気圧プラズマからの発光スペクトル線型

高気圧プラズマのスベクトル線型は4つの広がり過程に

より決定される 6)。先ずはガウス関数で表されるドプラ一広

がりと装置広がりが知られている。次にローレンツ関数で表

されるシュタルク広がりと圧力広がりが代表的である。これ

らの広がり過程の中で気体温度Tgが直接関係する量はドプ

ラー広がり幅で、気体温度の平方根に比例する。さらに気体

密度λ告に比例する圧力広がり揺は気体圧力P一定の実験条

件下では、気体の状態方程式に従って Ng==P/kTKから気体温

度に反比例する。高気圧プラズマでは観測されるスベクトノレ

線型を解析し、ドプラー幅と圧力幅の両方を同時に満足させ

れば気体温度を決定することができる。 大気圧グロー放電

で作られる放電プラズマは低電流であるためその電子密度

は小さいと考えられる。また気体温度が低く気圧が高い場合、

ヘリウムのシュタルク広がり幅は圧力広がり幅に比べ無視

できるくらし、小さいことかから 7)、シュタルク広がり幅は省

略できスベクトノレ線のローレンツ成分は圧力広がりに等し
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ここで e 素電荷、 Ng摂動子密度、 f吸収振動子強度、
E 0 真空の誘電率、 me電子静止質量、 w各周波数単位で

表した全半値幅である。ヘリウム 667.815nmの発光線の遷

移過程の下準位は共鳴準位で、その共鳴波長:l1F58.433nm

(21P-PS)より ω0=27rc/.λR、その吸収振動子強度f=0.276、
(g J， g 2)=( 1，3)はそれぞれ遷移の下準位、上準位の統計重

率である。観測する波長λF667目815nmに対応した角周渡

数 2;;rc/ぷIより周波数から波長に変換し、気体温度と気圧

を用いると次の式で表される。

(4) 

J :l =(:l2/2;;rc)Jωで、ある。いと仮定できる。シュタルク広がり幅の計算値を図 1に示

す 8)。電子温度1万度から 8万度に増加すると直線は下側に

現れ、シュタルク広がり幅は電子密度に比例し、電子密度

1015/ccで全半値幅 O，Olnmである。アルゴンマイクロプラ

ズマの電子密度が 1016/ccと報告され、ヘリウムではそれよ

り電子密度が一桁低いとされている 7)。

FWHM of He667.8nm Stark broadening / / Te[K] 
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Figure 1 Stark width ofhelium 667.8 nm as a function of 

electron density， little dependence on the elflctron 2.4観測されるスペクトル線型
あるスベクト/レ線型がスベクトル広がり機構に対応した

2つのガウス関数で表される場合、例えばドプラー幅LU
Dお

よび装置幅ムA.1の場合、その線型は畳み込み積分計算により、

次式で表される全半値幅Aらをもっガウス関数で表される。

temperature 

図1 ヘリウム667.8nmの、ンュタノレク幅と電子密度依存性、

その関係は電子温度にほとんど依存しない

(6) 

スベクトノレ広がり機構がガウス関数とローレンツ関数があ

る場合、そのスベクトル線型は畳み込み積分により得られる

フォークト関数で表される。その全半値幅は解析的には表せ

ず、近似式が報告されているが 10)、ここでは畳み込み積分

結果を直接評価できるソフトウェア(ORIGIN)を利用する。

気体温度に対しガウス幅と共鳴幅の関係を図2に示す。

&λσ =fii，可否72.2ドプラ一広がり幅と気体温度の関係
発光する励起分子の熱運動速度分布が温度弔IK]の

Maxwell分布で表されるとき、発光線スベクトル強度 Iは

ドプラー効果により波長分布 fμjを生じる。これにより生

じるドプラ一広がりは、波長λに対し次のガウス関数で表さ

れる 9)。
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ここで、 Aんはドプラ一広がり幅、 M は発光分子の分子

量Mおよび発光中心波長λ。である。ヘリウムの分子量M=

4.0026とするとドプラ一広がりの全半値幅Aらは次式で表

される。

ル 716X10-?4

ヘリウム発光線(遷移31D-21P，31S-21P):l o=667.815nm 

ドプラー広がりの全半値幅は次の式で表される。

(2) 

500 800 1100 

Gas temperature [K] 

Figure 2 Full widths at ha1f ma泊mumof Doppler and 

Resonance broadening， with some different gas pressure， 

of helium 667.8nm as a function of gas temper叫 ure，

including Gaussian width 

図2 ドプラー広がり嬬と共鳴広がり幅の気体温度依存性

異なる気圧に対する共鳴広がり幅を示す

(3) 

2.3圧力広がり幅と気体温度の関係
プラズマ中での圧力広がりは発光する励起分子と同種の

中性分子との衝突に原因し、遷移に関係する準位が共鳴準位

のとき共鳴広がりと呼ばれる。 その発光強度分布k(.ωノは

次式で表される 9)。波長Zに代えて角周波数ω=27rC/.乏を

用いて表し、 Cは光速度である。渡長と角周波数の換算は

[nm] D-4JZ 

ドプラー広がり幅は気体温度が増すと増加しているが、装置
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子電流計で信号変換しパーソナルコンピュータで記録した。

分光器の波長走査には電子電流計から出るパルス信号を利

用した。 L~記録する毎に分光器内蔵パルスモーターにより

波長幅 0.0005nm走査した。分光測定装置の装置関数は装

置幅公称値でよく表され、その線型はガウス関数でよく近似

できた。測定時のスリット幅を 0.020mmとし装置幅

0.01522nmであった。

electl"onic ammetel" 

scan contl"ollel" 

monochl"omatel" 

photom ultipliel" 

幅を考j草したガウス幅は僅かに増加するのみでほぼ一定に

なる。共鳴幅は気体温度に反比例し気圧に比例して大きくな

る。これら二つの広がり幅は図に示すように気体温度に対し

逆の変化を示すことから、その両者から測定したスベクトノレ

線型を表す最適の温度を決定することができる。すなわち気

体温度は次の手順で導出する。

①気体温度を仮定しドフラー幅を計算し、

00152nmよりガウス幅を求める。

②このガウス幅をもっフォークト関数として測定で得られ

たスベクトノレ線型をフィッティング解析し、ローレンツ幅を

求める。

③ローレンツ幅は共鳴広がり幅であるとして(5)式より逆算

して気体温度を導出する。

④先に①で仮定した温度と③の結果が一致するまで、過程①

~③を繰り返す。

それと装置幅

GPIB 
pe民間nalcomputel" 

Figure 4 Block diagram of recording spectrometer， optical 

emission through exit slit of scanning monochromater is 

detected by photomultiplier， and digitized to record in 

personal computer. 

図 4自記分光装置の構成、分光器の出口スリットの光は光

電子増倍管で検出し、デジタル信号としてパソコンで記録

4.測定結果

4.1ヘリウム発光スペクトル線型
放電電流 50mAにおける発光スベクトル線の気圧依存性

を図5に示す。気圧が高くなるにつれ左手前に描いてある。

ホロー陰極内に負グロープラズマが生成された後の発光強

3.実験

3. 1放電装置
大気圧グロー放電の生成には前回の報告と閉じようにマ

イクロホロー陰極放電を使用した 11)。放電生成に使用した

電極系は図 3に示すようにセラミック絶縁円板を金属板で

挟む構造で、その板面に垂直に開けた穴内にグロー放電を形

成する。ホロー穴はドリルで機械加工して製作し、その直径

は D=0.5mmとし高気圧でのグロー放電を実現した。電極

金属には厚さ 3mmの黄銅板、電極聞の絶縁に使用した厚さ

1mmのセラミック円板はアルミナ系素材製である。電極系

の設置、真空排気装置への接続、放電電源、使用ガスなどは

前報 11)と同じである。
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Figure 3 Structure of electrodes for micro・hollowcathode 

discharge and optical fiber for radiation collecting system 

図3 マイクロホロー陰極放電の電極構造と集光系

lens 

optical fiber 

+== 
to 
monochromater 

1.10 

Figure 5 Spectral distributions of helium emission line， 

667.8 nm are depicted for some different helium gas 

pressure at the discharge curr巴ntof 50 mA. 

図5ヘリウム667.8nm発光スベクトル線の線型と気圧の関

係、電流50mA、気圧は奥側から手前に向かつて増加。

1.05 0.95 1.∞ 
wavelength Inm 

0.90 
3.2測定装置

発光スベクトノレ線の測定は分光分析装置を使用した。この

装置は図 4のブロック線図で表される。回折格子分光器(日

本分光工業 CT100P 、 ~J線数 1200 本/mm、プレーズ波長

750nm)の入射スリット上に光ファイパにより導いたマイク

ロプラズマからの発光を結像させ、分光器出射光を光電子増

倍管(R453浜松ホトニクス)で光電変換した後、デジタル電



36 呉工業高等専門学校研究報告第70号(2008)

度は気圧増加とともに急激に増加し、気圧lOkPaで発光強

度は最も強く、それより気圧が増すと発光強度は緩やかに減

少し全半値幅は広がってL、く。

0.06 

0.05 

r--'I 0.04 

E 
z 
~ 0.03-る._-.._-------------j-------------_._----...----~

2 :t: __ _ 
~ U.U:l 

o.∞ 
o w ~ ~ ~∞ 

Gas pressure [kPa] 

Figure 6 Gauss width and Lorentz width， derived from 

spectral analysis， as a function of gas pressure 

図 6スベクトル解析より得られたガウス幅とローレンツ幅

の気圧依存性

4.2スペクトル広がり輔の気圧依存性
測定したスベクトル線型をフォークト関数にフィッティ

ング解析し気体温度を決定した。そのとき得られたローレン

ツ幅とガウス幅の気圧依存性を図 6に示す。スベクトノレ線

の全半値幅は気圧とともに増加し、これを構成するガウス成

分はほとんど変化しない。圧力幅(ローレンツ幅)は気圧に比

例して増加している。ただし気圧 P=Oで、原点を通っていな

い、その原因については不明である。ローレンツ幅から

0.0049nm下方へずらした場合を比較のため示した。

五lI-t-jゴベー l
ii ;1----↑ 

Figure 7 Gas temperatures as a function of gas pressure， 

self-consistently derived by analysis ofwidths ofpressure 

broadening and Doppler broadening 

図 7圧力広がり幅とドプラー広がり幅の両方で最適化して

得られた気体温度の気圧依存性

4.3気体温度の気圧依存性
気体温度の測定結果を図7に示す。気体温度は20kPa以

上では気圧に比例して増加した。これより低い気圧では室温

より低く非現実的な値である。この原因として、低気圧では

圧力広がり幅は気圧に比例して小さくなり電子などの荷電

粒子衝突によるシュタルク広がりの影響が無視できなくな

った結果と考えられる。

4.4測定結果の妥当性
直径50μm深さ33μmのマイクロホロー陰極放電の気体

温度をヘリウム大気圧で測定し 800Kを得た。その電力密度

は9.3kW/ccで、あった 7)。 溝型マイクロ電極にヘリウム気

体を流して得たマイクロプラズマの気体温度を窒素分子イ

オンの回転温度から測定し大気圧で 550Kを得た。電力密度

32kW/ccで、あったが気流が大きく 2s1mであるため気体温度

は気流なしの場合に比べ低くなった 12)。 今回の測定では

大気圧で 380Kと他の測定に比べ低い気体温度が得られて

いる。その電力密度は 13kW/ccであり、気流はO.8s1mであ

ることを考慮しでも測定値は上述の報告値より低く表れて

いる。その原因としてシュタルク効果の無視が影響している

と考えられる。

電子密度を 5X1014/CCと仮定すると図 1からシュタルク

幅は O.0049nmである。図 6のローレンツ幅から、ンュタノレ

ク幅分を差し引くと共鳴幅と気圧の関係は図中の折れ線の

ようになりに改善されることが分かる。これに対応して気体

温度は図 8に示すように高い方に変化する。しかし、シュ

タノレク幅を一定としたためローレンツ幅が極端小さくなり、

低気圧側では気体温度が非常に大きくなった。すなわち、ロ

ーレンツ幅からシュタルク幅を除くと共鳴幅が求まる。共鳴

幅が小さくなると図 2に示すように気体温度は増加する。

その結果ドプラー幅が増加し、その変化分に対応してローレ

斗-ー+一一一一斗ιー」一一 .00491 nm(Star私)

一一1 ¥J，ー「
討llT三内寸

3ml1.1..........I........l-........-l-........t.......{ 

Figure 8 Comparison of gas temperatures calculated with 

Lorentz width decreased 0.00491nm田 Starkwidth 

図8シュタノレク幅 0.0491nm相当差し引し、たローレンツ幅

から計算した気体温度との比較
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ンツ幅も減少し高温度でフィッティングが完了する。

このことから電子密度はもっと低いと予想される。 気圧

P=61kPa、気体温度Tg=350豆、電子密度Ne=10Ujccと仮定し、

ドプラー広がり幅、共鳴広がり幅およびシュタノレク広がり幅

(電子温度Te=10，OOOK仮定)を計算し、それらから畳み込み

積分によりスベクトル線型を許算した結果と測定記録を図

9に示す。スベクトル線型の計算値は測定値をよく表してい

ることから電子密度が 10Ujccであることが推定される。

1∞o 

800 

-0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2 

Wavelength [nm] He 667.8nm 50mA 

Figure 9 S戸ctra1profile ofHe 667.8nm experimentally obtained 

at helium 61.0kPa， discharge c町田t50mA， is compared with 

ca1culated one under也econdition ofTg=350K， Ne=11014/cc 

図9気圧61kPa放電竜流50mAでのヘリウム 667.8nmのスベ

クトル線型測定値と計算値の比較、計算は気体温度350K，電

子密度 1014jccを仮定。

5.まとめ
数 kPaから大気圧の気圧範囲でマイクロホロー陰極を用

いたヘリワムグロー放電の気体温度を測定した。測定法は発

光スベクトル線の圧力広がり幅の気体温度依存性を利用し、

20kPa以上の高気圧ではよい結果が得られた。放電電流

50mAでの測定結果は室温から気圧とともに増加し、大気圧

で380Kに達した。 ただし、シュタノレク広がり幅と圧力広

がり幅が同程度の大きさになる低気圧域では非現実的な室

温以下の気体温度となり、この測定法をそのまま適用するの

は不適当であると考えられる。

参考文献

1) A Fri，命n紅1. A Chirokov 血 d A Gutso1; Non-thennal 

atmospheric pressure discharges， J. Phys. D: Appl. Ph卵、 38

(2005) RI-R24 

2) H. Becker， K. H. Schoenbach， and J.G. Eden; (Topical 

review) l¥位cr・o'plasmasand Applications， J. Phys. D Appl. 

Phys. 39(2006) R55-R70 

3) Qiang W:叩 g，Flori阻 Doll，Vincent M Donnelly， Demetre J 

Economou， Nader Sadeghi and Gerh紅dF Franz; Experim回匂l

姐 d社leoretica1study of the effect of gas fl.ow on gas temperature 

in an a回 osphericpressure microplasma， J. Phys. D: Appl. Phys. 

40 (2007)pp4202-4211 

4) E. Ta匂rova，F. M. Dias， C. M. Ferreira and N目Puac;

Specむoscopicdet聞 ninationof H， He， and H2 temperatures in a 

large-sca1e microwave plasma source， J. Appl. Phys. 101 (2007) 

063306 

5) C. Yubero a， M.S. Dimitrijevi b， M.C. Garcia a， M.D. 

Ca1zada; Using the van der Waa1s broadening of也espec回l

atomic lines to measu隠せlegas tempぽa句reof an argon 

microwave plasma at aむnosphericpressure， Spectrochimica Acta 

Part B 62 (2007) pp169-176 

6) N. Konjevich; Plasma broadening 組 d shifting of 

non・hydrogenicspec回1lines: present 拘 tusand applications 

Physics Reports 316 (1999) 339401 

7) M. Micl民K.Kunze， U. Hei回出m，S. Floぉk，J. Fran広e組 d

K. Niem砥 "Diagnostics姐 d.application of也effilcro・hollow

cathode discharge as an ana1ytical plasma"， J. Phys. D. Appl. 

Phys 38 (2005) pp1709-1715 

8) H. R. Griem; Spectral Line Broadening砂Pl，ωmas，Academic 

Press Inc. (1974) p97，p320， App. IV 

9) W. Demtroder; Laser Spec伽哩copy，Springer-Ver1ag (1981) 

10) E. E. Whiting; "An empirica1 approximation to也eVoigt 

proflle"， J. Quanti匂tiveSpec仕oscopy阻 dRadiative Transfer 8(6) 

(l968)pp1379・1384

11)山崎勉;ホロー陰極型電極によるヘリウム大気圧グロー

放電の生成，呉高専研究報告69(2007)pp69・73

12) C. Penache， M. Mic1ea， A. Braining-Demian， O. Holn， S. 

Schossler， T. Jahnke， K. Niemax組 dH Schmidt-Bω:king; 

"Charact出zationof a high・pressuremicro-discharge using diode 

laser atomic absorption spec仕oscopy"，Plasma Sour印 Sci.

Technol. 11(2002) pp476-483 



39 

UHF帯特定小電力用小形クロスミアンダラインアンテナ

‘司直

(電気情報工学科)

(電気情報工学科)

柏原慎也

黒木太司

Miniaturized Cross Meander Line Antenna for Specified Low-Power Radio 

Applications at UHF Band 

(Department of Electrical Engineering and Information Science) Shinya KASHIHARA 

(Department of Electrical Engineering and Information Science) Futoshi KUROKI 

Abstract 

To improve the radiation characteristics and the miniaturization of thin types of printed antennas， a miniaturized cross 

meander 1ine antenna was developed. This antenna consists of two meander-1ines etched on both surfaces of仕ledie1ec仕lC

substrate， where the line pa仕emon one surface was arranged by making a right-ang1ed tum for that on the opposite surface. 

This antenna was measured and ana1yzed. According to the ana1yzed results， the retum 10ss of this antenna was 17 dB and the 
antenna gain was 1arger than -30dBi in the center frequency at 298 MHz. The size ofthis antenna was 10 mm x 14 mm x 0.4 

mm and it was considerab1y small and thin. 

Key words: Printed antennas， meander-1ine antennas， and small sized antennas. 

プリントアンテナ、ミアンダラインアンテナ、小形アンテナ

~ 1まえがき

近年の技術の進歩に従い情報機器の小形化及び多様化が進

んできたが、それに伴い、情報機器に使用するアンテナは小

形化だけではなく、機能化等種々の条件を考慮に入れた開発

が求められている。また、アンテナの小形化に関する研究は

古くから行われ，フェライトなどの特殊材料の使用， リアク

タンス負荷の装荷，遅波構造の利用など，多くの報告がある

[1]， [2]， [3]。本論ではアンテナの形状をミアンダ状に変化さ

せ、さらにガラスエポキシ基板の両面にそのミアンダライン

を配置することにより、アンテナの小形化と高性能化を図っ

た。まず、ミアンダラインアンテナのリターンロス、及び指

向性を解析して、その動作を確認するとともに、実際に作成

してその性能を確かめた。以下に詳細を報告する。

~2 クロスミアンダラインアンテナの構造
図lに本論で考察するクロスミアンダラインアンテナの平

面図を示す。ここで、表面にミアンダラインアンテナを

L1=lOmm、L2=14mmの平面寸法に収まるよう配置し、これを

有限地板付コプレーナ線路で給電した。なお、このコプレー

ナ線路の特性インピーダンスを 500に設定するために、コプ

レーナ線路グランドの間隔幅を0.2mm設定した。

裏面には表面と交差するようにミアンダラインアンテナを配

置し、このミアンダラインは表面の端部と接続している。こ

れらは厚み0.18mmのガラスエポキシ基板両面にエッチング

で作成した。

L1 
To reverse face 
J 

Feeding point 

From企ontface 、

(a) Over surface (b) Under surface 

Fig. 1 Plane view ofminiaturized cross meander-line antenna. 
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Fig.2 S位uctureofminiaturized cross meander-1ine antenna. 
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Etched on Both Sides 
Etched on Single Side 

15 

20 
200 

アンテナの特性

ミアンダラインの幅及び線路間隔は、それぞれ0.2mm及び

0.9mmに固定し、特性インピーダンス 500の有限地板付きコ

プレーナ線路より給電した片面ミアンダラインアンテナ及び

~3 

クロスミアンダラインアンテナのリターンロスの周波数特性

を電磁界シミュレータ(Anso食社 HFSS)で計算した。その結

果を図3に示す。実線と破線はそれぞれクロスミアンダライ

ンアンテナと片面ミアンダラインアンテナのリターンロスに

対応している。クロスミアンダラインアンテナのリターンロ

スの共振周波数は片面ミアンダラインアンテナの結果である

680MHzから 298MHzへと下がり、リターンロスは 17dBであ

る。

また、実際にクロスミアンダラインアンテナを作成した。

作成したクロスミアンダラインアンテナを図4に示す。作成

したクロスミアンダラインアンテナはネッタワークアナライ

"'¥u' 

Fig.4 Photograph of fabricated miniaturized cross meander-1ine 
antenna. 
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ザを使用して測定を行い、その結果と電磁界シミュレータで

の計算結果との比較を図 5に示す。実線と破線はそれぞれ計

算結果と測定結果に対応している。それぞれの共振周波数の

傾向は一致しており、リターンロスにおいては測定結果が計

算結果より 15dB改善され、 32dBである。

また、片面ミアンダラインおよびクロスミアンダラインのイ

ンピーダンスを図6、図 7に示す。これらの結果より、

スミアンダラインアンテナの入力インピーダンスが 500に近

クロ

づいていることが分かる。

Calculated 
Measured 

-30 

250 300 

Frequency [阻z]

Fig.5 Calcu1ated and measured return 10ss of miniaturized cross 

meander-line antenna 

350 200 
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(a) Radiation pa抗ernofEy on the x-z plane 

Fig. 6 Calculated input impedance of meander-line antenna etched 
on single surface. 

曹B

-50.0 

(b) Radiation pattern of E8 on the x-z plane 

Fig. 7 Calculated input impedance of miniaturized meander-line 
antenna etched on both surface. 

次に小形クロスミアンダラインアンテナの298MHzにおけ

る y-z平面のY方向及びO方向と、 X幽Z平面のX方向及びO方

向の指向性を図8に示す。これらの結果を見ると、 x-z平面の

X方向の利得は悪いが、 y-z平面の Y方向の指向性が良いこ

とが分かる。このアンテナの利得は特定小電力無線アンテナ

の仕様は満足している。

1 Hd.~ ~全日 1........"" 同..，除 '1 ~.. ~ゐ...þ ~-I・ e る.. .>>， *， . . ~場・・ 4

-20.0 ・50.0 岳0.0

(c) Radiation pattern of Ex on the y-z plane 
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(d) Radiation pa悦 mofE8 on the y-z plane 

cross miniaturized Fig， 10 Radiation patterns of 

meander line antenna at 298 MHz， 

~4 まとめ

本論では、ミアンダラインアンテナを基板の両面に配置す

ることにより、その放射特性を理論的，実験的に検討した。

検討した結果、クロスミアンダラインにすることでアンテナ

の放射周波数が 680MHzから 298恥佃zへ約 400MHz下がり、

中心周波数でのリターンロスを計算値において 15dB改善す

ることができ、さらに測定結果においては 32dBのリターンロ

スを得る事ができた。今回試作した小形クロスミアンダライ

ンアンテナはUHF帯の 300叩 zにおいて良好な特性を有し、特

定小電力無線用アンテナ、及びRFIDアンテナ等に有用である。
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ミリ波帯低廉・低損失プリント伝送線路の提案

(電気情報工学科) 田丸了次

(電気情報工学科) 黒木太司

A ProposaL-for Cost-Effective and Low-Loss Printed Transmission Line 
at Millimeter Wave Frequencies 

(Department of Elec仕icalEngineering and Information Science) Ryo-ji TAMARU 

(Department of Electrical Engineering and Information Science) Futoshi KUROKI 

Abstract 

Since surfaces of die1即位icsubs仕atesfor printed boards are usually roughened to make tight 

copper-coating， it was found out that an effective conductivity of a surface of the copper foi1， attaching on 

the die1ectric substrate， more degraded than that of an opposite surface of the copper foi1， facing an air 

region， beyond centimeter企equencies.The仕組smission10ss therefore degrades due to the roughness of 

the copper foi1 surface. On the other sides， it was obvious that the current density on the under surface of 

the copper foi1 decreases by symme佐ically-1oadingmeta1 pattems on both sides ofthe die1即位icsubstrate 

and by biasing equi-vo1tage to both meta1 pattems， and thus the仕ansmission10ss was re1ative1y 

unaffected by the roughness of the die1ec仕icsurfaces. Based on this consideration， a bト1aterally

meta1-1oaded位i-p1ateline was eva1uated by using a cheap FR・4substrate， being poor materia1 for use as 

millimeter wave 1engths but being cost-effective. 

Key Words: Printed transmission 1ines， Low-1oss， Tri-p1ate s仕ip仕組smission1ine， and Microwaves and 

millimeter -waves; 

プリント伝送線路、低損失、 トリプレート線路、マイクロ波、ミリ波

~ 1 はじめに

マイクロストリップ線路やコプレーナ伝送線路に代表

されるプリント伝送線路は量産性の良さからセンチ波帯

で多用されるが[1][2]、ミリ波帯においては表皮効果の影

響でその損失は急増するほか、線路の曲がりや不連続など

により不要放射が発生する。

この問題点を改善するためにしゃ断平行平板導波管内

の水平対称面に、両面に中心導体を有する誘電体基板を配

置した構造の両面金属装荷トリプレート線路[3]が提案さ

れた。この伝送線路は誘電体基板の両面に対称に中心導体

を形成し、これを遮断平行平板導波管の水平対称面に挿入

した構造であり、両導体を同電位に励振することにより、

中心導体である銅はく裏面の表面荒さや誘電体基板の誘

電正接の影響をうけにくいとし、う特徴がある。

そこで、本論文では、ミリ波装置の低廉化を目的としてミ

リ波帯における誘電正接は劣悪であるが、極めて安価な

FR-4基板で両面金属装荷トリプレート伝送線路を構成し、

60GHz帯における伝送特性を検討した。

43 
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線路寸法の決定~3 ~2 両面金属装荷トリプレート線路の構造

間隔aからなるしゃ断平行平板導波管内の水平対 図2の電磁界分布から明らかなようにこの伝送線路は

水平対称面が磁気壁であることから TEo誘電体スラブモ称面に FR・4基板を配置した両面金属装荷トリプレ

この伝送線路の伝送 ードが潜在し、かっ中心導体の幅を広く、あるいは周波数ート線路の構造を図 1に示す。

モードは両中ぷ導体を同電位にすることにより図 2

に示す非放射な TEM波となり、誘電体基板中への

を高く設定することによりトリプレートの高次モード(HS

モード)が発生すると考えられる[4]。そこで、しゃ断平行

平板導波管の間隔を1.0mm及びl.2mmに設定し、中心磁界の分布が抑制でき、金属ストリップ裏面(誘電体

基板側の面)に流れる電流を抑えることが出来るこ 導体の幅を考えながら HSモードと誘電体スラブモード

が混成した高次モードのカットオフ周波数と伝送線路の

特性インピーダンスを計算し、その結果を図3に示す。こ

とから、誘電体基板表面の面荒さや誘電体基板の誘

電正接劣化による損失増加が回避でき、低損失化が

期待できる[3]。そこで本論では特定小電力無線局に れらの結果より、平行平板間隔を l.2mmに設定した場合、

中心導体幅が l.4mmの時、特性インピーダンスが 500と割り当てられた60GHzで比誘電率4.8、誘電E接0.08、

厚み O.lmmの FR・4をもとにその伝送特性を検討す なるが、高次モードのカットオフ周波数は 63GHzであり、

特定小電力無線局の使用周波数帯域に影響を及ぼすと予

測される。次に平行平板間隔を 1.0mmに設定した場合、

中心導体幅が1.0mmの時、特性インピーダンスが 500と

なり、また高次モードのカットオフ周波数は70GHzより

も高い。以上のことから、平行平板間隔は1.0mm、中心

導体幅は1.0mmに決定した。
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伝送損失!j4 

110 前節で得られた線路寸法をもとに、まず、側面の誘電体

一ーーーー『ー一 α c 
一一一一-αd
-α'c+αd 

基板を図 4(a)のように完全にカットした場合の伝送損失

90 を周波数に対して計算し、その結果を図5に示す。なお、

空60
∞ "'0 
6 

ここで中心導体表面の実効導電率は1.5XI07[S/m]、裏面

のそれは面荒らしを考慮し0.16x107[S/m]に設定した[3]。

またここで、 αc、αdはそれぞれ導体損及び誘電体損であ

る。

その伝送損失は600Hzで11.2[dB/m]で、あった。また、

基板で構成したマイクロストリップ線路の伝送損失は

60dB/mであることを考慮すると、安価なFR・4を用いて

65 60 
ハ|

ぢ5

も側面カット両面金属装荷トリプレート伝送線路では十

分低損失な性能であることが確認出来た。
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その結果、伝送損失は 600Hzで98[dB/m]であり、マ

(b) Partially cutting side surfaces 

Fig. 4 Cross sectional view of bi・laterally
metal-loaded tri-plate誼necutting side surface 

イクロストリップ線路等の他のプリント伝送線路と比べ

て著しい低損失化は得られていない。

また、導体損失は図5の結果と比べて同程度であるが、

また、比較の対象として、誘電体基板が平行平板の端ま

で存在した場合での解析結果を図6に示す。
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誘電体損失は劣悪であることが分かる。

次に、実際の利用を考慮して図 4(b)の様に、金属スト

リップの端から支持誘電体基板に設けたギャップ長に対

して伝送損失の計算を行った。その結果を図6に示す。こ

れより、ギャップ長を0.5mm以上にすれば、電気力線の

影響も少なくなり、良好な伝送特性が得られることが確認

された。

100 

80 

旦60
唱
す40

20 

O 0.5 

g[mm] 

600Hz 

1.5 2 

Fig. 6 Calculated transmission loss versus gap 

length 

!j5 まとめ

本論では FR-4を用いた両面金属装荷トリプレート伝

送線路の伝送損失について検討した。その結果、 60GHz

で11.2dB/mと安価なFR・4基板を用いても両面金属装荷

トリプレート線路では十分に低損失な性能を得ることが

出来た。
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60GHz帯MMIC実装用 1次放射器

“' 

(電気情報工学科) 沖横田 誠

(電気情報工学科) 黒木太司

Primary Radiator for MMIC at 60GHz 
(Department of Electrical Engineering and Infonnation Science) Makoto OKIYOKOTA 

(Department of Electrical Engineering and Infonnation Science) Futoshi KUROKI 

Abstract 

A primary radiator for 2・dimensionalparabolic reflectors was investigated for millimeter-wave planar 

antenna， which was constructed by a slotted array fed by an oversized waveguide with the 2・dimensional

parabolic reflector. The primary radiator consists of the vertical strip transmission line on which an 

L-shaped array pattem was etεhed. At first， the length of an L-shaped pattem was decided by calculating 

the reflection characteristics. Next， spacing between two L-shaped p出 emswas chosen by calculating 

radiation pattems of the L-shaped array. It was obvious that a broad radiation pattem was obtained by 

selecting the spacing. In addition， a stub was installed on the vertical s甘iptransmission line to suppress 

the reflection企omthis radiator. Based on the calculated and measured radiation patt巴msof the radiator， it 

was confirmed that this radiator would be suitable for applications to a primary radiator for MMIC at 

millimeter wavelengths. 

Key Words: Primary radiators， vertical strip transmission line， NRD guide， and millimeter-waves， MMIC 

I次放射器、垂直ストリップ線路、 NRDガイド、ミリ波、モノシリックマイクロ波
集積回路

~1 はじめに

近年ミリ波を用いた、車載レーダやノ、イビットレ

ート通信などに注目が集まっており、そのミリ波

平面アンテナの 1っとして、2次元パラボラ反射鏡

設置オーバーサイズ導波管で励振された長尺スト

ツロアレイが提案されている[1]。この2次元パラ

ボラ反射鏡の 1次放射器としては、広角ビームを

有する高誘電率 LSE-NRDガイドが用いられたが、

本論では、 MMICとの接続が容易な垂直ストリッ

プ線路[2]に注目し、 l次放射器を検討した。まず

垂直ストリップ線路の端部を L字状に折り曲げる

ことで不連続部を構成し、この部分から放射波を

発生させる 1次放射器を考案し、 L字状部分の長

さに対する放射量を計算した。

次にこのL字状部分を2段アレイにすることで波

面合成を行い、 1次放射器にふさわしい広角ビーム

を得るためのアレイ間隔を導出した。また、垂直

ストリップ線路にスタブを設けることでその放射

器からの反射を抑制した。以上の考察から得られ

た L字形垂直ストリップ線路放射器を、オフセッ

ト形パラボラ反射鏡の焦点に設置した平面スロッ

トアンテナに用いてスロット面からの放射特性の

測定を行い、 1次放射器としての性能を検討した。

以下にその詳細を示す。

47 
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~2 L字形放射器の構造

MMIC実装ミリ波平面アンテナの構造を図 1に

示す。この平面アンテナは、高さ 2.25mmのオー

ノくーサイズ導波管内に配置した 2次元パラボラ反

射鏡の焦長に l次放射器を設置したもので、この

放射器で発生した電磁波はパラボラ反射鏡で平面

波に変換された後、このオーバーサイズ導波管上

面に設置した長尺スロットアレイにより Z 方向に

放射するものである。ここで、 MMICは同図に示

すマイクロストリップ線路上に配置されており、

そのマイクロストリップ線路は同軸線路、垂直ス

トリップ線路の順に接続され、それらの電磁界は

いずれも TEM波である。また、 I次放射器の形状

は図 2に示すような、厚み 0.264mm・比誘電率

3.0のガラステフロン基板上に形成した垂直スト

リップ線路に、 L字形アレイパターンを施してい

る。

垂直ストリップ線路の伝送波は非放射な TEM波

であるが、このように水平対称面に対して不連続

部を構成することにより、 TEM非放射波が TEM

放射波に変換される。金属ストリップの幅は、 L

字形にした場合の高さ方向に対する変化の割合と、

エッチングの精度を考慮して 0.2mmに設定した。

なおこの垂直ストリップ線路は同軸線路とはんだ

付けで接続することが出来きることから MMICを

実装しているマイクロストリップ線路と容易に変

換が可能である。

~3 L字形放射器の特性

図 2に示す l次放射器の高さ hmを変化させて、

60GHzにおける反射特性を計算した。なおこの 1

次放射器はオーバーサイズ導波管内に配置するが、

その開口面での反射と放射器単体の反射が重畳す

ることから、本計算では 1次放射器本来の反射特

性を解析するために、関口面をホーン形状とした

解析モデルを採用し、関口面からの不要な反射を

抑えた。

計算結果を図 3に示すが、これより L字形部分の

長さ hmが長くなるにつれて反射が少なくなる傾向

がみられる。しかしこの長さを平行平板間隔の半

分である hm=1.125mmに設定した場合、平行平板

と金属ストリップがショートしてしまい、反射が

大きくなってしまう。そこで、この部分の長さを、

製作の容易性を考慮し約-3.72dBのリターンロス

が得られる hm=0.925mmに設定した。

次にこの結果をもとに、 L字形部分を2段のアレ

イパターンとし、アレイ間隔Lsを変化させながら

放射指向性の計算を行った。この場合は指向性に

重点をおくことから、関口面をホーン形状とせず、

方形状とした。その結果を図 4に示す。ここで平

行平板に平行な面を x-y面とし、正の X軸方向を

00、正の y軸方向を・900としたため、放射方向は

1800になる。同図によれば、アレイ間隔が 1.5mm

の場合、利得 4.9dBi・電力半値幅が約 490の指向

性が得られている。

Fig. 1 Structure of planar antenna for MMIC 

同包
岡
両

Dimensions : [mm) 

Fig. 2 Structure of L-shaped radiator with 
reactive stub 
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Fig. 5 Calculated radiation pa“ern of radiating 
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スタブ付き L字形放射器の特性~4 

2段L字形放射器ではブFロードな指向性を得るこ

とができたが、反射が大きいことから、図 2に示

すように l次放射器にスタブを設けることで、2段

L字形放射器カヂらの反射と同程度の反射を発生さ

せ、互いに逆相とすることで 1次放射器の反射を

抑えることにした。スタブの高さ弘[mm]を変化さ
360 A

U
 

5
 
l
 

せて 59GHzにおける反射特性を計算した結果、

hs=O.66[mm]の時に、2段L字形放射器と同程度の

リターンロスが得られた。

平面アンテナの特性
次にこの結果をもとに、 2段L字形放射器とスタ

前節で得られたスラブ付き 2段L字形放射器を2ブからの反射が逆相となる、長さ Lsを計算により

次元パラボラ反射鏡の焦点に設置し、パラボラ反求めた。その結果、 Ls=2.34mmに設定した場合に

射鏡アンテナを解析した。その解析モデルを図 626.68dBのリターンロスが得られた。図 5はスタ

ここでパラボラ反射鏡の焦点距離はに示す。
ブが有る場合と無い場合の2段L字形放射器の指

またパラボラ反射鏡の開口幅は49.91mm、
向性であり、前者では利得は 5.4dBi・電力半値幅

129.5mmである。図7に59GHzにおける放射指は590と指向性特性が改善された。

向性の計算値を示すが、関口面の正面方向に、半

値幅が 2.60の鋭い放射指向性が得られている。ま

このアンテナの利得は 18.2dBiであり、 L字た、

状垂直ストリップ線路放射器のそれと比べて4
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続いて、実際に2段L字型放射器を製作し、これ

をオフセットパラボラ反射鏡の焦点に配置した場

合の、平面スロットアンテナの垂直・水平偏波の0.4 0.6 0.8 

hm [mm] 
0.2 

測定結果を図 8に示す。

結果より、E面及びH面指向性における電力半値Fig. 3 Calculated S11 versus h皿

幅は、それぞれ2.80，4.80であり放射方向に鋭い指

向性が得られており、サイドローブも十分抑えら

れている。
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Fig. 4 Calculated radiation pattern of L-shaped 
radiating array (L=1.5mm) 
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そして、実際にオフセットパラボラ反射鏡アンテ

ナ及びスロットアレイを用いた平面アンテナで放

射指向性を測定し、後者において、 E面及びH面

指向性における電力半値幅は2.80，4.80と鋭い指向

この平面スロットアンテ性を得ることが出来た。

ナのアンテナ利得の測定を行うことが課題である。
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Fig. 6 Analytical model of parabolic reflector 
antenna 
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Fig. 8 Measured radiation pattern of planar 
antenna 
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垂直ストリップ線路の端部を L字状に折り曲げ

た構造の L字形垂直ストリップ線路放射器を検討

し、 L字形部分を 2段のアレイパターンにするこ

また、垂直ストリップ線とで波面合成を行った。

路にスタブを設けることにより、放射器からの反

射を抑えた。その結果、電力半値幅590の、パラボ

ラ反射鏡アンテナの 1次放射器にふさわしい広角

ビームを得ることが出来た。

次にこの2段L字形放射器をパラボラ反射鏡の焦

点に設置し、パラボラ反射鏡アンテナの放射特性

を計算した結果、半値幅2.60，利得 18.2dBiの鋭い

ミリ波平面アンテナを構成する

に十分な性能が得られることを確認した。

指向性が得られ、
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60GHz帯パルスレーダにおける多層膜検知

(電気情報工学科)高山和也

(電気情報工学科)黒木太司

Range Estbtiation for Multi-Layered Targets Using Pulse Radar at 60GHz 

(Department ofElectrical Engineering and Infonnation Science) Kazuya TAKAYAMA 

(Department of Elec仕icalEngineering and Infonnation Science) Futoshi KUROKI 

Abstract 

A pulse radar front-end using an NRD-guide technology was fabricated for level sensing system at millimeter wave 
lengths， and range finding was performed by using it. Multi-reflection however occurred between a target and a planar 
antenna due to a pencil beam radiation of our-developing planar antenna， so吐latprecise distance estimation could not 
be performed for short range detection. To overcome such difficulty， we developed an FPGAゐasedsignal processor to 
eliminate such multi-reflection and to detect distances ofmulti-layered targets. 

Keywords: Radar， FPGA， DSP， and Sequential Sampling. 
レーダ， FPGA， DSP，連続サンプリング

~ 1 まえがき
電波式レベルセンサの周波数としては、 5.8GHzや 24GHz

が用いられているが[1]、これをタンク内液面センサに応用す

る場合、タンク内のマルチパス環境を考慮すると、ペンシル

ビームが得やすいミリ波を用いることが望ましい。かかる状

況をふまえ、 NRDガイド技術を用いて 60GHz帯ノfノレスレー

ダフロントエンドが試作され、測距実験が成功裏に行われた

[2]。その際の信号処理としては、比較的距離が短い場合に生

じる、レーダ/測定対象物聞の多重反射の影響を回避するため

に第 l番目の反射パルスのみデータとして取り込む方式を考

察したが、この信号処理方式では多層媒質からなる液体のそ

れぞれの液面が検知できないとし、う問題がある。

そこで、本論ではレーダ/測定対象物間の多重反射を考慮、し

つつ、かっ複数の測定対象物との距離が検知できるディジタ

ル信号処理(DSP)部を考案した。また、測定精度を向上させる

ため、ベースパンド回路では連続サンプリング処理[3]を用い

た。以下はその詳細である。

~ 2 NRDガイドパルスレーダフロントエンド

図 lにNRDガイドパルスレーダの回路構成を示す。一般の

パルスレーダでは発振器からの発振電力を送信側と受信側に

導くための分岐回路が用いられるが、ここではこの分岐回路

を除去するため2出力端子付きガン発振器を試作した。ガン

発振器により発振された RF波は二つに分けられ、一方はア

イソサーキュレータを介して ASK変調器へと入力され、パル

ス変調された RF波がデュプレクサであるサーキュレータを

介してアンテナにより放射される。また、対象物からの反射

波はアンテナよりサーキュレータを介して受信側回路へと導

かれる。受信側回路では、ヘテロダイン受信用の局部発振波

を得るため、アイソサーキュレータを介してアップコンパー

タを発振器に接続し、発振器からのミリ波とアップコンパー

タに入力されたIF波(lGHz)との和信号が2種の帯域通過フィ

ルタからなるダウンコンパータへ入力される。この和信号と

対象物からの反射波がミキシングされパルス変調された

1GHzの IF信号が IF回路へと導かれる。

この NRDガイド、パルスレーダの性能を表 1に示す。

Tab. 1 Performance ofNRD guide pulse radar 

発援周波数 59GHz 

発援電力 13dBm 

位相雑音 < -95 dBclHz (100 kHz 0出 et)

温度係数 〈ー1.3ppm/ oc 

RF周波数 59GHz 

RF電力 7.S dBm 

変調方式 DirectASK 

LO周波数 60GHz 

LO電力 -4dBm 

ダウンコンバータの変換損 7dB 
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Fig. 1 Photograph ofNRD guide pulse radar企ont-end

~ 3 パルスレーダのシステム構成

3.1変調パルスの生成

変調パノレスは、図2に示すFPGAボードに搭載されている

水品発振器からの33.33MHzのメインクロックを逓倍、分周

することにより生成し、そのパルス幅及び、パノレス繰返し周期

はそれぞれ5ns、及び500nsに設定した。パルス列の周波数

スペクトラム帯域が約400MHzであることから、中間周波数

はlGHzを選択した。復調された反射ノ屯ノレスは、信号処理部

に入力され最終的に測定対象物までの距離が計算される。

vco 

Fig. 2 Configuration of pulse radar system 

3.2測定対象物からの反射パルスの観測

試作したレーダの前方に 80X90cmの金属板を設置し、実

際にこの金属板からの反射波を受信・復調した。ここで使用

した IFアンプ、及ひ、ベースパンドアンプの利得はそれぞれ

20dB及び35dBである。図3に復調波形を示すが、図中左側

のパルスは、デュプレクサであるサーキュレータから漏えい

した送信パルスを受信・復調したものであり、これを基準パ

ルスとする。基準パノレスの右隣のパルスは金属板からの反射

パルスであり、基準パルスとこの反射パルスの時間差を観測

することにより金属板までの距離が算出出来る。また、右端

のパルスは、ターゲットからの反射パルスがアンテナにより

反射され再度ターゲットより反射された多重反射ノミルスであ

る。

4 

句、μ

弓

4

3

1

h

り

[〉
]ω

∞s-c〉

:¥ 

ハ
υAυ
 'E
E
E
・

、l
J
co n
 

f

・te
 

o
m
 
T
 

A
り
A

り
咽

E
A

t

，，A
 

Fig.3 Demodulated waveforms ofpulse w町田

3.3多重反射波の最大検知距離測定

近距離において発生する多重反射による不要パルス波の

検知に対応した信号処理部を作成するために、多重反射波が

観測される最大距離を測定した結果、その距離は約 12.5m

であった。これを時間領域で換算すると基準パルスと第1反

射パルスの時間差が 83nsec以下の場合は多重反射ノ勺レス除

去の信号処理が必要となる。また時間差が83nsec以上の場

合、その信号処理は不要になり、その際に現れた複数の反射

パルスはすべて複数ターゲットに対応していることから、こ

れらを検知する信号処理が必要になる。

3.4複数ターゲット用信号処理部の概要

信号処理部に入力した図3の復調パルス波は、まず図 4に

示すようにFPGAによって波形整形される。連続サンプリン

グは入力信号の電圧値をサンプリングすることによって、入

力信号の時間軸を拡大させる処理のことであり、その典型的

タイムチャートを図5に示す。ここでTはパルス列の周期、

企Tはパルス列と連続サンプリングクロックの周期差であり、

その拡大率は、

A =Z 
I1T 

)
 
'・A/目、

で与えられる。試作した信号処理では、 500nsの周期のパルス

列を(500+2.5)ns、(500+1.67)nsの周期を持つクロックによりサ

ンプリングしたので、出力信号の時間軸は
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r Sync SignalJパルスの立ち上りで'0'にリセットするように

設定した。複数ターゲットを区別して多重反射を取り除くた

T/ I:J. T=500ns/2.5ns=200倍、及び 300倍に拡大され、出力信号

めには、すべての反射パルスの伝搬時間を並列にカウントす

る必要がある。そして、基準パルスに対して直近のパルスま

での伝搬時間を整数倍した値と等しい伝搬時間の反射パルス

の周期は 100μs、150μsになる。図6に連続サンプリングに

よって拡大された復調パルス波形を示す。この例では、拡大

率を 200倍に設定しているので、基準ノミノレスから反射ノ"'Jレス

があればそのパルスは多重反射波と見なす。伝搬時聞が等し

くないパノレスが観測されれば複数ターゲットとして処理する。

ここで、基準ノfノレスの立ち上りから、 rNumberofPulsesJの値

が'1'から'2'になるまでの聞に、 rCount ClockJでクロックをカ

ウントした値が測定対象物までの伝搬時間であり、これを

rpropagation time Number ofPulse 1Jとする。次に、 rNumber

ofPulsesJの値が'2'から'3'になるまで、 '3'から'4'になるまでの

までの時間差は 16nsx 200=3.2μsに拡大される。
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rpropagation time Number of Pulse クロックカウント数である
Time[ns] 

2JとrPropagationtime Number ofPulse 3Jを、 rPropagationtime Fig. 4 Reshaped pulse waveform 

の整数倍値と比較する。

r Propagation time Number of Pulse 2 Jの値は'12'であり

rPropagation time Number ofPulse 1Jの値である'6'の整数倍な

のでこれは'0'とし、この値を加算することによって平均値を

この例ではNumber of Pulse 1 J 

" t 

T 

T+.6T 

Sampling I 
Clock 1--ー」ー一

"T 

Input 
Signal 

計算する rAverage Count DataJに入力する。また rPropagation

の値は'28'なので、この値は別のターtime Number of Pulse 3 J 

ゲットからの反射波であると認識し、そのカウントされた値

も同様に rAverage Count DataJに入力する。 rAverage Count 

DataJによって得られた平均値は、 CPUで測定対象物までの

" t 

Fig. 5 Overview of sequential sampling 

Out 

距離計算に用いられる。

なお、ジッタなどの影響で伝搬時間のカウント値に誤差が

生じて多重反射ノfノレスが除去されないことが考えられるので、

今回の信号処理では、 rPropagationtime Number ofPulse lJ 

整数倍した値の:t1クロック分(距離に換算して:t75cm)は

多重反射パルスと考え除去することとした。

次に、媒質のかさの変化により図 8に示すような、レーダ

と媒質1の間の距離と媒質1と媒質2の聞の距離が等しい状

況が考えられる。このような状況は、媒質のかさが連続的に

変化している時に、一時的に起こりうることであり、媒質1

とレーダ聞の多重反射によりパルスが発生する時間と媒質2

を

2 

3.2μs 

Time[μs] 

-2 -4 -6 -8 

{〉
]ω

∞
s-。
〉 O 

L 

-10 

の反射ノ"'!レスが発生する時間とが重なることになる。これを

時間対測定距離で表すと、図 9{こ示すO印がこの現象に対応

し、前述の信号処理を用いると、媒質2の測定距離は除去さ

れることになる。しかし、測定距離が連続した値をとるとい

う観点から判断すると、媒質2からの測定距離は近似により

補間する信号処理で求めることができる。

Fig. 6 Pulse waveforms scaled up by sequential sampling 

次に、波形整形された復調パルスから多重反射を除去する

ための信号処理過程を図 7に示すタイムチャートをもとに説

明する。 rReceivedSignalJにはデュプレクサでの漏れによる

基準パルス、測定対象物からの反射パルス、多重反射による

反射パルスが入力される。ここでは 1番目のパルスが基準パ

ルス、 2番目がターゲット 1からの反射ノfルス、 3番目が多重

反射パルス、そして 4番目がターゲット 2からの反射ノミノレス

を示している。 rSync SignalJのパルスは、これらのパルス信

号の同期を取るためのものである。

ここでタイミングチャート中のrNumberofPulsesJの値を、

基準パルスの立ち上り時に'1¥測定対象物からの反射ノ《ルス

の立ち上り時に'2'、その後は多重反射及び複数ターゲットか

らの反射パルスの立ち上り時にγ 、'4'とカウントし、次の
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本論ではターゲット/レーダ問多重反射を除去し、さらに多

層のターゲットを検知することのできる信号処理部を作成し、

シミュレーションによりその動作を確認した。

今後は、実際に多層の媒体からの反射波検知を行う予定で

ある。
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INVESITIGATION AND THEORETICAL EXAMINATION OF DAMAGES OF 

AN OLD REINFORCED CONCRETE SCHOOL BUILDING DUE TO 

SELF-STRAIN STRESSES 

... ← 

(Depar位lentofArchitecture)Masaru TERAOKA. Yasuhiro FUKUHARA 

SUMMARY 

This paper describes the investigation and examination of damage conditions of a reinforced concrete 

school building with three stories which was constructed on a soft stratum in 1966. In this study， the 
self-strain s甘essesdue to the differential settlementand concrete drying shrinkage were evaluated with the 

related damage， and the influence of such damage on the structural performance was discussed. 

The following findings were obtained企omthis study: 

(1) A part of the structural企ameshas been reached to yield conditions due to remarkable differential 

settlement and， as a result， the apparent rigiditY of the structure was estimated as to be about 113 of the 
elastic rigidity. 

(2) The magnitude of di妊erentia1settlement was significantly influenced by the structural rigidity田 well

as the soil condition. This was confirmed by the theoretical values of the differential settlement which was 

almost corresponded to the measured one. 

(3) Based on the measured concrete drying shrinkage strain， the average strain of main beams in the 

statically indeterminate rigid企ameswas estimated as about 150xlOて andthat of each of the slab and the 
sub-beam was to be about 200 xl 0・6

Keywords: self-s仕ainstress; reinforced concrete structure; s01王subsoil;concrete drying shrinkage; differential settlement 

~ 1 INTRODUCTION 

In the coast area of Japanese cities， a lot of reinforced 

concrete structures were constructed on the reclaimed 

ground with soft subsoil during the rapid-economical-growth 

era around 1960s. In these structures， the damages such as 

concrete cracks， yielding of members， et al. were caused 

mainly by the self-s仕ainstresses. The self-strain s仕esses

are induced by concrete drying shrinkage， a differential 

settlement due to subsidence by consolidation of the clay 

layer， and expansion/contraction of concrete due to the 

temperature flucωation (1]， (2) . 

Regarding these damage conditions in reinforced 

concrete structure， the evaluation method of the differential 

settlements， where the rigidity of superstructure was 
considered， was developed in the field of geotechnical 

engineering. In the studi巴sof such field， the r巴lation

between the crack generation of outside wall and deflection 

angle of members in the f同medue to a total settlement or a 

relative settlement was also examined (1) ， (2) . However， 

the influence of various self-s廿ainstresses mentioned 

above was not analyzed. 

on the other hand， the examination of damages 
accompanied by the differential settlement has not been 

conducted in the field of the concrete technology and th巴

structural study ofreinforced concrete. But泊thatfield， the 

evaluation studies of the damage of the reinforced concrete 

structure due to strain of concrete at hardening and drying 

and the temperah汀e stress has been consecutively 

conducted since prew訂 era(3) ， (4). It is noted that the 

inf1uence ofthe self-strain stresses is not taken into account 

when determining the aging ind巴xadopted in the Japanese 

earthquake-proof diagnosis method for existing buildings. 

Although the self-strain stress problem can be recognized 

as an important factor of the aging index， the research on 

that subject is hardly seen [5) . 

This paper describes the results of damage investigation 

of a reinforced concrete school building which was 

constructed on the soft subsoil in 1966. In this study， the 

self-strain stresses due to the differential settlement and 

concrete drying shrinkage were evaluated with the 

observed damages in consideration ofthe above-mentioned 

background. Also， the influence of such damage on the 
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structuraI performance was discussed. 

~ 2. OUTLINE OFTHE GROUND AND STRUCTURE 

The buiIding for the investigation is a three stoη 

reinforced concrete school buiIding constructed in a 

recIaim巴d.areaofthe←Kure City coast part. The soiI profiIe 

is shown in Fig.l， and the plans of foundation and 1 st floor 

are shown in Fig.2.The thickness of recIamation Iayer is 

about 3m and that of sand Iayer with N value of about 10 is 

about 6m under that. B巴neaththose Iayers， the organic clay 

Iayer is formed with the thickness of about 29m.The 

composite Iayer of sand and gravel with N value of 50 or 

more N value was eventuaIly found at the underground 

depth of about 38m. The so丘nessof the cIay layer with N 

value of almost 0 is the main cause of the consolidation 

settlement， and the subsidence of about 1.5m was induced 

企omthe time ofreclaiming in 1964 to today (6] . 

The building was completed in ApriI 1966 and the base 

of the buiIding was formed using mat foundation and 

企ictionpiles with length of 6m. The most of the colurnns 

have section of 50cmx50cm (section of 60crnx50cm is 

used for a part of columns 泊 thefirst floor). For 

After the structure had constructed， the concrete drying 

shrinkage and differential settlements of the structure made 

rapid progress， which brought a lot of cracks on the 

peripheral walls etc. The waterproof painting of peripheraI 

waIls and repair of waterproof layers at rooftop were 

executed出 acountermeasure for the water troubles in 

1974 and 1991， respectively. The seismic retrofitting ofthe 

building was done by using th巴K-匂ipebraces with steel 

合amesin 2002. At the same time， the cladding and finish 

of the cIassrooms and the corridors etc. excluding in the 

laboratory rooms of the 1 st floor were repaired and the 

building has been continuously used tiII now. As an 

additional seismic re仕ofitting，the hanging walls， spandrel 

waIls and wing waIls were structuraIly separated合om

beams and colurnns by providing slits between them. 

This is to avoid brittle faiIure of beams and columns due to 

th吋 shortshear span lengths. 1t is noted that the concrete 

compression strength measured using the core concrete 

cylinders ex甘acted合omthe waIls etc. was 15.9(N/mm2) in 

the th凶 floor，16.5(N/mm2)泊 thesecond floor and 

11.8(N/mrn2) in the first floor， respectively. Each of the 

compressive concrete strength， which are the average value 

longitudinal direction of the building， the section of obtained 企om three core concrete cylinders， was 

foundation beam is 40cmx130cm， the b巴amsection of significantIy less than the specified concrete s甘ength.

second floor is 30cmx55cm， and the b巴amsections of 3rd 

floor and rooftop floor are 30crnx50cm， respectively. For 

the仕組sversedirection， the beam section of second floor 

凶thelaboratory is 40crnx80cm .The sub-beam section of 

second floor is 25cmx40cm， and thickness of the floor is 

13cm. The specified concrete s仕engthwas 180 kg/cm2 

(17.6 N/mm2)， and the mix proportion of concrete is shown 

in Tablel. The bars of Grade SR235 was used for 

reinforcement. 

G.L ~ 宜elacayevre sU txIe=ss 112Um2 
11 layer σ.;12.8 tlm2 

Sm e(EtltdaleyEmeer eonfct b u=165Um2 calcula桓onvalues 
uilding) 

1 layer t. S = 12.06c皿
1I layer t. S=6.54cm 
mlayer t.S=4.12cm 
L t.S=22.72cm 
(Center ofbuilding) 
llayer t.S=23.15cm 
lIlayer t.S=12.24cm 
mlayer t.S=7.27cm 

DE eazSe=e 4166cm 。fconsolidation U;100% .n 183m (23. 5) 

IReclamation layer γ;1.8 tI:皿3

Sandlayer γ;1.8 tI田3
.m 

Clay layer 1-1.44 tlm' 
Cc;O.96 
Cr-8.9xlQ-' 
cm2/min 

e ;2.05 l由iteI ayer of SlJ1d罰dgra四|

Fig.l SoiI profiIe 

Tablel Mix proportion of concrete 

W/C (0/0) Slump (c m) Sand ratio(%) Water (kg/m3) 

65 19 43.5 193 

WeightCkg/m3) 

Cement Fine aggregate C叩 seagg時 ate

297 

C 

B -

A 

811 

|一一位制

(I)Plan offoundation 

Colmun number 

(2)Plan of 1st floor 

1054 

Fig.2 Plans of foundation and 1 st floor 
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The distributions of the differential settlement measured 

at the frrst floor level and the rooftop in north and south 

sides of the structural企amesare shown in Fig.3. The 

distribution curve of di貸erentialsettlements are the typical 

concaved type ( 2 J . The maximum amount of the 
differential settlement is about 16cm. 

If the amounts of the settlement at east and west ends of 

~3. RESULT OF THE DAMAGE INVESTIGATION 

the structure are compared， the settlement of the east edge 

is large in the north frame of the s官ucture，and the 

settlement of the west edge is large in the south合ameof 

the structure. As the entire structure， it inc1ines towards 

south and twisted. As for the amount of the settlement， 

measurements in the first floor level are larger than the 

measurements in the rooftop. This difference seems to be 

due to th巴creepdeformation of column concrete. 

3.1 Measurement of differential settlement 

The differential settlement was measured by the telescope 

level at the position of cGiumn side in the 1st floor and the 

top of the rooftop parapet. At the construction time， the 

target points for the telescope level are supposed to be 

located in a horizontal straight line. Therefore， the errors in 

construction is included in measurements. But， it is 

considered that the margin of construction errors is not so 

significant because of the remarkably large amount of the 

OFTHESTRUCTURE 

relative 

that relates settlement 
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measured subsidence. 

In this section， the resu1ts of the investigation (that is， 

the amount of a relative settlement and a di能rential

directly to the damage of the 

structure) are shown. The amount of the 

settlements can get by subtracting the relative displacement 

due to the structural inclination企omthe amount of the 

differential settlements (2J . 
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Th巴relativesettlement curve is shown in Fig.4. The 

maximum amount of the measured relative settlement 

(May， 2006) was about 11 cm. Measured values by 

Nishimura et al. in the past {6} are also shown in the Fig.4. 

Moreover， settlement calculation value by the 

consolidation theory proposed by Terzaghi (the rigidity of 

the structure is assumed to be zero， that is， quite f1exible) is 

shown in Fig.4. In the calculation， the normally 

consolidated condition was assumed， and soil profile and 

compressive index (Cc)shown in Fig.l was used. The 

estimated values of consolidation settlement at the center 

and the edge of the structure are indicated in Fig.l. In view 

ofFig.4， it is understood that the inf1uence ofthe rigidity of 

the structure is large for the di任erentialsettlement. Each 

values of measurements in 1977，1989 and1998 is almost 

the same， but values of this time measurements(May， 2006) 

is incr巴ased. It is considered that a cause of this 

phenomenon is the decrease of the structural rigidity by 

providing s仕uctural slits between walls and 

colurnnslbeams for the seismic retrofitting. 

3.2 Observed concrete cracks ofthe structure 

The investigation of the cracks was conducted for the 

surface of structural memb巴rsand the surface ofthe ceiling 

in each laboratory room of the first f100r where nothing 

was repaired since initial construction stage. The crack 

pattern was sketched and the width of each crack was 

measured by using an ordinary crack.scale. 

The concrete crack conditions of south and north side 

faces of hydro-mechanics laboratory room are illustrated in 

Fig.5. In the vertical plane of the structure with hanging 

and spandrel walls， the f1exural cracks due to relative 

settlement were found in the beams， and the f1exural cracks 

and shear cracks were found in the columns. In addition， 

the cracks that seems to have been induced by concrete 

drying shrinkage were found at the center part ofthe beams. 

In the frame with the wall that has the doorway， remarkable 

shear cracks were seen in the wall and the columns. 

The concrete crack conditions in hydro-mechanics 

laboratory of each c巴ilingsurface is illustrated in Fig.6. A 

lot of cracks formed in the span direction are seen in the 

slabs. In the slab adjacent to the structural wall ofthe span 

direction， a lot of the cracks are seen in the direction of 

about 45 degrees to th巴wall.In the slab， the cracks due to 

the concrete shrinkage were predominant. It is noted that 

the grade of these cracks depends on the magnitude of the 

restraint which is determined by the rigidity of the 

peripheral members. . 

(l)North side face (2)South side face 
Fig.5 Concrete crack conditions of south and north side faces ofhydro-mechanics laboratory room 
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~4. DISCUSSIONS OF RESULT OF THE 

INVESTIGATION 

4.1 Discussion of differential settlement 

Relative deforrnation angle (9) between each span 

calculated仕omthe rela't'Ive settlement curve is shown in 

Fig.7. The 9 in the four spans in the both end region ofthe 

structure is around 5x 10・3radian， so that a part of the 

企amemembers seem to have been reached to the yield 

conditions. The 9 in the five cen仕alspans is less than 

2.8(xlO・3rad.)， so that the central spans of出estructure 

suffered企omonly a slight damage. 
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In Fig.4， the ca1culated values for the relative settlement 

are compared with the measured values. The ca1culated 

values are obtained by the Haga's method， in which the 

frame rigidity is considered (7). The size of the企ame

with the wall， the elevation and the rigid zone at the ends 

ofthe building are shown in Fig.8. 

In the ca1culation， the Young's modulus of concrete was 

assumed to be 1/3 of the ordinary value (that is， 

113 x 15x 103N/mm2) in consideration of the inf1uence of 

creep and the. shrinkage cracks. To deterrnine the 

coefficient of e古ectivesti缶lessratio of the structure with 

wall， the reduction ratio of the shear rigidity (s: plasticity 

coe伍cient)for the wall was taken as 0.2. Obtained D 

values are shown in Fig.9 (8) . 

4 

句、3

0 

2 × 

E 

i 1 

f。
<( 

事自

主J4

目白 L:D=4.89 

Fig.9 Obtained D values 

珍4.88 色4.10一;一一一 一----=--'l
ムム <) <)il 
。
ロロ ロ j 

口ロ

3 4 5 

J.~ … 吋…、v四叫，吊刷a副1
司ー.Calculated value 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
Column number 

(2) Sub-beam 

o Measured values in span direction 
.一-----_.ー・~-. Calculated value at beam center 

---1・・ Calculated value at beam end 

O 

2 

。

3 4 5 

<) <) 
。

? 
O 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
Column number 

(4) Main beam (Span direction) 

Fig.l0 Average strains in main beams， sub-beams and s!abs due to cracks 



60 呉工業高等専門学校研究報告 第70号(2008)

The theoretical relative settlement curve that considers 

the rigidity ofthe structure is compared with measurements 

in Fig.4. From the figure， it can be seen that， in 

longitudinal direction ofthe structure， the calculated values 

are larger than the measurements in four spans at each both 

end regions， and smaller than the measurements in five 

spans at central part. But the measurements 

calculation values are almost corresponding each other on 

average. That is， it can be said that the apparent rigidity of 

the structure is about 1/3 ofthe elastic rigidity. 

The relative settlement curve obtained for a pure framed 

structure without walls is shown in Fig.4， where a similar 

method as above was used for calculation. It is noted也at

the calculated values agree well with the measurements泊

May， 2006 in the center part of the structure.百lemeaning 

of such agreement can be expla也ed部 follows.The slits 

provided betw巴enthe walls and columns for preventing the 

brittle shear failure of columns make the differential 

settlement加creasebecause of the decrease in rigidity of 

the structure. An attention must be paid to the fact that such 

structural slits provided for seismic retrofitting increase the 

differential settlement in a certain type of structures with 

soft sub-soil condition. 

As a fuωre task， it must be examined whether providing 

such structural slits can be really effective to improve the 

seismic performance of existing s仕uctures，taking various 

cases of soil conditions and structural types. 

and the 

4.2 Discussion of cracks of structure 

The average strains in main beams， sub-beams and slabs 

due to cracks are shown in Fig.l O. These average strains of 

main beams were obtained by dividing the total width of 

the cracks泊 eachmain beam (for longitudinal direction) 

by its clear span length between the a司jacenttwo column 

faces inside. The same method was used for the calculation 

of the average strains for each sub-beam (白rlongitudinal 

direction) and slab which were spanned over the adjacent 

two main beams.百leshrinkage s甘ainswere calculated 

based on CEB-FIP method(1970) (9)， and results are also 

indicated in that Figure.百lereason why comparing these 

values is to prove the validity ofthe following assumption. 

lt can be assumed that the strain due to concrete drying 

shrinkage has been transformed into the cracks and also the 

creep strain at concrete dηing shrinkage stage has been 

vanished through the time over 40 years after construction. 

ln those ca1culations， the numerical value shown in Tablel 

was used， and relative humidity was assumed to be 70%. 

The ca1culated values almost correspond to the upper 

bound of measurements for the slabs and the sub-beams. 

The average strain of measurements is about 200x 1 0・6in 

both the slabs and the sub-beams. 

For the main beams in the longitudinal direction， the 

average strain of measurements aIso corresponds to the 

calculated value and is about 250xl0.6. To evaluate the 

shrinkage distortion caused in出emain beams 

accurately， as the first step， the total width of the cracks 

due to shrinkage only is examined by excluding the 

contribution of the tlexural cracks near the fixed end of the 

main beams that seems due to a relative settlement. Next， 

the average strain was calculated by dividing the width of 

the total crack by the clear span length. The calculated 

almost correspond to the upper bound of the 

measurements (black paint marks inぬefigure).百le

average of measurements in this case is about 150xlO.6. 

Measurements have greatly fallen below the calculated 

values for the main beams in the span direction. The 

average ofmeasurements is about 150xlO-6. Therefore， the 

average shrinkage strain of the main beams in statically 

indeterminate rigid茸amesis estimated as about 150x 1 0-6， 

and corresponds to the recommended value of Japanese 

Society of Civil Eng泊eering(9).

The relation between the amount of a relative settlement 

(Dsi) and total of the shearing crack width (~wi) in the 

columns and the wing and hanging walls is examined for 

the企amewith the wall泊thedoorway of south side. The 

angle of the shearing crack is assumed to be 45 degrees in 

average. Taking the 1.4(1:wi) in vertical axis and=(Dsi) in 

horizontal axis， the measured values were plotted. 

l.4(1:wi)l (Dsi) is more than 0.7， and thus the differential 

settlement of the企amewith the wall having small opening 

can be estimated approximately. 
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~5. CONCLUSIONS 

The following findings wer巴 obtained 仕om the 

investigation and examination of damage conditions of an 

old reinforced concrete s位ucturedue to self二5汀ainstresses 

(1) A part of the structural 企amesr巴achedyield 

conditions due to di妊er，叩tialsettlement， and the reason 

was considered as that the apparent rigidity of the struc旬re

was reduced to about 113 of the elastic rigidities due to the 

settlement， and the influence of creep and the shrinkage 

cracks 

(2) The influence of the rigidity of the structure for 

differential settlement was large， and the calculaed values 

in which the int1uence of this rigidity reduction was taken 

almost corresponded to the measurements in the 

differential settlement. 

(3) It is emphasized that the differential settlement 

increases when the slits were provided along the perimeter 

of the structural walls of the structure to prevent brittle 

failure of existing columns. This is due to the reduction of 

the structural rigidity. 

(4) The average of measured concrete合yingshrinkage 

s仕ainwas about 150xl0・6in the main beams in statically 

indeterminate rigid企ames，and those for the slabs and the 

sub-beams were about 200 xl0-6 . 

(5) The amount of the differential settlement of the企ame

with the walls can be adequately predicted by evaluating 

the total shear crack width， that is， by accumulating th巴

widths of the shear cracks induced in the colurnns and the 

wing wall， if the walls have on]y small openings. 
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二

冊

の

合

本

形

態

。

-
r
-
J

、

ふ

f
、7
1

L

巻

「

帝

鑑

図

説

和

本

序

」

三

丁

分

あ

り

。

の

み

序

文

の

他

、

各

巻

ご

と

に

丁

分

の

目

録

あ

り

。

巻

(
二
十
六
)
、

巻

巻

(
三
十

(
三
十
四
)
、

巻

四

(
一
一
十
三
)
、

巻

五

巻

六

(
三
十
)
、

(
四
十
七
)
、

巻

七

(
三
十
八
)
、

八

(
二
十
九
)
、

(
三
十
二
)
、

(
三
十
三
)
、

巻

九

巻

十

十

(
二
十
七
)
、

) 

巻

十

十

無

地

黒

表

紙

。

袋
綴
。

版

心

に

柱

題

「
帝
鑑

巻

(
1
十
二
巻
)
」

お

よ

び

了

数

あ

り

。

縦

二

十

八

四

糎

七
糎
。

横

十

毎

半

葉

十

一

行
書
き
。

界

線

な

し

。

題

答

無

地

白

。

ニ
」
『
ほ
か
。

「

清

鑑

園

説

L一一

「

帝

鑑

国

説

左
上
。

(

数

字

部

分

は

各

巻

の

巻

数

)

F
-
r
-
J

、

、
ナ
/
ふ
/

1

L

九

十

は

題

答

な

し

。

十

「

帝

鑑

圏

説

巻

第

t
、4
0

い
じ
、
刀

(

数

字

部

分

は

各

巻

の

巻

数

各

巻

本

文

第

「

奈

良

時

立

奈

良

圏

書

館

印

」

丁

表

右

下

巻

十

二

本

文

十

九

了

裏

六

行

目

か

ら

九

行

目

ま

で

。

「

子

時

寛

永

四

前

年

十

月

下

旬

格

陽

三

条

寺

町

誓

願

寺

前

八

尾

助

左

衛

門

尉

開

版

」

〔
付
記

『

帝

鑑

図

説

』

奈

良

県

立

図

書

情

の

閲

覧

翻

刻

に

際

し

て

は

報

館

の

御

高

配

を

賜

り

ま

し

た

。

ま
た

本

稿

は

平

成

二

十

年

度

科

学

研

究

費

補

助

金

(

基

盤

研

究

「
『
後
素
集
』

の

基

礎

的

研

究

」

)

C 

よ

る

研

究

成

果

の

部
で
す
。

【
翻
刻
】

そ

(
帝
鑑
図
説

(
表
紙

外

題

な

し

)

巻

帝

鑑

図

説

和

本

序

た

い

そ

か

う

く

は

う

て

い

り

ふ

し

ゃ

う

し

よ

け

ん

ご

く

で

ん

た

い

か

く

し

も

ろ

こ

し

太

祖

高

皇

帝

の

御

時

、

吏

部

尚

書

建

極

殿

の

大

学

士

ち

ゃ

う

き

ょ

せ

い

も

の

き

み

張

居

正

と

い

ひ

し

者

、

は

じ

め

て

此

て

い

か

ん

づ

せ

つ

を

つ

く

り

、

君

( 2) 

巻

へ
す
』

つ
り
、

むさ

かめ

しを

股:な

のし

湯fて
主f申
のけ

しる

君;んは

徳jか
あにそ

れ、れ

ば伊いが

国よす;し

おとう

め

た

て

ま

け

た

ま

は

り

を

よ

び

し

は

、

も
の

い

ひ

し

者

あ

り

し

が

、

君

を

い

さ

め

て

申

け

る

は

、

と

く

て

ん

か

せ

い

ち

さ

ま

り

、

徳

あ

ら

ざ

れ

ば

天

下

み

だ

る

。

政

治

と

み

ち

を

お

な

じ

う

す

た

い

へ

い

ら

ん

せ

い

太

平

な

ら

ず

と

い

ふ

事

な

し

。

乱

政

と

み

ち

を

お

な

じ

う

す

れ

と

う

た

い

そ

う

く

は

う

て

い

又

唐

の

太

宗

皇

帝

の

い

わ

く

、

れ
ば
、

巻

銅tF
ね

をほ

衣いもろ
Lつび

裳?てざ

をかる

つ£と

くちし、

ろとふ

守す事

るな

はし

丁

表

人

み

な

か

た

ち

を

」

う
つ
し
、

か

ふ

む

り

を

た

£

さ

ん

が

た

め

と

か

や

。

い

に

し

へ

を

も

っ

て

か

ジ

又

み

と

し

て

は

天

下

の

お

さ

ま

り

し

事

、

にみ

天;だ

道fり
をし

う事

ゃを

ま見

て〉る

と

先せか

祖2ゃ
賢:の

人:い

をま

しし

ため

しに天

みし下

たの

あがき

くひみ

人工 、 た
を臣しる

ん

し下か人

りの

ぞい

けさ

さ

れ

ば

Jコ

ね

め

を

き

き

、

人

を

め

ぐ

み

、
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給

は

£

、

と

し

て

、

か

な

ら

ず

天

下

を

さ

ま

る

べ

し

。

ぶ

た

う

を

さ

き

て

ん

た

う

せ

ん

そ

し

ん

か

天

道

を

お

そ

れ

ず

、

先

祖

の

い

ま

し

め

を

か

ろ

ん

じ

、

臣

下

せ

う

じ

ん

け

ん

じ

ん

小

人

を

し

た

し

み

、

賢

人

を

さ

て

又

、

の

い

さ

め

を

き

ら

ひ

、

た

み

を

が

い

し

、

し

り

ぞ

け

っ

き

ゑ

い

く

わ

を

こ

の

み

給

は

三

か

な

ら

ず

天

下

み

ふ

だ

る

ベ

lま

ら

毒了ん
じ

を
や

の
を

む
お
も
ぶ

の

は空

丁

裏

)

し
。

そ

の

に

ほ

ひ

か

ふ

ば

し

く

も

の

は

た

と

た

ち

ま

国こち

土と"死

ゆす

た

カミ

れ
ば
、

天

下

の

君

た

る

人

、

ま

つ

り

ご

と

を

お

こ

な

ひ

、

せ
い
じ
ん

む

か

し

聖

人

の

天

下

を

お

さ

め

給

ひ

し

そ

の

あ

と

に

お

さ

め

給

は

JX

、

を

し

た

ひ

、

ぜ

ん

あ

く

の

み

ち

を

わ

ふ

か

く

我

が

身

を

か

へ

り

見

て

、

太たか

ネ旦そち

皇4、
うま

帝いつ

はり
天てゾ
ん」

のと

ゆを

るし

せ給

るふ

聖f?
人:ヒ

て
あ

を

ぎ

お

も

ん

み

れ

ば

、

い

ま

く

ら

ゐ

かた
る(

故かつ

をと
にく

ま

し

て

あ

け

く

れ

が

く

も

ん

お

こ

た

り

た

ま

は

ず

。

下

ば

ん

足Tみ
をん

を

し

な

あ

げ

て

、

君

を

う

や

ま

ひ

た

て

ま

つ

り

、

つ

ま

づ

き

、

太

平

の

み

よ

を

の

ぞ

め

り

。

く

わ

ん

に

ん

か

す

官

人

の

数

に

そ

な

は

り

、

へ丁

唐f表
尭It

か

ふ
J、、

か

た

じ

け

な

く

も

そ

れ

が

し

、

き

み

に

が

く

」

も

ん

を

す

〉

め

、

君

の

い

せ

ひ

を

さ

か

ん

に

し

、

ぐ

し

ゅ

ん

そ

う

ま

で

虞

舜

よ

り

こ

の

か

た

、

宋

の

天

下

に

い

た

る

迄

、

こ

う

せ

い

ま

つ

り

ご

と

さ

か

ん

に

し

て

、

後

世

の

ま

な

ぶ

べ

き

も

の

八

十

わ
う

あ

く

主

の

ぶ

た

う

に

し

て

、

又
主f、
ぎ

業やい

たに

';;' 

し
く
、

又

い

ま

し

め

た

る

べ

き

も

の

三

十

六

こ

と

く

ゑ

ら

み

い

だ

し

て

、

そ
の

は

り

を

し

る

せ

り

。

其

よ

き

も

の

を

ば

ま

な

び

、

て

い

わ

う

こ

れ

天

下

の

帝

王

た

る

べ

く

は

、

是

を

も

っ

て

か

げ

〉

そ

の

な

て

い

か

ん

づ

せ

つ

な

っ

け

其

名

を

ば

帝

鑑

図

説

と

名

付

た

り

。

す

せ

ん

ね

ん

数

千

年

が

そ

の

問

、

々

に

ゑ

づ

を

な

し

、

そ

れ

ノ

¥

に

こ

と

あ

し

き

を

ば

い

ま

し

み

と

す

べ

かしめ
百。と

鈴ょ ;し
おに故;て
すへ

さぎに

主一ず
り
と
しい
次し
た J¥

第ぃ比

をー

は

そ

の

か

ず

わ

づ

こ

と

戸

¥

く

そこ

のの
よ」天

き(下

をーの

ば丁み

師し裏だ

匠?書;:

事
、

又

に
あ
り
。

ふ

し

て

ね

が

わ

く

は

、

い

ま

我

が

君

し

そ

の

あ

し

き

を

も

っ

て

わ

が

身

の

い

ま

し

め

と

し

給

ふ

べ

こ

う

し

ゃ

な

が

く

後

車

の

い

ま

し

め

と

し

て

、

け

う

し

ゅ

ん

む

か

し

尭

舜

の

み

よ

と

い

ふ

共

、

と

め

前tさ
車主れ

の

く

Jコ

が

へ

る

は

ち

を

お

こ

な

ひ

ま

し

ま

さ

ば

、

る

と

い

ふ

と

も

し

う

し

て

、

れ

よ

り

し

て

千

道Z万
を年と

おの
ヲ匹 1fk. (f) 
」 出ち

なに

右主 し、

きた

ど

か

は

ま

さ

る

事

あ

ら

ん

。

又
、

ま

つ

り

ご

と

を

た

ジ

み

あ

ら

ば

、

し、

後:ま

のわ

世が

の君

いの

まあ

しと

めを

とし

なた

さひ

ん

事

る

し

も

っ

て

、

し

る

す

と

こ

ろ

の

ご

と

く

な

る

べ

又

こ

れ

を

ゑ

づ

に

し

い

ま

そ

れ

が

し

が

さ

つ

ね

に

つ

〉

(

三

了

表

)

こ

れ

を

も

っ

て

あ

ん

ず

れ

ば

、

申

は

を

ろ

か

な

る

と

か

し

し

み

給

ふ

べ

き
事
、
」

や

り

う

け

い

隆

慶

六

年

十

二

月

十

八

日

け

ん

ご

〈

で

ん

た

い

か

く

し

し

ん

建

極

殿

大

学

士

臣

天を

帝

鑑

図

説

巻

第

一

目

録

ち

ん

し

て

け

ん

に

は

か

る

ち

を

任

レ

賢

図

レ

治

か

ん

こ

は

う

ぼ

く

諌

鼓

誘

木

か

う

と

く

せ

う

ふ

ん

孝

徳

舛

聞

う

っ

て

き

を

せ

む

こ

と

を

掲

レ

器

求

レ

一

言

く

だ

っ

て

く

る

ま

を

な

く

つ

み

に

下

レ

車

泣

レ

罪

い

ま

し

め

さ

け

を

ふ

せ

く

こ

ら

し

め

を

戒

レ

酒

防

レ

徴

と

い

て

あ

み

を

ほ

と

こ

す

じ

ん

を

解

レ

網

施

レ

人

さ

う

り

ん

に

い

の

る

あ

め

を

桑

林

杷

レ

雨

段;股;夏

ののの

湯湯3高
玉王王

と

う

て

い

け

う

唐

の

帝

尭

夏か唐唐

ののの

高う大t帝
王f舜よ尭

ん

夏

の

再

王

白

紙

(

目

録

裏

)

み

帝

鑑

図

説

巻

第

一

ち

ん

し

て

け

ん

に

は

か

る

ち

を

任

レ

賢

図

レ

治

て

い

け

う

み

か

と

帝

尭

と

申

て

、

御

門

一

人

お

は

し

け

る

が

、

天

下

太

平

に

お

さ

ま

る

事

、

き

ら

か

に

し

て

な

し

な

し

。

つ

ね

に

お

ぼ

し

め

す

に

は

帝

尭

ち

ゃ

う

き

ょ

せ

い

張

居

正
」
(
三
丁
裏
)

( 3) 

(

目

録

表

)

ま

こ

と

に

せ

い

と

く

あ

へ

を

と

る

に

た

め

賢:た

人:と

を

ゑ

ら

み

し、

だ

し
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て
、

天

下

の

ま

こ

く

ど

国

土

を

あ

ん

ら

く

に

お

さ

つ

り

ご

と

を

は

か

ら

は

せ

め

ん

事

の

み

、

あ

け

く

れ

お

ぼ

し

め

さ

れ

け

る

。

ぎ

ち

う

ぎ

し

く

き

ゃ

う

た

い

く

わ

ち

う

く

わ

し

く

義

仲

・

義

叔

兄

弟

、

和

仲

・

和

叔

き

ゃ

う

だ

い

か

:". 

り

此け

四 る
人
と

dコー
者も
のろ

;ど
故;も

へは

そ

の

と

き

天

下

に

か

く

れ

な

か

り

き

賢

人

に

て

ま

し

ま

せ

り

。

比

四

人

の

も

の

共

を

め

し

い

だ

さ

せ

給

ひ

て

、

義

仲

を

ば

東

方

の

国

、

嶋

夷

と

申

所

に

お

か

せ

し

ゃ

う

し

ゅ

ん

ら

い

た

み

百

姓

を

も

よ

を

し

て

、

春

来

つ
ね

そ

の

し

よ

く

常

ま

づ

ん

に

」

東1:

作?丁

を
表

イコ 、J

か

さ

ど

り

給

ひ

て

時

を

う

し

な

は

ず

は

た

を

う

が

ち

回

を

た

が

や

し

に

お

こ

た

ら

ず

っ

と

め

さ

せ

と

の

御

事

な

り

。

な

ん

は

う

か

う

し

南

方

の

園

、

交

祉

と

申

と

こ

ろ

に

つ

か

は

さ

れ

て

、

し

ゃ

う

ゾ

し

て

、

た

み

百

姓

を

お

さ

め

、

国

の

ま

つ

り

ご

と

を

な

せ

り

。

さ

さ

い

は

う

ま

い

こ

く

し

う

じ

て

又

、

和

仲

を

は

西

方

の

国

、

昧

谷

と

申

所

に

お

か

せ

給

ひ

て

、

秋

時

し

う

せ

い

こ

く

の

収

成

を

つ

か

さ

ど

れ

り

。

五

穀

の

み

お

と

夏かう

時じと

のの

変へ義
ん

化げ叔

をを

たば

ば

ん

み

ん

時

を

う

し

は

は

ず

、

の

り

ぢ

く

し

な

ば

幽T
A、~ ¥7' :くぢ
を

申
」な

せ

と

お

さ

め

と

る

事

お

こ

た

ら

ず

、

の

御

事

な

り

。

丁
裏
)
所
へ

お

と

う

と

の

和

叔

を

ば

、

北

方

の

園

、

と

う

じ

か

う

車

き

っ

か

は

さ

れ

、

冬

時

の

更

易

を

つ

か

さ

ど

れ

り

。

そ

れ

は

ん

ふ

っ

万

物

冬

に

な

り

ぬ

れ

ば

、

年長一

の

な

す

天;と

のこ

みろ
ち、

た

が

は

ず

し

て

み

な

を

し

な

べ

て

あ

ら

た

土品

λ
u
o

な

を

も

こま

四のつ

岳?うり

のへご

く天と

わ下お

んにこ

に賢:た

お人:ら

ほあず

せる、

な

と

め

し

め

ん

が

た

め

と

か

や

。

ら

ば

た

づ

ね

い

だ

せ

と

の

御

事

に

て

け

ら

れ

給

ひ

し

か

ぱ

、

て

い

し

ゅ

ん

り

。

こ

』

に

帝

舜

と

申

て

、

こ

れ

を

帝

尭

に

す

』

め

た

て

ま

く

わ

ん

い

ぜ

官

位

を

く

だ

さ

司

れ

て

、

よ

ろ

づ

天

下

の

事

を

は

か

ら

は

せ

給

ひ

け

り

。

か

る

か

ゆ

へ

て

い

み

よ

故

に

、

帝

尭

の

御

代

の

と

き

は

、

ぶ

い

に

し

て

よ

く

お

さ

ま

り

、

」

た

い

〈

い

こ

う

せ

い

し

ゅ

く

ん

天

下

を

の

づ

か

ら

太

平

な

り

。

こ

れ

後

世

の

主

君

た

る
け

ん

じ

ん

賢

人

を

ゑ

を

た

づ

ね

け

す

な

は

ち

世

に

た

ぐ

ひ

な

き

賢

人

あ

り

。

則

さ

い

し

ゃ

う

た

ち

ま

ち

宰

相

の

う

け

た

ま

は

る

と

て

、

は

う

ハ

¥

つ

り

し

か

ぱ

、

(

二

丁

表

)

人

の

お

よ

ぶ

と

こ

ろ

に

あ

ら

ず

。

し

ん

か

じ

ん

き

ら

み

て

直

下

と

な

し

、

仁

儀

の

み

ち

を

お

こ

な

ひ

、

じ

ひ

の

心

を

さ

き

わ

う

ぎ

や

う

て

い

け

う

み

よ

王

業

を

い

か

で

か

帝

尭

の

御

代

に

た

が

ふ

し

か

り

と

は

申

せ

ど

も

と

し

て

つ

と

め

な

ば

、

a J、、

其
後
、

て

い

し

ゅ

ん

帝

舜

は

帝

尭

の

御

ゆ

づ

り

を

え

さ

せ

給

ひ

て

此

時

ゐ

に

そ

な

は

り

給

ひ

け

り

。

天

下

太

平

に

お

さ

ま

る

事

、

み

主

こ

き

ん

の

御

代

に

こ

と

な

ら

ず

。

さ

れ

ば

に

や

、

古

今

の

人

の

こ

と

わ

ざ

に

も

、

し

ゃ

う

え

ま

さ

し

く

裳

衣

を

た

れ

な

か

ら

、

し

ゆ

み

や

を

も

と

ら

ず

し

て

、

ぱ

ゆ

ふ

た

う

に

お

さ

ま

る

事

し

こ

と

の

は

〉

、

尭

舜

の

御

代

に

た

ぐ

ひ

な

し

と

申

っ

た

挿

絵

(
三
丁
表
)

こ

と

は

り

と

こ

そ

き

こ

え

け

り

。

」

(
二
丁
裏
)

挿

絵

(
三
丁
裏
)

帝:
尭It諌:
、鼓こ

誘?
木?

へ

ど

も

我

が

身

の

ち

え

を

ば

御

く

ら

ゐ

に

ま

し

ま

す

と

い

か

る

が

ゆ

へ

た

ジ

よ

く

人

の

い

さ

め

に

し

た

が

ひ

た

ま

へ

あ

ら

は

し

た

ま

は

ず

。
つ

ね

に

御

心

に

お

ほ

し

め

さ

れ

け

る

は

ま

つ

り

ご

と

を

お

こ

な

ふ

に

ひ

い

か

な

る

も

の

な

り

と

も

あ

や

ま

り

を

た

£

す

べ

ふ

か

き

う

れ

ひ

た

り

と

も

し

も

あ

や

ま

り

あ

ら

ん

と

き

、

ぢ

き

に

我

か

ま

へ

に

き

た

り

て

し

さ

な

き

だ

に

お

も

ひ

て

門;は

外ゎ宇

にれ

我

か

か

く

お

ほ

し

め

さ

れ

け

ん

帝:く

尭ら

天

下J¥  
り

て

ん

か

の
た

と

そ

の

(4 ) 

ペコ

。コ

ペコ

ゾ

み

を

か

け

お

き

給

ひ

て

仰

せ

け

る

に

は

(

四

丁

表

)

み

づ

か

ら

が

身

の

う

ペコ

た

と

ひ

い

か

」

す

こ

し

も

あ

や

ま

り

あ

ら

ん

時

、

J、、£

み

を

う

て

。

此

つ

£

い

さ

め

を

な

さ

ん

と

思

ひ

な

ば

、

き

〉

す

な

は

ち

み

の

こ

ゑ

を

筒

、

則

い

で

〉

か
る
か
ゆ
へ

故

に

、

ペコ

な

る

と

も

が

ら

も

我
、

き

た

っ

て

此

つ

い

さ

め

を

う

け

ん

と

仰

せ

け

る

。

し

も

ば

ん

み

ん

し

て

た

い

め

ん

つ
る
。

又

み

な

そ

の

こ

と

ば

を

つ

く

し

て

君

を

い

さ

め

た

て

ま

と

に

い

た

る

ま

で

み

づ

か

ら

が

身

の

う

お

ぼ

し

め

さ

れ

け

る

は

が

あ

や

ま

ち

の

あ

ら

ん

時

人

そ

の

事

を

か

げ

に

て

は

そ

し

る

共

ぐ

わ

い

に

よ

も

か

は

わ

れ

に

き

か

す

べ

会
己

つ

の

木

を

た

て

お

か

せ

給

ひ

て

仰

せ

け

る

は

に

は

し

と

か

く

お

ほ

し

め

さ

れ

つ

〉

か

ら

が

身

に

と

が

あ

や

ま

ち

の

あ

る

な

ら

ば

心

あ

ら

ん

と

も

が

ら み

ィコ

J、、

も

ん

は

、

き

た

っ

て

こ

の

木

に

か

き

つ

け

よ

。

さ

あ

ら

ん

と

き

に

は

、

わ

れ

、

」
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(
四
丁
裏
)

す

な

は

ち

た

ち

い

で

そ

の

よ

し

を

見

る

な

ら

ば

、

身

の

あ

や

ま

ち

を

た

ジ

す

べ

し

と

仰

せ

け

る

こ

と

は

り

な

り

。

て

い

け

う

帝

尭

の

御

時

は

、

ま

つ

り

ご

と

を

お

こ

な

ひ

給

ふ

に

、

か
る
か
ゆ
へ

故

に

、

そ

れ

お

も

ん

み

れ

ば

と

し

て

あ

し

か

ら

ず

。

き

み

を

い

さ

む

べ

き

事

な

け

れ

ば

君

を

そ

し

る

も

の

も

な

し

。

さ

め

を

も

と

め

、

つ

ね

に

御

こ

〉

ろ

を

つ

と

め

給

ひ

て

よ

く

あ

や

ま

ち

を

き

〉

給

へ

り

こ

〉

を

も

っ

て

、

さ

か

ん

な

り

。

け

う

わ

う

尭

王

の

と

く

に

な

ら

っ

て

天

下

を

お

さ

め

給

は

天そ

下の

かのと

な主よく

ら君;い

ずたよ

鼓;iく
を

お

き

そ

れ

ま

つ

だ

い

に

い

た

る

ま

で

木

を

た

て

ず

と

い

ふ

と

も

た
、
足

〉よ

ょ

く

し

ん

か

の

い

さ

め

を

き

〉

ち

つ
げ

ん

を

申

と

も
善ぜ
んが

言:ら

ひ」

メ

き

又

(
五
丁

表

た

ち

ま

ち

お

ん

し

ゃ

う

を

あ

た

み

よ

こ

し

め

さ

れ

て

、

太

平

の

御

代

た

ら

ん

事

、

う

た

が

ひ

は

な

か

り

け

り

。

」

こ

十

品

へ

な

ば

(
五
丁
一
一
畏
)

挿

絵

(
六
丁
表
)

挿

絵

(
六
丁
裏

か

う

と

く

せ

う

ふ

ん

孝

徳

舛

間

た

い

し

ゅ

ん

大

舜

と

申

せ

し

は

、

お

や

に

か

う

の

人

な

り

。

も

う

も

く

は

盲

目

に

し

て

、

ち
〉

の

名

を

ば

警

曳

と

し、

へ
り
。

予

」

〉

ろ

か

た

く

な

し

。

し

か

又
、

ち

〉

る

大

舜

れ

を

象よけ

い

と

け

な

き

よ

り

は

:，. 

に

は

な

れ

て

其

後

ぼ

に

し

た

が

へ
り
。

十

ノ

パ

ギ
A
F

I

L

l

 

ひ

と

り

の

子

を

う

め

り

。

ま

こ

と

に

け

い

ぽ

の

こ

〉

ろ

か

た

ま

し

く

お

ほ

か

み

と

の

象

が

心

は

狼

の

こ

と

く

に

し

て

、

ふ

ほ
父

母

お

と

う

と

、

と

申

け

り

。

又

お

と

う

お

ほ

き

に

い

た

づ

ら

も

の

な

り

。

か

る

が

ゆ

J、、

こ

の

三

人

は

か

り

こ

と

を

も

ょ

を

し

て

、

舜

乞

こ

ろ

さ

ん

と

せ

し

か

ば

、

此

よ

し

を

は

や

く

さ

舜

と

り

て

す

な

は

ち

身

を

か

く

し

て

(
七
丁
表
)

つ

ゐ

に

い

の

ち

を

ま

ぬ

か

れ

」

ふ

け

り

。

し

か

り

と

い

へ

共

、

す

こ

し

も

父

母

を

う

ら

み

ず

か

る

か

ゆ

へ

か

孝

行

の

み

ち

を

つ

く

せ

り

。

故

に

、

一

家

の

人

、

わ

ぼ

く

父

母

の

な

か

を

和

睦

せ

ん

と

せ

し

か

ば

、

警

い

よ

ノ

¥

舜よし
んで
の

，心

を

か

ん

じ

て

愛
、

舜

の

孝

な

る

を

見

て

、

つ

ゐ

に

は

舜

を

し

た

し

み

て

よ

ろ

こ

び

給

ふ

は

か

ぎ

り

も

な

し

。

孝ぅ通お

御み子しゃ

f~~' とに

そう

l土。コ
申人

けな

りれ

。ば!

か

く

の

こ

と

く

、

Jコ

天

下

あ

ま

ね

く

舜

の

こ名

〉を

によ

尭?び

王fか
とへ

申て

て

人

賢:ま

者与し

のま

とす

くが

あ

れ

は

さ

て

お

き

ぬ

。

し、

るつ

人ね

をに

たお

づぽ

ねし

いめ

ださ

しれ

てけ

る
主わ
うは
イ立し、

を

ゆ

づ

り
〈日〉

~羽

は

ん

と

お

臣工ぼ

下かし
」め

し

て

い

か

ん

と

も

し

て

あ

ま

ね

く

天

下

を

た

づ

ね

給

へ

り

。

こ

れ

に

よ

た

い

レ

ゅ

ん

い

た

み

裏

)

た

ち

、

大

舜

を

た

づ

ね

出

し

て

、

御

か

ど

へ

か

く

と

そ

う

も

ん

け

う

わ

う

ふ

ほ

か

う

か

う

き

ゃ

う

た

い

す

。

尭

玉

、

大

舜

の

父

母

に

孝

行

を

つ

く

し

、

兄

弟

に

じ

ひ

あ

る

事

せ

い

じ

ん

を

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

ま

こ

と

に

是

大

舜

は

、

世

に

た

ぐ

ひ

な

き

聖

人

し

ゅ

ん

か

な

と

お

ほ

し

め

し

、

す

な

は

ち

大

舜

を

め

さ

れ

て

、

一

一

人

の

ひ

め

か

く

は

う

ち

ょ

ゑ

い

嫁

皇

・

女

英

と

て

お

は

し

け

る

を

、

大

舜

に

さ

づ

け

ま

し

ふ

う

ふ

か

る

か

ゆ

へ

夫

婦

の

み

ち

を

む

す

び

給

へ

り

。

故

に

、

ひ

き

ひ

一

一

人

の

ひ

め

き

み

を

率

た

ま

っ

て

(
七
了

き

み

に

徳~ ! 
イ七二 、
をて

も

イコ

て

大

舜

ょ

く

lま

二

人

の

ひ

め

君

も

へ
り
。

( 5 ) 

よ

く

尭?そ

主fの
、み

ち

を

Jコ

く

し

て

大

舜

し

た

が

天よひ

子した

のま

位

を

ゆ

是

に

よ

り

大

舜

の

せ

い

と

く

を

か

ん

じ

て

づ

り

給

へ

む

か

し

か

し、

父ふま

お母に
やに」

は孝n'

子と行f八
をを丁

り

つ

ら

ノ

¥

あ

ん

ず

賢;る

人;に
σコ、

っ

と

め

は

表

い

た

る

ま

で

せ

い

じ

ん

つ

く

す

を

第

世

の

中

の

人

は

、

子

は

お

や

に

ふ

こ

う

な

り

。

そ

れ

警

曳

は

こ

〉

ろ

か

た

ν

ゅ

ん

お

や

子

に

じ

ひ

な

き

人

な

れ

共

、

大

舜

は

親

子

の

み

か

る

か

ゆ

へ

故

に

、

と

せ

り

。

し

か

れ

共

あ

ひ

す

れ

共

く

な

は

し

う

し

て

ち

を

し

り

て

、

っ

く

さ

れ

け

る

。

つ

だ

い

よ

大く

孝:通孝

の行

人を

と

申

ペコ

た

ま

へ

し

事

と

か

や

。

(
八
丁
裏

に

い

た

る

ま

で

挿

絵

(
九
丁
表
)

挿

絵

(
九
丁
裏
)

夏か

の掲1
再ぅ J 

王fムき
官町を

とせ
求む
申

て
」
レ
L

b

E

=口

御み

f~~' 

人

ま

し

ま

す

が

、

つ

ね

に

お

ほ

し

め

さ

れ

け

る

は

へ

ど

も

い

ま

だ

君

た

る

み

ち

わ

れ

天

下

の

君

た

り

と

い
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を

し

ら

す

。

じ

ん

ぎ

仁

義

を

お

こ

な

ふ

事

あ

た

は

す

。

あ

る

ひ

は

、

又
は
、

ろ

づ

な

す

き

事

の

み

かち

ねに

てお

そこ

のた

儀きり

を

し

ら

ず

あ

る

ひ

は

、

わ

が

身

に

う

れ

い

の

き

た

ら

ん

事

を

あ

る

ひ

は

人

の

ざ

ん

そ

う

に

よ

り

、

身

の

な

せ

る

と

が

に

よ

り

て

ろ

う

し

や

せ

又

は

し

人

へ

を

な

せ

し

か

ぱ

、

り

ひ

の

し

さ

い

を

申

さ

ん

と

て

う

っ

た

れ

そ

の

理

を

あ

き

ら

か

に

こ

と

わ

ら

ざ

る

事

を

お

も

ふ

と

か

や

。

よ

も
四

方

の

園

、

る

に

お

い

て

は

を

ち

こ

ち

人

に

い

た

る

」

(

十

丁

表

)

ま

て

そ

の

と

ば

を

Jコ

く

し

て

我

を

し、

さ

鐘;め
うた

て
鼓こ
ま

磐っけ
いれ

みと鐸:
鞄たお
うほ

せ

け

る

こ

そ

こ

と

は

り

な

り

。

し

か

る

に

、

も

ん

く

わ

い

門

外

に

か

け

お

か

せ

給

ひ

て

の

給

ひ

。コ

此

玉

つ

の

な

り

も

の

を

、

け

る

に

は

し

も

ば

ん

み

ん

に

い

た

る

ま

で

v

」

〉

ろ

あ

ら

ん

と

も

が

ら

は

っ

て

我

に

い

さ

め

を

な

し

へ

ん

と

お

も

ひ

み

ち

を

お

し

き

た

ばな

ば
鐘:、

をす

うな

ては
。ち

の

じ

ん

ぎ

を

を

し

へ

ん

と

な

ら

す
£

へ

ん

と

な

ら

ば

、

鐸

を

ふ

る

き
ん

す

な

は

ち

こ

の

磐

を

た

〉

け

。

き

た

っ

て

こ

の

紹

を

う

ご

か

せ

。

イコ

'>. 

み

を

う

て

。

ま

つ

り

ご

と

を

お

し

J、、
。

う

れ

い

を

つ

く

る

者

は

J、、

う

っ

た

せ

ん

と

お

も

ひ

な

ば

、

さ

あ

ら

ん

に

お

ゐ

て

は

、

わ

れ

そ

の

こ

ゑ

を

き

〉

、

す

な

は

ち

い

で

』

た

い

め

ん

し

、

」

(
十
丁
裏
)

事

の

し

さ

い

を

き

こ

し

め

さ

ん

と

仰

せ

け

る

こ

と

の

は

h

、

ち

え

第

一

た

ぐ

ひ

な

き

事

と

か

や

。

そ
れ
百
円
主
は
、

聖

人

に

し

て

に

す

ぐ

れ

り

。

へ

ど

も

人

の

い

さ

め

を

き

こ

し

め

す

は

し

か

り

と

い

も

し

も

て

ん

か

の

ま

つ

り

ご

と

の

つ

も

し

ら

ざ

る

事

あ

ら

め

や

、

又
、

す

し

も

ふ

さ

く

こま

れじ

ぞき

高うゆ

王へ

のな

ば

ん

み

ん

の

こ

h

ろ

ざ

し

を

、

か

る

か

ゆ

へ

か

よ

故

に

、

三

夏

の

代

の

さ

か

ん

に

は

じ

ま

る

事

、

つ

と

め

な

り

。

」

(

十

り

丁

表

)

白

紙

十

丁

裏

挿

絵

(

十

二

了

表

)

挿

絵

(

十

二

丁

裏

)

く

だ

っ

て

く

る

ま

を

な

く

つ

み

に

下

レ

車

泣

レ

罪

よ

し

夏か

罪ごの

人:高う

を王f
あ、

ま

た

て〉

き

ぐ

し

て

空よみ
日しち

}の

御
ほ

覧
と

し り
て を

ゆ

き

し

カミ

ば

中
め
マ
〈
》
ル
」
会
』
、

し

ょ

こ

う

諸

侯

の

国

々

を

め

ぐ

ら

せ

給

ふ

。

お

り

高うふ

主

御

く

る

ま

の

う

ち

に

し

て

す

な

は

ち

車;御

よこ

り』

おろ

りの

さう

ち

か

れ

を

あ

は

れ

み

ま

し

ノ

¥

て

わ

せ

た

ま

ひ

て

、

は

せ

給

ひ

ざ

い

に

ん

の

し

さ

い

は

い

か

な

る

事

ぞ

と

〉

然

ふ

び

ん

に

お

ほ

し

め

し

い

と

ジ

て

な

ん

た

を

な

が

さ

せ

給

ふ

。

御

と

も

の

人

々

、

此

よ

し

を

見

る

よ

り

も

、

す

な

は

ち

申

け

る

に

は

そ

れ

ざ

い

に

ん

は

あ

く

ぎ

や

く

ぶ

た

う

に

し

て

よ

ろ

つ

も

の

〉

だ

う

り

を

し

ら

ず

。

然

る

と

き

に

は

十

け

い

ば

つ

に

お

こ

な

は

ん

事

、

」

丁

表

こ

れ

も

っ

て

し

か

る

べ

し

メ入
--， 

我

が

き

み

な

ん

の

ゆ

J¥  

か
高う

か

れ

を

ふ

び

ん

に

お

ぼ

し

め

し

、

御

な

み

むた

かを

しな

尭Tが
さ

しせ
舜ゆ仏
んが口

の.b

ぞ

王

き

こ

し

め

さ

れ

て

仰

せ

け

る

に

は

、

よ

く

徳

を

も

っ

て

人

を

み

ち

び

き

た

ま

天

下

を

た

:も
故;ち

へま

にし

ま

す

と

き

J、、

り

天

ネL;，下
をば

まん

もみ

りん

し、

た

る

ま

て

(6 ) 

尭

舜

の

心

を

も

を

っ

て

我

が

心

と

し

、

は

っ

と

ひ

と

り

も

法

度

を

や

ぶ

る

も

の

な

し

。

ざ

い

に

ん

か

罪

人

な

か

り

け

り

。

今

、

わ

れ

天

下

の

き

み

と

い

い
さ
』

我

カ2

ぶ

ん

ざ

し、

を

舜や

へのす

ど代ょん

もにじ

、はて
徳:、、

ま

こ

と

に

尭

・

を

も

っ

て

人

を

み

ち

び

く

事

あ

た

は

ず

。

こ

の

ゆ

へ

天

下

ば

ん

み

人

み

づ

か

ら

が

こ

〉

ろ

を

も

っ

て

」

道

理

に

し

た

が

は

ず

し

て

ん

に

い

た

る

ま

で

十

法う丁

度と裏

を)

わ

が

心

と

せ

り

。

然

る

あ

ひ

だ

、

や

ぶ

り

、

つ

み

を

お

か

す

。

そ

れ

つ

み

を

お

か

す

と

も

が

ら

は

し、

や

し

き

た

み

の

事

な

れ

共

、

そ

の

み

な

も

と

を

た

づ

ぬ

れ

ば

、

か

る

か

ゆ

へ

か

ら

が

徳

を

お

こ

な

は

さ

る

ゆ

へ

な

り

。

故

に

、

か

れ

を

か

な

し

と

く

け

う

し

ゅ

ん

み

つ

か

ら

が

徳

の

、

尭

・

舜

よ

り

も

お

か

る

か

ゆ

へ

と

く

故

に

、

そ

の

徳

日

々

に

あ
こ

れ

み

づ

み

い

た

む

に

あ

ら

ず

。

た

£

と

る

事

を

か

な

し

む

と

の

た

ま

へ
り
。

き

ら

か

に

し

て

天

下

太

平

に

お

さ

ま

る

事

申

す

も

を

ろ

か

な

る

と

か
や
。
」

(

十

四

丁

表

)

白

紙

(

十

四

丁

裏

)

挿

絵

(

十

五

丁

表

)
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挿

絵

(
十
五
丁
裏
)

い

ま

し

め

さ

け

を

ふ

せ

く

と

ら

し

め

を

戒

レ

酒

訪

レ

徴

か

う

わ

う

ぎ

て

き

夏

の

高

玉

の

と

き

、

儀

秋

と

申

も

の

あ

り

し

が

さ

け

よ

く

酒

を

つ

く

れ

り

あ

る

時

、

百
円
玉
、

さ

け

を

さ

〉

げ

て

め

た

て

ま

つ

百
円
玉
に
す
〉

{義

秋

へ
ば
、

ま

と

る

故かか
ゆ

へん

にろ

の

高うあ

玉fぢ
仰は

る

そ

の

酒

を

の

み

た

ま

ひ

あ

り

て

、

ゑ

い

を

す

〉

メL-， 

よ

り

し

てむ

以いる

後ご事

のは

もな

のは
、だ

し

せ

け

る

に

は

、

か

ゃ

う

の

さ

け

を

ほ

し

ひ

ま

〉

に

の

む

な

ら

ば

し

と

の

給

ひ

て

、

か

な

ら

ず

国

を

ほ

ろ

ほ

す

べ

つ

ゐ

に

儀

秋

を

う

と

み

二

た

び

げ

と

を

く

し

り

ぞ

け

ま

し

ノ

¥

て

ん

ざ

ん

し

た

ま

は

ざ

り

し

も

、

こ

と

は

り

と

こ

そ

き

こ

え

け

り

。

さ

け

し

ん

し

ゃ

る

品

ん

き

ょ

お

も

ん

み

れ

ば

、

酒

は

も

っ

て

神

射

を

ま

つ

り

、

燕

居

に

そ

な

」

れ

い

ぎ

へ

て

礼

義

の

す

た

れ

ざ

る

所

と

い

へ

ど

も

、

ほ

し

ひ

ま

〉

に

う

ち

ほ

か

内

に

は

や

ま

ひ

を

し

ゃ

う

じ

、

外

に

は

ま

つ

り

ご

と

お

こ

そ

れ十

六

丁

表

)

の

む

時

は

た

り

て

、

か

な

ら

ず

ら

ん

げ

き

の

わ

ざ

わ

ひ

い

た

る

べ

う

わ

う

っ

て

高

玉

は

、

し

こ

〉

を

も

は

じ

め

を

つ

』

し
み
、

お

は

り

を
高
お

主
も

の
ん
しは

そか
ん
より築:
主わ
うか

ね

て

い

ま

し

め

給

へ

り

。

し

か

り

と

い

C々

昨
り

の

と

き

に

い

た

り

て

、

酒

を

も

っ

て

い

け

と

な

し

、

か

ょ

っ

ゐ

に

夏

の

代

を

ほ

ろ

ぼ

せ

り

。

へ

と

も

り

給

ふ

ゆ

へ

、

れゑ

祖そい

宗;く

のわ

をに

しお

を

ま

も

ら

さ

る

ゆ

へ

と

か

や

。

」

(
十
六
丁
裏
)

挿

絵

(
十
七
丁
表
)

挿

絵

(
十
七
丁
裏
)

殿ん

の解:

湯た て
ぅレ

王f網:
与施Il
申 2

す
てレ
、 lーじ
ドーん

を

人

お

は

し

け

る

が

、

じ

ん

ぎ

よ

く

仁

義

の

み

御み

~~~' 

ち

を

お

こ

な

ひ

た

ま

ひ

で

、

湯

王

ろ

お

は

し

け

り

。

あ

る

と

き

ゃ

く

わ

い

き

ん

ち

う

を

い

で

さ

せ

た

ま

ひ

で

、

と

を

く

野

外

に

み

ゆ

き

は

う

と

り

あ

み

を

四

方

に

は

り

て

、

烏

け

だ

も

て

ん

し

ゃ

う

天

上

よ

り

じ

ひ

の

こ

〉

あ
る
。

然

る

に

彼:さ

人る
、人

あ

り

へ

け

る

に

は

の
を
と
り
し
、
が

く

ち

に

て

と

な

く

だ

る

鳥

、

又

と

う

さ

い

な

ん

ほ

く

東

西

南

北

よ

り

と

び

き

た

る

鳥

て

我

か

あ

み

す

に

い

れ

と

い

ひ

し

か

ば

、

か

や

う

に

四

方

に

あ

み

を

は

ら

ば

湯

王

こ

の

よ

し

を

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

な

げ

か

せ

給

ひ

で

お

ほ

せ

け

る

に

は

(

十

八

丁

表

)

つ

も

の

が

る

べ

き

と

り

な

し

。

す

な

な

ん

ぞ

い

き

た

る

も

の

〉

め

い

を

」

つ

く

し

て

、

か

〉

る

ぶ

た

つ
を

な

し

二け

方I~ る

のぞ

あや
み。

を

lま

は

ち

御

と

も

の

人

々

に

仰

せ

と

き

す

て

〉

、

な
J、、

て

い

わ

く

ん

鳥

は

右

へ

烏

は

く

だ

れ

。

と

お

も

ふ

と

り

は

、

と

は

り

な

れ

。

つ

け

さ

せ

給

ひ

つ
〉
、

ひ-e-
左だノJ
りは

へか

とり

ばを

んお

とき

り給

はふ
ひ。

だ

り
又
、

し

ゆ

く

の

右2も
へん

ゆを

かと

へ
と
べ
。

ゆ
け
、

た

か

く

と

ば

ん

と

り

は

た

か

命fく
をと

すべ
て。

〉

し

せ

ん

く

だ

ら

ん

な

ん

じ

が

と

び

ゆ

く

に

ま

か

す

。

き

た

っ

て

此

あ

み

に

い

れ

と

の

給

ひ

け

る

ぞ

、

た

う

わ

う

そ

れ

湯

主

の

、

と

り

け

だ

も

の

を

が

い

す

る

だ

に

カミ

や

う

に

い

た

は

り

た

ま

そ
の
」

十

へ
り
。

い

は

ん

や

ば

ん

み

ん

を

が

い

せ

ん

事

を

八

丁

裏

)

し、

た

は

り

給

は

漢:ん

江;は

の
み予

南な」
み〉

の
を

かも
た
よコ

て

し

る

ま

と

湯tc

王わ」
うの
の
よ

'ーじ

Iーんし

徳iを
ふき

かく

ふよ

しり

ても

時

の
J¥  

諸よき

侯;な

たり
ち。

(7) 

国

々

み

な

/

¥

申

さ

れ

け

る

に

は

烏

け

だ

も

の

ま

で

を

よ

べ

の

時
三い

十は

六ん

ヶや

国j人

お

度どゐ

り

J、、

て

、

な

ど

か

は

め

ぐ

み

た

ま

は

さ

ら

ん

や

。

た

う

わ

う

湯

主

に

し

た

が

ひ

た

て

ま

つ

る

。

て

こ

れ

仁

徳jに
のこ

し』

るろ

ベを

なひ

りき
。か

さ

う

り

ん

に

い

の

る

あ

め

を

桑

林

杷

レ

雨

い

ん

た

う

わ

う

み

よ

般

の

湯

王

の

御

代

の

と

き

、

天

下

お

ほ

き

に

ひ

で

り

し

て

、

れ

い

た

い

く

わ

ん

た

い

し

い

は

く

然

る

を

、

霊

肇

官

太

史

う

ら

な

っ

て

云

み

人

を

こ

ろ

し

て

、

人

御

ご

く

う

を

そ

な

あ
め

そ

う

な

う

雨

ふ

る

白

紙

挿

絵

挿

絵

ざ

る

事

七

年

。

の

し

さ

い

な

し

。

を

い

の

り

た

ま

は

ゾ

(

十

九

丁

表

)

(
十
九
丁
裏
)

(

二

十

丁

表

)

(

二

十

丁

裏

)

あ
め雨

ふ

ら

し

と

そ

フ

も

んへ

すて

湯f工て是
王わっとへ
叫孟フイコ
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き

こ

し

め

さ

れ

て

の

給

ひ

け

る

に

は

我

い

ま

雨

ふ

ら

ん

事

の

み

を

ね

が

ふ

は

、

ば

ん

み

ん

を

す

く

は

ん

た

め

な

り

。

な

ん

ぞ

人

を

然

る

に

こ

ろ

し

て

、

い

か

で

か

雨

を

い

の

ら

ん

や

。

も
す，

則2了
ちノ、

こみ

れご

lこく

そう

なを

ふそ

な

へ

て

雨

ふ

ち

ば

、

み

づ

か

ら

が

身

を

も

っ

て

し

つ

ゐ

に

み

づ

か

ら

も

の

い

み

し

下

」

』

ろ

を

い

ま

し

め

て

、

ペコ

め

を
」

十

し

ろ

き

馬

丁

御i表
衣主

をき

ぬり

ぎ

す

て

か

み

を

た

ち

し

ろ

き

車

、

め

犠;さ
とれ
のつ

可).

と

く

身

を
J、、

I れ~さ
六jラRぅし

事じ林:ろ

をのき

も野ゃち

つにが

ていや

みでの

づ給み

かひを

らてち

心や

を雨:く

ん

じ

しを
し、

の

ら

天;せ

道3給
にひ

むけ

かり

し

か

る

に

せ

め

て

カ冶

). 

っ

て

い

わ

く

今
天
、

る

わ

ざ

わ

ひ

を

く

だ

し

て

み

つ

か

ら

を

い

ま

し

め

、

せ

つ

ぎ

が

ま

つ

り

ご

と

の

節

義

に

あ

た

は

ざ

る

か

。

そ
の其

し

ょ

く

を

う

し

な

ふ

か

。

る

事

は

こ

れ

我

雨
を
ふ
ら
さ
げ
〉

あ

る

ひ

は

、
又

宮fは
中?、た

に宮fみ
き殿;を

さをつ

きたか

ふ

に

ぶ

た

う

に

し

て

か

く

つ

く

り

て

ぶ

ん

に

す

ぎ

た

る

か

。

あ

る

ひ

は

お

ほ

ふ

し

て

、

さ

か

ん

に

お

ご

る

か

。

よ

り

ま

い

な

又
は
、

は

う

介

¥

い
を
取
て
、
」

(
二
十

丁

議i裏
人t)
およ

ほく

くし

世ん

にに

おお

りる

カミ

あ

る

ひ

は

し、

つ

は

り

を

た

く

み

て

、

ま

つ

り

ご

と

を

や

ぶ

る

か

。

つ

も

こ

れ

あ

る

な

ら

ば

、

こ

の

六

つ

の

う

ち

た
、
五
わ

ざ

わ

ひ

を

み

つ

か

ら

ひ

と

り

に

お

よ

ぼ

し

た

ま

あ
め

か

や

う

に

雨

を

ふ

ら

し

給

は

す

し

て

、

J、、

。

さ

は

な

く

し

て

天

下

ば

ん

み

ん

を

く

る

し

め

ま

し

ま

す

事

は

い

か

な

る

事

ぞ

と

へ
給
へ
ば
、

天

に

う

っ

た

ね

ん

す

か

み

て

ん

を

か

ん

た

う

せ

し

め

、

い

ま

だ

こ

と

ば

も

す

り

あ

め

お

は

ら

ざ

る

に

、

数

千

里

が

う

ち

に

、

お

ほ

き

に

雨

ふ

り

ぬ

。

そ

れ

人

ぜ

ん

叫

ん

て

ん

た

う

の

こ

』

ろ

に

善

念

あ

れ

ば

、

天

道

か

な

ら

ず

こ

れ

を

た

す

く

。

い

は

ん

と

か

る

か

ゆ

へ

じ

ん

く

ん

ま

さ

し

く

天

の

子

た

り

。

故

に

、

人

君

て

ん

た

う

た

ち

ま

ち

天

道

か

ん

で

に

い

た

り

て

、

や

天

下

の

君

た

る

人

は

天
に
」

(

二

十

二

丁

表

)

へ

た

ま

へ
ば
、

う

っ

た

じ

給

ひ

て

、

わ

ざ

わ

ひ

を

へ

ん

じ

さ

い

は

い

と

な

せ

る

事

だ

う

り

の

よ

ろ

し

き

と

こ

ろ

な

り

。

帝

鑑

図

説

巻

第

終

挿

絵

(

二

十

三

丁

表

)

(

二

十

三

丁

裏

)

挿

絵

(
一
一
十
三
丁
裏
)

J、、

帝

鑑

図

説

二

(
表
紙

帝

鑑

図

説

巻

第

二

目

録

と

く

ほ

ろ

ほ

す

し

ゃ

う

さ

う

を

徳

滅

二

祥

桑

一

ゆ

め

に

た

も

ふ

り

ゃ

う

ひ

つ

を

夢

寮

二

良

弼

一

た

く

お

よ

ふ

三

三

つ

に

津

及

二

枯

骨

一

た

ん

し

よ

う

く

い

ま

し

め

丹

書

受

レ

戒

レ

か

ん

し

て

い

き

め

つ

〉

し

む

ま

つ

り

こ

と

を

感

レ

諌

勤

レ

政

い

っ

て

く

わ

ん

や

く

す

は

う

を

入

レ

関

約

レ

法

ぢ

ん

よ

う

す

け

つ

を

任

二

用

三

傑

一

よ

ぎ

っ

て

ろ

に

い

の

る

せ

い

を

過

ν

魯

組

レ

聖

白

紙

(
目
録
一
一
泉
)

の 帝

樹き股; 鑑

との 図

穀i中;徳i説
の宗f滅2巻
きと 2宇
と申二一
、て祥午

」正大

一~御みー;

F~~' 

外

題

)漢:周;周;周;殿;股;
のののののの

高f宣:武ぶ文:高f中ご
祖そ王f王f王?宗;王?

漢

の

高

祖

漢

の

高

祖

(
目
録
表
)

(8 ) 

此

く
わ

人

ま

し

ま

す

が

、

あ

る

時

、

に

は

か

に

桑

もさ

つ
の
木
、

あ

さ

σコ
ま

し

ゃ

っ
じ

て

抱f:
はす

かで

夜

を

す

ぎ

ぬ

れ

ば

、

た

ち

ま

ち

お

ほ

き

に

さ

か

J、、

て

こ

は

い

か

な

り

に

な

り

に

け

り

。

中

宗

こ

の

よ

し

を

御

ら

ん

じ

て

、

る

事

ぞ

や

。

何

様

こ

れ

は

あ

し

き

事

の

あ

ら

め

や

と

て

、

御

心

の

う

ち

い

ち

よ

く

し

ん

か

す

な

は

ち

伊

捗

と

申

臣

下

に

は

お

ぢ

お

そ

れ

で

ぞ

お

は

し

け

る

が

桑

と

穀;こ

とは

はし、

か

と

〉

へ
ば

さ

れ

ば

伊

捗

申

け

る

に

は

は

せ

た

ま

や

く

わ

い

も

と

よ

り

野

外

に

し

ゃ

う

ず

る

も

の

な

り

し

が

ち

ゃ

う

て

い

丁

表

)

朝

廷

に

し

ゃ

う

じ

て

、

し、

ま
」

こ

と

に

あ

し

た

に

い

で

き

て

、
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や夜

が

う

ち

に

お

ほ

き

に

さ

か

ふ

る

事

い

よ

う

ふ

つ

れ

は

妖

物

な

り

。

ま

こ

と
誠

に

妖，か

物ごく

は m

徳:ー
にと

かし

た

ず

し

か

り

と

い

へ
共

し

か

り

と

い

へ
ど
も
、

き

み

の

ま

つ

り

ご

と

し、

ま

の

君わ

たざ

だは

徳:ひ

をあ

おる

さは

め

て

の

あ

し

き

ゅ

へ

な

る

べ

し

ま

中?っ

宗:り

と

を

し

を

きし

こう

しせ

めば

養?さ

老;れ

のて
れ、

し、

を

あ

き

ら

カミ

お

な

ひ

た
ゾ

わ

ざ

わ

ひ

を

の

づ

か

ら

や

み

ぬ

ベ

此

よ

し

げ

に

も

な

り

と

お

ほ

し

め

し

、

ま

つ

り

こ

と

を

あ

ら

た

め

、

つ

と

に

お

きき
P

つ

て

は

ち

ゃ

う

に

ま

み

え

、

ま

つ

り

こ

と

を

つ

と

め

て

よ

り

、

日

た

け

て

宮

し

ゃ

う

へ

し

り

ぞ

き

給

ふ

。

又

、

た

み

百

姓

に

、

や

み

く

る

し

む

者

あ

れ

ば

、

」

こ

れ

も

も

の

み

づ

か

ら

ゆ

い

て

是

を

と

い

、

喪

あ

る

者

を

ば

、

か

や

う

に

徳

を

お

こ

な

ひ

、

丁

裏

)

こ

れ

を

と

ぶ

ろ

ふ

。

ま

つ

り

ご

と

を

た

ジ

し

た

ま

く

わ

こ

く

三

日

の

う

ち

に

桑

も

穀

も

か

し

ょ

こ

く

と

く

き

そ

れ

よ

り

す

ぎ

し

っ

一

年

と

申

に

は

、

諸

国

の

人

々

、

徳

義

ち

う

そ

う

中

宗

を

お

も

ん

じ

た

て

ま

つ

り

、

す

で

に

七

十

六

ヶ

園

、

い
ん段

の

天

下

、

な

か

ご

ろ

お

と

ろ

へ

し

も

、

た

び

二

度

さ

か

ん

に

お

ご

る

と

か

や

。

へ
ぱ

わ

ざ

は

ひ

こ

れ

に

か

た

す

し

て

れ

に

け

り

。

を

し

た

ひ

、

こみ

のな

中中

に'" ""フ刀て 刀て

のに

御みし

代ょた

にが

し、

た

り

て

へ
り
。

』

を

も

っ

て

あ

ん

す

る

に

そ

れ

天

下

の

君

た

る

人

は

日

も

と

く

を

お

こ

な

は

、

ず

ん

ば

わ

ざ

は

ひ

か

な

ら

す

い

た

る

べ

し

(
二
丁
表
)

白

紙

(
二
丁
裏
)

挿

絵

(

三

下

表

)

挿

絵

(
三
丁
裏
)

邑fLし、

"瓦ん

dコ
高f夢:
白そ h 

刀てう賓5
とエ
申一良り

や

てう

弼2
御みーを

~~~' 

御

位ら
ゐ

っ

か

せ

給

人

ま

し

ま

す

が

ふ

と

き

御

こ

ぎ

ば

に

は

い

だ

し

た

ま

は

ず

と

い

こ

〉

ろ

に

へ

ど

も

う

や

ま

ひ

、

天

下

を

太

平

に

お

さ

め

ん

事

の

み

、

そ

の

て

ん

あ

け

く

れ

お

ぼ

し

め

さ

れ

し

か

ば

、

其

ね

ん

り

き

天

に

か

ん

だ

う

し

て

、

あ

る

日

の

事

な

る

に

、

高

宗

ま

ど

ろ

み

給

ふ

と

き

、

ゆ

め

の

う

ち

に

天

道

し

ん

か

ひ

と

り

の

臣

下

を

あ

た

Jコ
〉

し

み

給

ひ

て

、

あ

ま

く

だ

り

ま

し

ノ

¥

て

へ

給

ふ

と

御

ら

ん

じ

て

す

な

は

ち

ゅ

め

は

さ

め

に

け

り

。

か

の

ゆ

し

か

る

に

十
民
向
。
一
小
、

給

ひ

て

、

ま

し

ま

す

あ人

天;の

下lか
のた
」ち

を

ゑ

か

〉

フ せ

め

の

う

ち

に

、

天

よ

り

あ

た

し

ん

か

臣

下

ど

も

に

仰

せ

け

る

に

は

(

四

丁

表

)

ち

に

こ

の

ゑ

に

に

た

る

も

の

あ

ら

ば

た

と

ひ

い

や

し

き

も

の

な

り

共

ぐ

し

て

イ専ふま

岩:い

のれ

野ゃと

との

申給

とひ

こて
ろ、

そ

の

あ

ま

ね

く

こ

く

ど

を

も

と

め

さ

せ

名た

をま

イ専ふへ

説3ば
と

申

な

り

然

る

に

イ専

岩

の

野ゃー

に人

いの

でお

〉。コ

堵;ぁ

をり

き

づ

き

て

い

た

り

し

が

、

か

の

ゑ

に

ひ

き

く

ら

べ

か

る

か

ゆ

へ

ふ

せ

っ

故

に

侍

説

を

め

し

い

だ

し

て

し

か

ば

す

両:当こ

宗;し

にも

すた

〉 カミ

めふ

と

こ

ろ

な

し

。

局

間

説

を

め

さ

れ

て

、

天

下

を

お

さ

め

ん

事

の

み

け
ん
じ
ん

ま

こ

と

に

こ

れ

賢

人

な

り

。

し

か

る

あ

ひ

だ

、

さ

い

レ

ゃ

う

く

わ

ん

な

の

め

に

お

ぼ

し

め

さ

れ

て

、

す

な

は

ち

宰

相

の

官

に

な

し

、

さ

ゆ

う

あ

け

く

れ

君

の

左

右

に

お

か

せ

給

か

う

そ

う

ふ

せ

っ

高

宗

、

停

説

に

む

か

た

て

ま

つ
る
。

高
一
也
市
、

ち

を

と

は

せ

給

へ

ば

十
両
ウ
示
、

へ
り
。

し

か

る

に

イコ

ね
四

に了

善f盲
ニーげ一
言ん)

を

つ

く

し

て

、

み

Jコ

か

らつ

がて

徳:仰

をせ

たけ

する

けに

lま

な

ん

じ
イ専ふが

説:心

を

ひ

ら

し、

て

( 9) 

な

ん

じ

み

づ

か

ら

に

い

さ

め

を

な

せ

と

の

給

ひ

し

か

ば

、

く

わ

ん

い

さ

め

百

官

を

す

べ

、

高

宗

を

諌

た

て

ま

つ

る

。

高

宗

、

か

く

も

ん

せ

ん

そ

学

聞

を

こ

の

み

、

先

祖

の

い

ま

お

ほ

せ

を

う

け

た

ま

は

っ

て

侍

説

が

い

さ

め

に

し

た

が

ひ

給

ひ

て

し

め

し

た

股;か

のひ

道:
の天

おの

とみ

ろち

た

カ1

は

ず

し

て

ま

つ

り

ご

と

を

し

給

ふ

ゆ

へ

、

二

た

び

お

こ

し

給

ひ

け

り

。

」

へ
し
を
、

(
五
丁
表
)

白

紙

(
五
丁
一
一
畏
)

挿

絵

(

六

丁

表

)

挿

絵

(
六
丁
裏
)

周:
の

文:漂?
王f及f

ふ

枯こ

骨

一
こ

く

せ

い

は

く

国

の

君

に

し

て

西

伯

の

く

ら

ゐ

に

て

お

は

せ

し

と

き

、

あ

るい

野やま

外わだ

を

と

を

ら

せ
../d.為
市羽

ふ

死し

人:み

のち

白?の

骨二ほ

と

風:り

雨うを

に見

給

へ

ば

い

く

と

し

す

ぎ

つ

る

と

も

し

ら

ず
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さ

ら

さ

れ

て

あ

り

し

を

、

御

と

も

の

人

々

に

仰

せ

け

る

に

は

あ

の

白

骨

を

か

き

あ

っ

ち

に

う

づ

め

と

の

給

ひ

し

か

ば

御

と

も

の

つ

め

て

人

々

申

け

る

に

は

、

此

白

骨

は

い

づ

く

の

も

の

い

か

な

る

人

と

も

し

れ

ず

か

くそ

のの

給ぬ

ひし

けも

るな

ぞか

やり

し

文fに
王ゎ 、

仰い

せま

け我

るが

にき

はみ

そな

れに

天;の

子しゅ

は

天

J、、

か下

を

た

諸;も

侯;ち

ーま

し

ま

せ

は:

す

な

は

ち

こ

れ

天

下

の

ぬ

し

」

(
七
了
表
)

こ

れ

国

の

ぬ

し

な

り

。

い

ま

こ

の

自?な

骨:り

は

国

を

た

も

つ

は

み

ィコ

か

ら

カ1

国

の

っ
ち

あ

る

るな

風?れ

雨ぅば

さ

ら

さ

れ

て

あ

り

わ

れ

す

な

は

ち

そ

の

ぬ

し

な

り

。

カ冶

'> 

然

る

に

此
白
骨
、

し
を
見
て
、

い

か

で

か

こ

れ

を

お

ほ

ひ

か

く

さ

ジ

ら

め

や

。

す

な

は

ち

、

よ

し

ぶ

ん

わ

う

へ

り

。

天

下

の

人

々

、

此

由

を

き

く

よ

り

も

、

文

王

ぶ

ん

わ

う

文

王

の

御

お

ん

は

、

っ

ち

に

う

づ

み

た

ま

せ

い

と

く

の

聖

徳

を

か

ん

じ

て

、

し

に

ん

か

』

る

死

人

の

白

骨

ま

で

に

お

よ

べ

り

。

お

ん

た

く

な

ど

か

思

沢

の

お

よ

ば

さ

ら

め

や

と

て

み

な

ノ

¥

申

け

る

に

は

、

い

は

ん

や

し

ゃ

う

あ

る

人

に

か

ん

ぜ

ぬ

人

は

な

か

り

はけ
り
。
」

(

七

丁

裏

)

挿

絵

(
八
丁
表
)

挿

絵

(
八
丁
裏
)

た

ん

し

よ

う

く

い

ま

し

め

丹

書

受

レ

戒

し

う

ぶ

わ

う

み

周

の

武

王

と

申

て

、

御

か

ど

し

う

ぼ

し

て

、

は

じ

め

て

周

の

天

下

と

な

さ

れ

、

し

ん

し

し

ゃ

う

ふ

ふ

と

き

、

匡

師

尚

父

と

申

も

の

を

め

し

い

だ

さ

せ

給

ひ

て

、

そ
の

け

る

に

は

、

お

よ

そ

人

と

し

て

、

其

み

な

も

と

を

ひ

ら

き

は

じ

め

て

、

我

か

と

く

ぎ

や

デ

を

た

て

し

よ

り

、

徐

々

ま

つ

だ

い

の

し

そ

ん

ま

で

、

い

ま

し

め

を

の

こ

し

、

か

き

し

る

し

て

を

く

べ

き

道

理

は

な

に

か

あ

る
く

わ

ん

し

よ

と

の

給

ひ

し

か

ば

、

尚

父

こ

た

へ

て

申

け

る

に

は

、

こ

〉

に

一

巻

の

書

な

た

ん

し

ょ

た

う

そ

の

名

を

丹

書

と

申

な

り

。

君

の

御

こ

の

み

ま

し

ま

す

道

理

は

、

人

お

は

し

け

る

。

い
ん殻

の

天

下

を

ほ

ろ

御

く

ら

ゐ

に

そ

な

は

り

給
お

ほ

せ

あ
り
。

み

な

此

う

ち

に

あ

り

。

君

こ

れ

を

き

こ

し

め

さ

ん

と

」

(

九

丁

表

)

ほ

し

め

さ

ば

、

二
日
、
が
あ
ひ
だ

か

な

ら

ず

こ

の

事

を

お

も

ん

じ

て

も

の

い

み

し

、

ぶ

わ

う

武

王

こ

』

け

っ

さ

い

し

て

御

き

』

あ

れ

と

申

け

り

。

さ

て

ペコ

ね

の一
日

御

座ざけ

につ
は、
し、

の

ぼて
り

給

は

ず

に

お

ゐ

て

か

ん

む

り

堂?を

よた

り£

おし

りく

てめ

さ

南みれ
な

みて

む

き

に

た

ち

給

ひ

て

、

し

み

お

も

ん

じ

て

、

し

よ

し

ゃ

う

ふ

丹

書

を

き

〉

給

は

ん

と

あ

り

し

か

ば

、

尚

父

申

け

る

に

は

、

く

ら

ゐ

き

た

こ

れ

し

ん

か

は

是

、

君

た

る

人

の

位

な

り

。

北

む

き

は

是

、

臣

下

の

く

ら

ゐ

な

り

。

み

な

み

君

今

、

南

む

き

に

た

ち

て

、

丹

書

を

き

こ

し

め

さ

る

へ

き

は

、

い

は

た

ん

せ

ん

だ

い

せ

い

わ

う

し

よ

れ

な

し

。

丹

書

は

是

、

先

代

聖

王

の

み

ち

を

か

き

し

る

し

た

る

書

な

告
』
や
~
北

む

き

に

た

ち

給

ひ

て

、

イコ

〉

れ

い

ぎ

を

つ

く

し

て南

む

き

し

ん

か

の

く

ら

ゐ

に

く

だ

り

て

」

ぶ

わ

う

す

な

は

ち

ひ

が

し

と

申

せ

し

か

ば

、

武

王

、

則

東

む

き

し

ゃ

う

ふ

に

し

に

た

ち

て

、

君

の

く

ら

ゐ

を

く

だ

り

給

へ

り

。

尚

父

も

西

む

き

に

た

し

ん

か

く

ら

ゐ

た

ん

し

ょ

ち

て

、

臣

下

の

位

に

お

ら

す

し

て

、

か

の

丹

書

を

ひ

ら

き

て

よ

み

に

も

ん

お

よ

そ

た

る

き

み

も

の

は

け

い

い

か

っ

と

き

は

た

い

こ

っ

け

り

。

そ

の

文

に

い

わ

く

、

凡

為

レ

君

者

、

敬

畏

勝

二

怠

忽

一

、

く

に

か

な

ら

す

お

と

り

お

こ

る

た

い

と

つ

か

っ

と

き

は

け

い

い

く

に

か

な

ら

す

ほ

ろ

ひ

ほ

ろ

ふ

こ

う

き

国

必

興

昌

、

怠

忽

勝

二

敬

畏

一

、

国

必

滅

亡

。

公

義

か

っ

と

き

は

し

ょ

く

に

と

と

か

な

ら

す

し

た

か

い

し

た

か

ふ

し

よ

く

か

っ

と

き

は

こ

う

き

に

こ

と

勝

二

私

欲

¥

事

必

順

従

、

私

欲

勝

一

一

公

義

一

、

事

か

な

ら

す

ぎ

ゃ

く

に

あ

し

与

必

逆

凶

。

こ

の

こ

』

ろ

は

、

つ
ね
常

に

う

や

ま

ひ

っ

〉

し

め

ば

、

れ

は

九

丁

裏

)

き

こ

し

め

さ

れ

候

へ

(10) 

お

よ

そ

天

下

の

き

み

た

る

へ

き

人

lま

国

か

な

ら

ず

さ

か

，心

へ
り
。

又

ゆ

る

か

せ

に

し

て

よ

ろ

づ

の

事

に

お

こ

た

れ

ば

国

か

な

ら

ず

ほ

ろ

ぶ
べ

ば

ん

じ

我

か

心

の

ま

〉

に

し

た

が

し

ぎ

り

た

£

し

き

と

き

は

へ
り
。

へ
ば
、

ば

ん

じ

あ

し

き

事

い

で

き

ぬ

又

よ

く

し

ん

に

し

た

が

と

か

や

。

(

十

丁

表

)

ほ

ん

も

ん

を

か

き

武ぶし

主fる
し

て

こ
の
」

の

ち

す

な

は

ち御

こつ

のた

文:へ

をあ
、れ

と

申

け

り

か

ジ

み

の

し

そ

ん

ま

で

、

げ

に

も

と

お

ほ

し

め

し

ゆ

か

お

し

ま

づ

き

て
予
フ
づ

だ

ら

い

く

ィコ

さ

か

づ

き

御

て

ん

の

は

し

ら

つ
h

え

も

ん

ま

ど

ゆ

み

々

こ

れ

ら

の

も

の

に

つ

る

ぎ

ほ
こ
、

に

か

き

し

る

し

て

、

し

お

き

給

へ

の

し

そ

ん

の

い

ま

し

め

の

た

め

に

の

こ

せ

い

じ

ん

し

ゃ

う

ふ

そ

れ

武

王

は

聖

人

に

て

ま

し

ま

す

ゆ

尚

父

ご

の
ち
後

の

世

の

ち

/

¥

り

J、、

お

と

き

の

し

ん

か

し

た

が

かつ
る

故かて
ゆ

八

百

に

い

た

る

ま

し、

ま

周;し

のめ

天を

下う

lナ
46. 
n‘ロ

ひ

て

ま

て

っ
た

へ

た

ま

へ
り
。
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ち

ゃ

う

き

う

て

長

久

に

さ

か

ぷ

わ

う

武

王

の

い

ま

し

め

に

よ

り

で

な

り

。

」

へ

し

も

十

丁

裏

)挿
絵

十

丁

表

)

挿

絵

十

丁

裏

)

き

美ゃ
う回し
氏しーう

と ごせ感ナ
申且ん : 

せ王:レて

しと諌;

あ申引と

りて叩;
。む

御み政E
r~~' 

を

然

る

に

美

氏

、

そ

σコ
徳:御

あき

る后;

人に

な

人

ま

し

賢:ま

女iす
iこが
し、

て

り

宣

王

て

主

主

氏

を

御

て

う

あ

ひ

ま

し

/

¥

ゆ

ふ

べ

る

故かは
ゆ

へは

にや

く

朝:ぃ
廷:ね
いて
の、

ま
あ

し

た

は

を

そ

く

お

き

百さ

官わせ
ん

公くた

家けま

のへ

さ

ん

く

わ

し、

も

な

り

Jコ

きり
美や吋

氏しと

こも

のお

よこ

した

をり

あ

ん

ず

る

こ

れ

我

が

君

の

あ

か

り

し

か

ば

、

や

ま

ち

な

り

。

い

さ

め

を

な

さ

ん

と

思

ひ

け

ん
の

か

ん

ざ

しす

ぬな

ぎは

叫すち

賢?亘Lて λ
1月寸ーわ
独j工ぅムづ

なへ か

き仰:宮fら

中f身
のを

ちい

まや

たし

にく

たへ

ちり

し、く

でだ

〉り

女fか
房?う

たべ

ち

を

Jコ

か

てF

て

せ

あ

げ

ら

れ

」

(

十

二

丁

表

)

け

る

は

、

は

か

な

く

も

我

、

れ

い

ぎ

を

つ

く

し

て

我

が

君

に

つ

か

ょ
;り
故;て

へ

た

て

ま

つ

る

事

な

+
り
ト
」
酢

1
U
いl

小ノ、

い

ま

我

が

き

み

を

い

ん

ら

ん

に

お

ご

ら

し

め

、

女

色

か
る
か
ゆ
へ

日

た

く

る

ま

で

お

き

さ

せ

た

ま

は

ず

。

故

しに

心

を

や

っ

さ

し

め

て

、

く

わ

ん

け

い

し

ゃ

う

百

官

卿

相

の

し

ゆ

っ

し

の

と

き

つ

ゐ

に

御

た

い

め

ん

も

ま

し

ま

さ

ず

。

い

ぎ

を

う

し

な

ひ

給

ふ

事

こ

れ

み

な

み

つ

か

ら

が

と

が

な

り

さ

ら

に

君

の

あ

や

ま

り

な

ら

ず

。

た

ジ

ね

が

は

く

は

き宣fみ
萎?王fつ
氏し、 か

の此ら

を

ざ

い

く

わ

に

お

こ

な

ひ

給

へ

と

仰

せ

あ

げ

ら

れ

し

か

ば

よ

し

を

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

や

か

て

さ

と

ら

せ

給

ひ

つ
〉

と

が

に

て

さ

ら

同

な

し

。

た

ジ

我

が

ふ

か

き

あ

や

ま

ち

と

お

ぼ

し

め

し

て

そ
れ
」

よ

り

こ

の

か

た

御

つ

〉

て

し

み

ま

し

/

¥

(
十
二
丁
裏
)

よ

く

て

ん

か

の

ま

つ

り

ご

と

を

つ

と

め

給

ひ

て

、

し

ん

か

臣

下

た

ち

に

御

た

い

め

ん

ま

し

ま

そ

の

れ

い

わ

う

其

御

ち

』

属

王

ゆ

ふ

べ

に

は

を

そ

く

し、

ね

あ

し

た

に

は

は

や

く

お

き

し
て
、

天

下

を

太

平

に

お

さ

め

ん

事

の

み

仰

せ

け

り

。

かし
る

故かも
..ゆ

世:へ
会そにい
ノ、う
と、ま

こ周;こ

そ家かの

申代f宣:
け々王f
りのに

。しい

そた

の

と

き

、

い

せ

ひ

や

う

や

く

お

と

ろ

し

う

り

て

、

周

の

天

下

二

た

び

さ

か

へ

り

。

せ
ん

ん

ま

で

、

宣

王

を

あ

が

め

た

て

ま

つ

り

で

、

き

ゃ

う

し

け

ん

ち

ょ

も

萎

氏

の

賢

女

な

る

ゆ

へ

に

、

是

J、、

よ

り

よ

く

い

に

し

の

み

ち

を

し

り

て

き

み

を

い

さ

め

ま

し

ま

す

ゆ

へ

天

下

ゅ

う

た

う

に

お

さ

ま

る

事

申

も

を

ろ

か

な

り

と

か

や

。

」

(
十
三
丁
表
)

白

紙

(
十
三
丁
裏
)

挿

絵

(
十
四
了
表
)

挿

絵

(
十
四
丁
裏
)

位ら

にゐ漢:

σコ
七高jp入:
な〕ノて
イ伺そ υ 

は トーく白く

り皇?…:

給帝:約?

はとレす

ず申法?

してを

て、

み

か

ど

の

天

下

を

ほ

ろ

在ごぼ

々し

所よて

々

人

お

は

し

け

る

。

そ

の

名

を

柿

公

と

申

せ

し

と

き

、

す

す

し

ん

数

万

の

ぐ

ん

び

ゃ

う

を

も

よ

を

し

、

秦

け

う

く

わ

ん

か

ん

や

う

き

う

す

な

は

ち

瞬

間

を

ゃ

ぶ

り

、

成

陽

宮

に

い

、12ノ11
 

噌
EEA
〆，目、、

い

ま

だ

御

で

に

む

ほ

ん

を

く

は

た

て

』

、

た

り

給

ひ

て

、

の

と

し

よ

り

ど

も

を

め

し

い

だ

さ

せ

た

ま

ひ

Jコ
). 

ま

の

あ

た

り

へ

ち

か

や

つ

け

て

お

ほ

せ

け

る

に

は

、

さ

で

も

な

ん

し

た

い

ぷ

た

う

ふ

び

ん

な

る

次

第

か

な

。

今

ま

で

秦

の

天

下

無

道

の

き

み

に

つ

は

っ

と

L
ゃ

う

ま

で

き

び

し

き

法

度

に

あ

ひ

、

た

み

百

姓

に

い

た

る

迄

、

ゆ

し
ん

そ

れ

秦

の

」

じ

ら

か

は

れ

て

な

き

っ
み

代ょあ

のひ

時ぬ

はる
、事

ま

こ

と

に

年

ひ

さ

し

〉

。

(

十

五

丁

表

)

天

下

の

ま

つ

り

ご

と

の

あ

し

き

事

を

、

そ
の

げ

に

て

そ

し

る

も

の

あ

れ

ば

、

其

一

ぞ

く

る

い

し

ん

ま

で

と

ら

へ

て

つ

り

や

う

に

ん

も

の

両

人

た

い

し

て

は

な

し

を

す

る

者

あ

れ

ば

、

カミ

み

に

お

こ

な

へ

り

又

す

は

や

事

を

た

く

む

と

て

、

す

な

は

ち

と

が

に

お

こ

な

J、、

り。コ
た

びそ

項;の

羽うあ

く

ぎ

や

く

ぶ

た

う

な

る

事

、

と

や

天く

下し

のて

主fい
たわ

るく
J、、、

か

く

の

ご

と

し

。

わ

れ

、

〈

わ

ん

し

ん

ま

づ

は

や

く

関

に

入

て

秦

を

や

ぶ

ら

ん

も

の

く
わ
ん

い

ま

は

や

く

関

に

入

て

、

lま

然

る

に

し

我

す

な

は

ち

天

下

の

王

た

り

。

け

ふ

よ

三り

ケかし

候:て

あな

りん

じ

ら

や

く

す

わ

れ

っ

と

を

せ

ん

に

て

ん

か

の

は

ま

づ

人

を

こ

ろ
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す

も

の

を

ぱ

、

そ

の

身

も

と

も

に

こ

ろ

す

へ

又

人

を

う

ち

き

ず

」

し

(

十

五

丁

裏

)

っ

け

ぱ

そ

の

身

も

と

も

に

き

ず

っ

く

べ

し

ぬ

す

み

を

な

す

と

も

か

ら

を

ば

す

な

は

ち

つ

み

に

お

こ

な

ふ

J、、

し

此

ほ

か

あ

ま

た

の

は

っ

と

を

ば

、

々

に

ゆ

る

す

べ

し

と

お

ほ

せ

け

り

。

又

お

ん

ご

く

此

事

を

し

ら

し

む

ざ

い

し

上

あ

ま

た

の

人

を

つ

か

は

さ

れ

、

在

々

所

々

を

ふ

れ

さ

せ

し

ん

は

っ

と

ま

こ

と

に

天

下

ば

ん

み

ん

、

い

ま

〉

で

秦

の

法

度

に

せ

め

ら

れ

か
p

フ

そ

て

、

う

れ

い

く

る

し

み

て

い

た

り

し

も

、

高

祖

の

仰

せ

を

き

く

よ

り

も

、

か

る

か

ゆ

へ

故

に

、

た

み

百

姓

、

し

ゅ

し

ょ

く

又

は

酒

食

を

も

ち

た

こ

く

の

た

み

ま

で

も

、

へ

し

と

お

ぼ

し

め

さ

れ

て

、

給
ふ
。

よ

ろ

ぶ

事

は

カミ

牛:ぎ

羊ひりィコ
じな
の
し

く

わ

れ

も

ノ

¥

祖と

のも

軍;ょ

中?を

へし

まて
し、、

り

Jコ
〉

つ

れ

て

高

祖

を

う

や

ま

ひ

た

て

ま

つ

る

。

そ
れ
」

十

ノ、

2丁
故;表

ま

ィコ

ば

ん

み

ん

漢:を

のあ

天は

下れ

とむ

d 
J¥  

天

下

の

き

み

た

る

人

は

、

か

う

そ

し

ん

高

祖

は

秦

の

天

下

を

ほ

ろ

ぼ

し

て

し

な

し

給

へ

り
。
」

(
十
六
丁
裏
)

挿

絵

(
十
七
丁
表
)

挿

絵

(
十
七
丁
裏
)

ち

ん

よ

う

す

け

つ

を

任

二

用

三

傑

か

ん

か

う

そ

く

は

う

て

い

漢

の

高

極

皇

帝

、

お

も

ひ

の

ま

〉

に

天

下

を

た

い

ぢ

ま

し

ま

し

て

し

ん

か

ら

く

や

う

な

ん

き

う

の

臣

下

ど

も

を

洛

陽

の

南

宮

に

め

さ

れ

て

、

よ

り

も

ろ

ノ

¥

し

ゅ

ゑ

ん

を

項;な

羽うさ

とれ

天給

下ひ

あし

らと

そき

ひ

し 高

祖

し

ん

か

共

に

と

は

れ

け

る

は

、

わ

れ

我

は

天

ぞ下

との

仰:あ

せる

けじ

りと
。な

り

に項

高f羽
起きは

天

王f下
陵り?ゃ
う、Fこ

とざ

てる

事

は

い

か

な

る

ゆ

へ

ヲ

」

〉

る

は

さ

れ

ば

に

や

ニ

人

の

し

ん

か

あ

り

。

て
る
さ

わ

が

き

み

は

敵

の

し

ろ

を

せ

め

と

り

で

は

、

こ

ち

そ

の

地

を

す
〉

み

い

で

〉

申

け

う

あ

る

と

も

が

ら

に

く

だ

さ

れ

、

敵

国

を

た

い

ぢ

し

て

は

ぐ

ん

し

ん

か

る

か

ゆ

へ

わ

け

で

群

臣

に

は

う

じ

給

へ

り

。

故

に

、

我

も

/

¥

と

ち

か

ら

を

」

(

十

八

丁

表

)

せ

め

た

〉

カミ

ふ

そい

れさ

項Eみ
羽うあ

はり

つ
く
し
、

賢:こ

人:の

をゆ

そ

我

が

君

は

天

下

を

え

さ

せ

給

ひ

け

り

。

ね

み

も
の

ち

ゑ

あ

る

者

を

ね

た

み

へ

ど

も

て
き敵

国

を

せ

め

と

る

と

い

う

あ

る

と

も

か

ら

に

あ

た

へ
す
。

わ

が

身

ひ

と

り

の

よ

く

に

お

ご

れ

り

。

故
に
、

と

項

羽

を

う

ら

み

て

せ

め

た

〉

か

ふ

に

ち

か

ら

を

我

も

ノ

¥

っ
く
さ
ず
。

項

羽

は

天

下

を

た

も

た

ず

と

か

く

申

せ

し

J、、

此

ゆ

か

ば

高

祖

お

ほ

せ

け

る

に

は

、

はわ

カミ か

りち

」え

とを

をろ

雌いか

握?に

のし

うて

ち

又

つ

を

し

ら

ず

。

そ

れ

、

せ

ん

り

ほ

か

に

め

ぐ

ら

し

て

、

か

つ

事

を

千

里

の

外

に

け

っ

す

る

は

、

ち

ゃ

う

り

ゃ

う

く

に

し

ゃ

う

張

良

が

は

か

ら

ひ

な

り

。

国

を

ま

も

り

、

た

み

百

姓

を

あ

ん

ら

く

ぐ

ん

ち

う

あ

る

ひ

は

軍

中

の

ひ

ょ

う

ろ

う

を

た

や

さ

つ

を

し

っ
て

こ

れ

み

な

に
」

十

， 八

丁
れ
し;裏
斎や)

何かし

がて

な

す

と

ろ

な

り

つ

は

も

の

何

万

の

又

両

;: 

る

は

た

'> 

か

ひ

に

の

ぞ

む

と

き

そ

フ

張:な
;ふ
良fか
ち
しw-、
着ゃ日
うる
イ可か事

は
韓:、

信よ是を

、韓:ひ

信よい

がて
は、

か

ら

ひ

な

り

ま

こ

と

に

そ

れ

な

ら

び

な

き

つ

わ

も

の

な

り

。

此

三

人

の

も

の

ど

も

は

そ

れ我

項5
~~ぅ此

二

人

の

た

す

け

を

え

ず

は

、

ら

う

し

ん

は

ん

そ

う

人

の

郎

臣

に

古

増

と

い

ひ

し

つ

は

も

の

あ

り

し

も

い

か

で

か

天

下

を

と

る

べ

け

ん

。

つ

ゐ

に

ふ

(12) 

lまか
く

そ

ね

ま

れ

て

も

ち

ひ

ら

る

〉

事

も

な

し

。

さ

れ

ば

に

や

項

羽

ヂ

」

斗

la

人

の

た

す

け

も

な

か

り

し

ゅ

た

ち

ま

ち

わ

れ

に

ほ

ろ

ぼ

さ

J、、

れ

け

る

と

か

く

の

給

ひ

し

か

ば

み

な

/

¥

こ

の

よ

し

を

き

く

よ

り

も

よ
ろ
」

(

十

九

丁

表

)

こ

ば

ざ

る

は

な

か

り

け

り

。

か

ん

か

う

そ

漢

の

高

祖

の

心

を

も

っ

て

、

そ

れ

ば

ん

み

ん

の

君

た

る

人

は

み

と

す

べ

き

事

か

;: 

と
か
や
。
」

(
十
九
了
裏
)

挿

絵

(
二
十
了
表
)

挿

絵

(
二
十
丁
裏
)

漢:
の

高f過3
祖そ : 

皇?魯f

帝よ杷ど
のる

と聖?
き二

わ

い

な

ん

わ

う

け

い

ふ

准

南

の

王

に

鯨

布

と

申

せ

し

あ

り

。

然

る
に
、

敷
布
、

む

ほ

ん

を

く

は

た

て

〉

漢

の

天

下

を

く

つ

が

へ
さ
ん

J、、

と

せ

し

か

ば

鯨f、
布ふ高

を祖
せ、

め

さ

せ

給

ひ

し

か

ば

さ

う

な

く

鯨

布

を

い

け

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

み

づ

か

ら

つ

は

も

の

を

ひ

き

ぐ

し

て

、
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ど

り

て

き

よ

く

ふ

け

ん

曲

阜

牒

と

申

所

を

す

ぎ

さ

み

や

こ

へ

か

へ

ら

せ

給

ふ

時

、

こ

れ

る

こ

う

し

是

い

に

し

へ

の

魯

の

園

、

孔

子

の

う

ま

れ

給

ひ

し

と

こ

ろ

に

こ

う

し

み

ご

い

ま

又

、

弘

子

の

御

は

か

あ

り

。

こ

の

よ

し

御

ら

ん

じ

て

、

た

い

ろ

う

す

な

は

ち

太

牢

の

に

ゑ

を

そ

な

せ
給
ふ
。

て

高

祖

子

を

ま

つ

り

給

ひ

け

り

。

(
二
十

み

づ

か

ら

ら

い

は

い

し

て

、

せ

い

じ

ん

そ

れ

お

も

ん

み

れ

ば

、

弘

子

は

聖

人

に

て

ま

ろ

こ

く

た

い

ふ

そ

の

く

ら

ゐ

は

魯

国

の

大

夫

J、、

て

丁

表

)

ま

す

と

い

こ

う

し

に

す

ぎ

ず

と

か

や

。

弘

子

む

な

し

く

な

り

給

ひ

て

よ

り

其

後

、

天

下

の

み

ち

し

ん

し

く

は

う

君

た

る

人

、

弘

子

の

道

を

た

つ

と

ば

ず

。

い

は

ん

や

秦

の

始

皇

の

と

し

よ

も

っ

き

、

こ

と

介

¥

く

書

物

を

や

き

す

て

、

じ

ゅ

し

ゃ

の

み

ち

を

い

や

し

め

か

う

そ

て

ん

し

く

ら

ゐ

り

。

い

ま

漢

の

高

祖

は

、

ま

さ

し

く

天

子

の

位

に

て

ま

し

ま

せ

と

も

、

せ

い

じ

ん

し

ゅ

し

ゃ

を

お

も

ん

じ

、

聖

人

の

み

ち

を

た

つ

と

び

、

か

る

か

ゆ

へ

こ

う

せ

い

故

に

、

後

世

の

君

た

る

人

、

し

へ
と
も
、

弘

子

を

ま

つ

り

車合

り

弘

子

を

う

や

ま

ひ

給

ふ

事

、

高

祖

よ

り

も

は

じ

ま

れ

り

。

帝

鑑

図

説

巻

第

二

終

十

丁

裏

)

挿

絵

(

二

十

二

了

表

)

挿

絵

(

二

十

二

丁

裏

)

帝

鑑

図

説

三

(
表
紙

外

題

帝

鑑

図

説

巻

第

三

目

録

か

へ

す

り

の

却

二

千

里

し

乙

〉

め

て

れ

ん

を

う

く

止

レ

輩

受

レ

い

れ

て

い

さ

め

た

も

ふ

納

レ

諌

賜

レ

金

す

も

ち

い

り

こ

う

不

レ

用

一

一

一

『

利

口

一

ろ

た

い

お

し

む

つ

い

へ

を

露

蔓

惜

レ

費

や

り

で

か

う

を

し

や

す

し

ゃ

う

を

遣

レ

倖

謝

レ

相

く

つ

し

て

た

つ

と

き

ね

ぎ

ろ

う

し

ゃ

う

を

屈

レ

尊

労

レ

将

母

り

ん

め

す

け

ん

を

蒲

輪

徴

賢

ニ J 匡む
百 cいま

を
を

漢:漢t漢:
ののの

文f文f文f
帝:帝:帝:

漢

の

文

帝

漢

の

文

帝

漢

の

文

帝

漢:漢

のの

武ぶ文

帝:帝

詔T褒?明f
とし

のて

:奨?静;
レむ

{需t二
ど守t詐:
講?叩 b
つ

る
す

レ

経t令f書t
をる

を

漢:漢漢

ののの

宣f宣f昭主
帝:帝帝:

(
目
録
表
)

(
目
録
裏
)

ヲム

帝

鑑

図

説

巻

第

三

か

へ

す

り

の

む

ま

を

却

二

千

里

馬

か

ん

ぶ

ん

て

い

み

か

と

漢

の

文

帝

と

申

て

、

人

の

御

門

あ

り

。

り

む

ま

み

か

と

に

千

里

を

は

し

る

馬

を

ひ

い

て

御

門

へ

す

〉

然

る

に

あ

る

人
文:、

車;帝:-
ま、日

め

た

て

ま

つ

る

。

御

覧

じ

て

仰

せ

け

る

に

は

我

つ

ね

に

ぎ

や

う

が

う

せ

し

か

ば

に

ら

ん

の

す

メ

を

つ

け

か

り

出:に

るは

とは

きた

だを

にさ

も〉
、せ

ま

う

し

ろ

に

は

あ

十ま

里りた

にの

はと

すも

ぎを

ざつ

りれ

け

り

日

に

わ

づ

か

五

あ

る

ひ

は

お

ん

で

き

あ

り

て

い

く

さ

に

い

づ

る

と

い

へ
共

三

十

里

に

は

す

き

ず

。

日

の

う

ち

に

は

い

ま

わ

れ

千

里

の

馬

に

の

り

と

も

の

も

の

を

ば

さ

て

お

き

て

、

ひ

と

り

さ

す

な

は

ち(
再三む一一

，刷ソま

了
を
か表

(13) 

き
J、、

」

さ

ら

に

な

ん

の

ゑ

き

な

し

と

て

す
〉

み

な

ば

、

へ

し

給

へ

か

の

馬

を

す

〉

め

し

も

の

思

ひ

の

り

ほ

か

の

ち

ょ

く

め

い

に

て

、

り

り

ゃ

う

め

に

千

里

の

馬

は

良

馬

な

り

と

は

申

せ

と

も

む

な

し

く

ひ

し、

文fて
帝か

お

ほ

し

め

す

は

へ
り
け
り
。

ま

こ

と

こ

れ

天

子

の

も

ち

い

ぺ

き

に

あ

ら

ず

と

て

、

き

ん

き

ん

し

ゆ

き

よ

く

い

は

ん

や

金

銀

珠

玉

の

た

か

ら

に

お

ゐ

て

お

や

。

た

ち

ま

ち

か

へ

し

た

ま

ひ

な

ど

か

は

け
る
、

こ

の

み

給

ふ

べ

其;さ

これ

うば
す、

な

は

ち

な

り

ぬ

へ

も

い

わ

く

、

ゑ

き

あ

る

事

を

し

い

に

し

そ

こ

な

は

ざ

れ

ば

せ

ん

な

こき

れも

文fの
帝を

のた

っ

と

び

ざ

れ

ば

た

み

の

心

ま

ん

そ

く

す

と

い

ひ

し

も

こ

〉

ろ

に

す

ぎ

ざ

り

し

。

」

丁

裏

)

挿

絵

(
二
丁
表
)

挿

絵

(
三
丁
裏
)

漢ど
の

文f止:
帝て め
いて

、レ

輩t
を

受:
主主， -
Zコ
と

を

と

く

を

あ

き

ら

か

に

し

て

よ

く

み

ち

を

お

さ

め

、

ま



77 小助川:(翻刻〉奈良県立図書情報館蔵『帝鑑図説J(寛永四年刊本)巻ー~巻四

い

で

L

た

い

め

ん

な

さ

れ

け

り

。

又

え年，つ

郎;;ね

官tし
以いゆ

下げつ

のし

もの

のも

まの

であ

もれ

ば
書;

つ

り

ご

と

お

こ

た

り

ま

し

ま

さ

ず

、

を

た

て

ま

つ

り

て

、

君

を

い

さ

む

る

も

の

あ

れ

ば

み

ち

を

ゆ

か

せ

給

ふ

に

も

、

御

く

る

ま

を

と

ジ

め

さ

せ

た

ま

ひ

い

さ

め

を

き

こ

し

ペコ

〉

め

さ

れ

け

り

。

た

と

ひ

い

さ

む

る

と

こ

ろ

だ

う

り

に

か

な

は

ず

し

て

ゑ

き

な

き

事

の

あ

り

け

る

を

も

げ

き

り

道:ん

をま

おし

さま

むす

る事

にも

ゑな

きし
あ。

る

し

そ

の

い

さ

む

る

所

た

み

を

め

ぐ

み

、

l土

ゑ

ら

み

取

て

お

こ

な

ひ

給

へ

り

。

じ

ん

く

ん

と

く

人

君

の

徳

は

、

い

さ

め

を

き

く

よ

り

も

た

つ

と

き

は

な

し

。

し

ん

し

く

わ

う

秦

の

始

皇

の

時

は

、

そ

れ

お

も

ん

」

(
一
二
丁
表
)

れ

は?

れ

ば

人

と

と

も

に

た

い

し

て

も

の

い

ふ

だ

に

も

ふ

か

く

き

ん

ぜ

い

し

た

ま

も

の

い

ふ

故

へ
り
。

天

下

の

人

、

事

を

つ

〉

君

文fを
帝:い

はさ

む

る

人

な

け

れ
ば色

つ

ゐ

に

天

下

を

ほ

し

み

て

、

ろ

ぼ

せ

り

。

然

る

に

我

が

こ

』

ろ

を

む

な

し

う

し

て

し

ゅ

ん

わ

う

へ

り

。

む

か

し

舜

玉

は

、

た

う

わ

う

湯

王

は

、

の

い

さ

め

を

き

〉

見

る

事

あ

き

ら

か

た

ま

き

く

事

さ

と

し

。

し、

ま

の人

文fの
帝い

もさ
、め

し

た

が

て〉

て

又
、

み

ち

を

お

こ

な

ひ

給

ひ

け

り

。

い

か

で

か

お

と

り

給

ふ

べ

し
。
」

(
二
一
丁
裏
)

挿

絵

(
四
丁
表
)

挿

絵

(
四
丁
裏
)

漢:
の

文f納;
帝:レて

と諌;
申め

し

て 日易;
毛、

金

人

ま

し

ま

官にす

二しが

かあ

た
る

時

は

り

ゃ

う

覇

陵

み

か

ど

と

申

と

こ

ろ

よ

り

、

御

く

る

ま

に

め

さ

れ

て

、

『

む

ま

給

ふ

。

し

か

る

に

、

ム

ハ

の

馬

に

く

る

ま

を

ひ

か

せ

て

、

さ

か

く

る

ま

し

き

坂

を

、

く

だ

り

に

車

を

は

や

め

さ

せ

給

ひ

し

か

ば

あ

う

し

ゃ

う

ぐ

ん

し

ん

か

盆

将

軍

と

て

、

人

の

臣

下

あ

り

。

へ

み

ゆ

き

し

し、

か

〉

も

こけ
品んは

に

そ

ひ

た

て

ま

つ

り

で

み

ゆ

き

の

御

とみ

もづ

申か

侍fら
り2馬
しの

がり

御

車

は

や

御

く

る

ま

う

し

て

さ

か

を

く

だ

ら

せ

給

ふ

ゆ

へ

し、

か
"，. 

あ

や

つ

く

お
文ふ
んも
帝て
いて〉

け

ん

あ

は

て

〉

さ

き

へ

す

』

御

車

を

ひ

き

と

£

む

。

此

よ

み

い

で

し

を

御

覧

じ

て

の

給

ひ

け

る

に

は

、

し

ゃ

う

ぐ

ん

そ

れ

将

軍

た

る

も

の

は

心
も
」

(
五
了
表
)

か

う

に

い

さ

み

お

く

す

る

こ

〉

か

で

か

お

そ

れろ

けな

るき

ぞこ

やそ

は
衰ゑ 、
ん

盆fげ

も

な

れ

。

し

か

る

に

な

ん

じ

、

せ

ん

じ

を

う

け

た

ま

は

り

、

す

な

は

ち

申

け

る

は
+←せ
玉区ぃ

明f仰
のせ

車;君は
まとさ

にしに

のてて

ら、候

へ

ど

も

わ

れ

つ

ね

介

¥

う

け

た

ま

は

り

し

は

も

天

下

の

あ

る

じ

た

る

人

は

、

る

あ

や

う

き

所

を

ば

、

カ冶

〉

せ

た

ま

は

ず

。

そ

の

身

を

お

も

う

し

て

、

し

く

も

ち

た

ま

は

か

る

ノ

¥

み

ず

し

か

る

に

い

ま

我

が

君

は

六

の

馬

に

御

く

る

ま

を

ひ

か

せ

さ

き

う

に

さ

か

を

く

だ

ら

せ

給

へ

し

し

ば

ら

く

と

〉

り

ま

り

給

ふ

べ

も

し

馬

お

ど

ろ

き

て

、

御

車

や

ぶ

れ

、

ふ

り

ょ

に

大

事

い

で

き

な

ば

こ

う

く

わ

い

せ

さ

せ

た

ま

ふ

と

も

、

い

か

で

そ

の

か

い

あ

ら

め

や

。

」

(

玉

ふ

ほ

二

人

の

父

母

の

御

な

げ

き

、

丁

裏

)

さ

あ

ら

文fん
帝:と

き

は

何

と

な

ぐ

さ

人

め

給

ふ

べ

し

こ

の

よ

し

き

こ

し

め

し

、

わ

れ

を

い

さ

む

る

申

事

」

と

は

り

な

り

と

お

ぼ

し

め

し

、

御

く

る

哀fま
盆fを
と
"，' 

(14) 

め

給

ひ

て

み

ゆ

き

を

や

め

さ

せ

給

ひ

け

り

。

其

後

、

し

ゃ

う

り

ん

車

ん

は

ん

ベ

り

ぶ

ん

て

、

上

林

園

に

侍

り

し

。

こ

〉

に

文

帝

の

思

ひ

人

、

み

か

と

か

る

か

ゆ

へ

だ

い

り

。

御

門

て

う

あ

ひ

あ

さ

か

ら

ず

。

故

に

、

第

一

ざ

阜

ん

あ

う

お

な

し

座

し

き

に

な

を

ら

せ

給

へ

ば

、

哀

室

、

比

よ

し

を

み

る

よ

り

も

、

し

た

い

こ

は

ぶ

れ

い

な

る

次

第

か

な

。

御

き

さ

き

と

同

坐

に

お

か

せ

給

ふ

事

い

し

ん

ふ

じ

ん

慎

夫

人

を

ひ

き

し

り

ぞ

け

又

慎よ君

夫ふの

人;御

とと

申も

あ申

の

御

き

さ

き

と

は

れ

下げな

座し

へと

くて

だ

し

た

て

ま

つ

る

哀
室
、

す

』

み

し、

文fで
帝:〉

こ

の

よ

し

御

ら

ん

じ

て

、

てお

ぼ

哀fし
盆j;，

てハ
丁

あ
表れ

ば

そ

れ

め

さ

れ

け

る

は

是

み

づ

か

ら

が

あ

や

ま

り

な

ち

う

げ

ん

り

忠

言

ふ

か

く

理

を

せ

め

て

、

か

や

う

に

わ

れ

を

い

さ

め

け

る

と

も

哀

査

に

、

カま

ね

五

十

斤i御
くよ

だろ

さこ

れび

けま

りし

。く

て

人か

のた

臣;じ

下かけ

とな

しく

そ

れ

て

き

み

に

あ

や

ま

り

あ

る

な

ら

ば

し

い

さ

め

を

な

し

て

た

ジ

す

へ

さ

て

又

し

ん

か

の

い

さ

め

に

し

た

が

ひ

て

ち

う

人

の

君

と

し

て

、

し

ん

の

と

も

が

ら

に

は

ふ

か

く

お

ん

し

ゃ

う

を

ほ

ど

こ

す

へ

し

。

し

ん

か

二

た

び

い

さ

む

る

臣

下

な

し

。

ち

う

げ

ん

み

』

に

さ

か

ひ

ぬ

れ

ば

ま
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と

に

天

下

の

君

た

る

人

は

、

ぷ

ん

て

い

文

帝

の

心

を

も

っ

て

か

げ

〉

み

と

す

べ

き

事

と
か
や
。
」

(
六
了
裏
)

挿

絵

(
七
了
表
)

挿

絵

(
七
丁
裏
)

す

も

ち

い

り

こ

う

不

レ

用

二

利

口

か

ん

ぶ

ん

て

い

し

ゃ

う

り

ん

且

ん

漢

の

文

帝

、

あ

る

日

の

事

な

る

に

、

上

林

苑

に

み

ゆ

き

な

さ

れ

て

、

と

け

ん

虎

圏

に

の

ぼ

ら

せ

給

ひ

て

、

と

り

け

だ

も

の

〉

ぶ

ぎ

や

う

に

お

か

せ

給

ぽ

せ

き

く

わ

ん

そ

の

う

ち

ひ

し

簿

籍

の

官

を

め

さ

れ

て

、

此

苑

の

中

に

は

、

そ

れ

ノ

¥

の

と

り

い

か

ほ

ど

あ

る

ぞ

と

御

た

づ

ね

ま

し

ま

せ

ば

、

し

よ

く

ふ

畜

夫

と

申

も

の

、

け

だ

も

の

、

じ

返

事

を

申

事

あ

た

は

ず

。

然

る

に

、

ぽ

せ

き

簿

籍

に

か

は

り

て

一

々

御

返

事

を

申

せ

し

か

ば

、

ち

ゃ

う

せ

き

し

張

釈

之

を

め

さ

れ

て

仰

せ

け

る
簿

籍

か

た

は

ら

よ

文:り

帝ごも
、す

〉

み

い

で

御

よ

ろ

こ

び

ま

し

ノ

¥

さ

い

の

ふ

音

夫

は

是

、

才

能

あ

り

て

、

も

の

を

い

ふ

に

も

く

ら

か

ら

ず

。

し

よ

く

ふ

し

ゃ

う

り

ん

主

ん

け

ふ

よ

り

し

て

、

音

夫

を

ば

上

林

苑

の

ぶ

ぎ

や

う

に

」

(

八

丁

表

)

せ

き

し

き

ん

ち

う

は

ん

ベ

り

な

さ

ん

と

あ

り

し

か

は

、

釈

之

申

け

る

は

、

い

ま

禁

中

に

侍

り

け

る

、

し

う

ほ

っ

ち

ゃ

う

し

ゃ

う

ち

ょ

と

く

け

ん

じ

ん

周

勃

・

張

棺

如

、

こ

の

二

人

は

徳

あ

る

賢

人

に

て

ま

し

ま

せ

ば

、

き

ん

ち

う

よ

く

禁

中

の

事

を

は

か

ら

ひ

、

て

lま

天

下

の

事

を

は

か

ら

ふ

に

も

く

ち

を

ひ

ら

い

で

か

ず

ノ

¥

も

の

徳:を

あい

るは

人す

はと
、し、

へ

ど

も

そ

の

り

に

お

ゐ

て

く

ら

か

ら

ず

。

さ

れ

ぱ

のろ

脅しを
よ

くの

夫ふづ

はか
、ら

ふ

か

ふ

テ
」
〉

し

て

ろ

に

も

の

を

い

は

ず

。

い

ま

よ

く

べ

そ
、
豆

も

の

を

い

ふ

事

す

み

や

か

な

り

。

も

し

膏

夫ん

をぜ

もっ

ちを

ゐも

てつ

官Lて
ん

あ

げ

さ

せ

た

ま

は

ジ

君

天

下

ば

ん

み

ん

、

を

し

な
J、、

ん

ぜ

も

の

い

ふ

事

を

た

し

な

と

ノ¥、

つ

を

ま

な

び

、

て

わ

れ

も

ノ

¥

み
て
、

つ

は

砂

を

も

っ

て

こ

と

ば

を

か

ざ

り

さ

しら
畜ょに

夫ふま

をこ

もと

ちを
ゐ」

し、

(

八

丁

裏

)

か

ら

ず

。

た
、
豆

ね

カ2

わ

く
文ふ
んは
帝:、

き

こ

し

め

さ

れ

い

ふ

べお

も

ひ

と

ま

り

給

ふ

べ

ゐてま
に、し

L- t， ーレ

膏ょ張やま

夫ふ釈iL
宇之しは
b が

ちい

ゐ
ふ

た
と

ま v

は守
ず z

し

こ

と

は

り

な

り

と

お

ほ

し

め

し

、

そ

れ

此

事

を

見

る

に

つ

け

て

も

人

を

も

ち

ゐ

る

事

は

ま

こ

と

に

べ

も
の

よ

し

と

せ

ず

。

こ

と

ば

お

ほ

き

者

は

、

し

な

す

く

な

し

。

せ

き

し

の

釈

之

が

い

さ

め

に

し

た

が

ひ

給

ふ

事

、

ん

ぜ

イコ

を

も

イコ

て

さも

れの

ばい

ふ
文ぶ
帝と事
いを

こ

と

は

り

と

こ

そ

き

こ

え

け

り
。
」

(

九

丁

表

)

白

紙

(
九
丁
裏
)

挿

絵

(

十

丁

表

)

挿

絵

(

十

丁

裏

)

御

漢:
の

文子露ろ

帝:肇t
、惜f
u 

費:
を

イコ

く

ら

ん

と

お

ほ

し

め

し

て

り

さ

ん

媛

山

と

い

ひ

し

と

こ

ろ

に

、

ば

ん

し

ゃ

う

す

で

に

番

匠

を

め

し

ょ

せ

給

ひ

で

お

ほ

せ

こ

れ

き

ん

き

ん

是

、

金

銀

の

ろ

た

い

露

墓

を

あ

る

時

け

る

に

は

い

ま

わ

れ

、

ろ

た

い

を

つ

く

ら

ん

と

す

。

イコ

ゐ

ゆ

る

所

、

い

か

ほ

ど

に

で

あ

る

ら

ん

。

は

か

ら

ひ

申

せ

と

あ

り

し

か

帝:黄fば
金;、
百フ

斤iけ
のた

つま

ゐは

える

なと

り申
。て

か

ん

が

ふ

る

に

、
ぶ
ん

此

よ

し

か

く

と

申

あ

げ

た

て

ま

つ

る

。

文た
み

い

へ

黄

金

百

斤

は

民

の

家

く

は

し

く

は

か

り

(15) 

き

こ

し

め

さ

れ

て

仰

せ

け

る

に

は

、

人

十

家

の

た

か

ら

と

な

り

ぬ

。

う

で

な

つ

の

憂

を

た

て

』

、

そ

れ

に

か

ん

が

ふ

る

に

、

予」、〉

を

も

っ

て

あ

ん

ず

る

に

い

ま

わ

れ

む

な

し

く

十

家

の

い
と
」

十

き

先tな
帝:み

のを

宮fや
殿でぶ
ん

をら

んよコ

ぎ事

フ

け

て

丁

表

ま

こ

と

に

お

し

む

J、、

と

こ

ろ

な

り

。

わ

れ

さ

ら

に

せ

ま

し

と

す

る

に

あ

ら

ず

。

た

み

の

た

か

ら

を

つ

ゐ

や

し

て

そ

れう

文fて
帝ごな

はを

ペコ

く

下り

四て

海?:ゑ
をき

太tな
計へし

止しと
て

お

さ

め
思

ひ

と

ジ

ま

り

給

ひ

け

り

。

き

ん

き

ん

金

銀

ざ

い

は

う

に

と

も

し

か

ら

ず

。

天

てコ

し
け
F

っ

か

り

と

い

へ

共

、

む

な

し

く

た

か

ら

を

つ

ゐ

や

し

た

ま

は

ず

。

む

か

し

尭

し

ゅ

ん

と

か

い

舜

の

と

き

、

土

増

三

尺

の

す

ま

ゐ

を

し

た

ま

ひ

し

も

、

い

か

で

か

し

ん

し

く

は

う

あ

は

う

き

う

そ

う

ち

う

そ

う

又

、

秦

の

始

皇

、

阿

一

房

宮

を

た

て

、

宋

の

徽

宗

い

く

千

万

家

の

い

と

な

み

ゑ

い

く

わ

ひ

と

り

栄

花

に

」

のこ

艮;れ

獄?に

を」

たと

てな

〉ら

ん

き

ん

銀

を

つ

ゐ

や

し

、

を

ゃ

ぶ

り

、

ば

ん

み

ん

の

た

か

ら

を

う

ば

ひ

と

り

て

、

か

る

か

ゆ

へ

故

に

、

ひ

ん

く

に

十

へ
給
へ

了

表

)

さ

か

ば

ん

み

ん

、

り
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た
J、、

カミ

官fね
殿;て

は

な

や

カミ

た

よコ
る

と
し、

へ
ど
、
も

し、

文fか
帝:で

のか

こた

〉の

ろし

をみ

た

う

ぞ

く

お

ほ

く

世

に

お

ご

り

つ

ね

に

天

下

お

さ

ま

ら
ず
。

を

と

げ

さ

ら

ん

や

。

そ

れ

天

下

の

き

み

た

る

人

は

も

っ

て

か-
'，; 

(
十
二
丁
表
)

み

と

す

べ

き

事

と

か

や

。

」

白

紙

(
十
二
丁
裏
)

挿

絵

(
十
三
丁
表
)

挿

絵

(
十
三
丁
裏
)

漢:
の遺?
文ぷて
んレ

帝:イ幸t
を

の誘fし
巨よ千

下か相主

を

申よ

屠と

嘉か

と
し、

ふ

も

かの

故:あ

空り

カミ

文fれ
帝が

，心

す

だ

う

り

を

し

る

。

せ

う

し

ゃ

う

れ

を

お

も

ん

じ

給

ひ

っ

与

、

丞

相

の

く

ら

ゐ

に

あ

げ

給

へ

り

。

又

、

ら

う

く

わ

ん

と

う

し

乙

う

ぶ

ん

て

い

郎

官

の

も

の

に

、

郵

通

と

い

ふ

も

の

あ

り

。

さ

い

は

ひ

に

文

帝

の

御

し
ん

ょ

に

な

ら

び

は

な

か

り

け

り

。

あ

る

時

、

申

し

と

う

と

う

ま

へ

郵

通

、

文

帝

の

前

な

を

に

し

て

よ

く

も

の

〉

に屠とて

侍Jt嘉かい
り?、あ

し文fひ
が帝:を

のつ

く
御
るま
事
へ

に

し

こ

う

す

。

然

る

に

つ

ね

《

¥

君

の

御

て

う

あ

ひ

ま

し

ま

す

ゆ

へ

、

ま
此テ
由よ」
しと

に

つ

〉

む

心

も

な

く

そ

の

あ

り

さ

ま

ぶ

れ

い

な

り

。

申

屠

嘉

、

を

見

る

よ

り

も

、

す

な

は

ち

そ

う

も

ん

申

さ

れ

け

る

は

君

も

し

し

ん

か

を

」

(

十

四

丁

表

)

て

つ
あ

ひ

ま

し

ま

さ

ば
宅主き 、
耳てん

中fた
の〉よ

れざ

し、し、

ぎは

lこう

いを

あ

た
ノ、、

し

そ

れ

っ

き

に

せ

さ

せ

給

ふ

h 

J、、

た

っ

て

は

し

む

に

し

く

は

な

し

。

か

な

ら

ず

ふ

れ

い

を

い

よ

く

つ

〉

ま

し

め

給
r、、

郵:と

喧:申

がつ

所〉

す

な

は

ち

わ

其:が

ふや

みに

にカミ

し、

わ

く

へ
り
、

つ

の

ふ

み

を

か

い

て

っ

か

は

す

。

な

ん

じ

、

た

£

い

ま

我

が

と

こ

ろ

す

な

は

ち

な

へ

き

た

れ

。

も

し

き

た

ら

ず

は

ん

じ

を

こ

ろ

す

へ
し
。

ト
晶
、
し

此

由

、

郵
通
、

こ

の

よ

し

を

見

る

よ

り

も

、

こ

ま

か

に

お

ど

ろ

き

て

、

か

く

と

文

帝

へ

そ

う

も

ん

す

。

文

帝

き

こ

し

め

さ

れ

て

お

ほ

せ

け

る

は

に

は

、
そ
の其

い

ま

し

め

の

た

め

な

る

べ

せ

う

し

ゃ

う

丞

相

に

ま

み

こ

れ

べ

つ

の

し

さ

い

な

し

。

な

ん

じ

が

ぶ

れ

い

な

る

ゆ

へ

し

な

ん

じ

、

み

や

か

に

」

(

十

四

丁

裏

)

へ

よ

と

の

給

ひ

し

さ

り

て

か
ば
、

郵;
通:

せ

う

し

ゃ

う

す

な

は

ち

丞

相

の

家

に

い

た

り

く

つ

を

ぬ

ぎ

、

へ

に

ひ

れ

ふ

し

か

っ
r.;.か

をん

地ちむ

lこり

つを

けと

申してり
ん、、

丞

相

の

ま

お

ほ

ひ

に

い

か

つ

ぶ

さ

に

わ

び

て

い

ひ

し

か

ば

ち

ゃ

う

て

い

っ

て

い

は

く

、

そ

れ

朝

廷

は

、

せ

う

し

ん

小

臣

の

身

と

し

て

、

屠と我

嘉かか

あ

や

ま

り

の

お

も

む

き

を

れ

い

ぎ

を

つ

も〉

殿;し
しナ A

上ゃ U
うと

ゐ ろ
て
な

り

か

た

じ

け

な

く

な

ん

じ

と日

ペム
ノ、んし、

な
を
り
な

す

事

は

れ

な

し

し

か

る

と

き

は

吏り

官Lな
んん
0コ
じ
もは
の，

にれ
申、

ーコ
ft 

の

カミ

す

ま

じ

き

と

し、

ふ

ま

郵? >. 

通;に

，心

へ

と

あ

り

し

か

ば

あ

れ

は

か

ら

こ

た

へ

か

ね

て

わ

が

あ

や

ま

り

か

う

べ

を

う

っ

て

ち

を

い

だ

し

カミ

申よは

屠と

嘉かさ

な

れ

ど

も

(
十
五
了
表
)

りさ

けせ

る給

とへ
;.. 

ろわ
にひ、

け

文fれ
帝:共

ゆ
る
」

つ

ゐ

に

い

か

り

を

や

め

ず

。

LF」

F
っ
し
と
λ
ノ

部

通

す

で

に

申

屠

嘉

が

所

に

い

た

り

か

>. 

さ

だ

お

ぼ

し

め

さ

れ

け

る

は

め

て

お

ほ

て〉

し、

カミ

ら

れ

丞?て
し

相十く

にる

わし

びむ

さ

せ
M. 
小ロ

ひ

て

へ

き

と

お

ほ

し

め

し

す

な

は

ち

人

を

つ

か

は

さ

れ

都

通

を

め

さ

れ

し

か

ば

(16) 

申

屠

嘉

、

ち

よ

く

め

し、

文:に

帝:も

のれ

御じ

まと

て

部

通

を

ゆ

る

し

け
り
。

い

そ

ぎ

か

へ

に

し

か

う

し

て

へ

り

て

郵

通

な

ん

だ

を

な

が

し

て

申

け

る

は

丞

相

す

で

に

我

を

こ

ろ

さ

ん

と

せ

し

事

君

の

御

お

ん

に

よ

り

て

ゃ

う

ま

こ

と

に

あ

ゃ

う

か

り

つ

る

に

い

の

ち

を

の

か

れ

け

る

と

申

け

る

こ

そ

こ

と

は

り

な

れ

。

」

十

五

丁

裏

)
挿

絵

(
十
六
丁
表
)

挿

絵

(
十
六
了
裏
)

漢:
の

文f屈;
♂し

帝よて

の尊ご
とと

き労;
ろ

北5レう
方?将よ
のを

旬主

奴:
む

ほ

ん

を

すお

なこ

はし

ちて

列:
キL~ み
や

M;.ちヲF

Z弓ミよ 、ー

属tへ
あ

周;た

亜f士
夫ふな

、せ

し

カミ

ば

す

き

こ

し

め

し

、

し

ゃ

う

ぐ

ん

此

三

人

の

も

の

ど

も

を

将

軍

に

な

さ

れ

つ

〉

、

あ

し

ゃ

う

ぐ

ん

す

き

こ

の

三

人

の

将

軍

、

数

万

騎

り

う

れ

い

現

礼

文

帝

ま

た

の

つ

は

も

の

を

そ

へ

さ

せ

給

ふ

。

。コ

つ

わ

も

の

を

ひ

き

ぐ

し

て

、

す

で

に

み

や

こ

を

た

ち

い

で

〉
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は

し

ゃ

う

は

覇

上

と

い

ふ

所

に

ぢ

ん

を

と

り

、

お

う

ふ

さ

い

り

う

E
夫

は

細

柳

と

い

ふ

と

w

ろ

に

ぢ

ん

と

り

て

ぶ

ん

で

い

文
帝
、

徐:
属t
は

敵て き
き練ょ

をく

ふ円:

せに

ぎぢ

たん

でど

まり

〈コ

る

し

か

る

に

お

ほ

し

め

す

に

は

こ

の

三

人

の

も

の

ど

も

、

ひ

さ

し

く

か

せ

ん

に

心

を

つ

く

し

、

ち

ん

ち

う

陣

中

へ

い

で

〉

見

ま

は

£

や

と

て

は

し

ゃ

う

き

ょ

く

も

ん

ま

づ

覇

上

・

練

門

の

一

一

と

こ

ろ

さ

い

り

う

細

柳

へ

さ

だ

め

で

心

や

っ

か

り

ぬ

。

大
」
許
り

御ば
=む、
d川νま」ー

めー十

さ七

れ了

て表

み

づ

か

ら

J、、

み

ゆ

き

あ

り

そ

れ

よ

り

も

営fう
門ち

にす

いぎ

たて

り

け

天;れ

子し共

軍;た

F~~ ジ
の今

も御

のい

とで

もな

さ

て

い

た

り

給

へ

り

づ

さ

き

ば

し

り

の

も

の

か

た

く

門

を

と

ぢ

て

入

ざ

り

し

か

ば

、

こ

は

い

か

ジ

と

思

ひ

り

す

み

や

か

に

も

ん

を

ひ

ら

け

と

い

ひ

け

れ

ば

、

ぐ

ん

ち

う

し

ゃ

う

ぐ

ん

そ

れ

軍

中

に

は

、

将

軍

の

仰

せ

を

こ

そ

う

け

た

ま

は

れ

。

ぶ

ん

て

い

し

ば

ら

く

あ

り

て

、

文

帝

、

申

け

る

は

天

子

の

せ

ん

じ

あ

る

事

を

し

ら

ず

と

い

ふ

。

い

た

り

給

へ

つ

ゐ

に

も

ん

を

ひ

ら

か

ず

。

亜f文
夫ふ帝

が

所

J¥  

こ

の

よ

し

を

と

も

御

覧

じ

て

、

す

な

は

ち

御

馬

じ

る

し

を

も

た

せ

っ

か

ひ

ま

は

ん

た

め

れ十

迄1七
き丁

た裏

る

と

し、

を

た

て

さ

せ

」

給

ひ

け

る

は

わ

れ

ぐ

ん

ち

う

を

見

ぢ

て

入

事

あ

た

は

ず

と

仰

せ

け

れ

ばへ

軍;、と

F~~ 亜f も
を夫ふ

ひ、ぐ

らこん

きのも

よん

しき

うび

けし

たく

まと

は

り

す

な

は

ち

け

ぢ

を

く

だ

し

て

、

く
ん

さ

て

、

軍

門

の

ば

ん

し

ゅ

、

し

ゃ

う

く

ん

将

軍

、

つ

ね

に

は

っ

と

を

お

か

れ

け

る

は

、

外

よ

り

は

せ

き

た

る

馬

を

い

れ

じ

と

、
天

子

を

い

れ

た

て

ま

つ
る
。

へ

に

す

〉

天

子

の

御

ま

い

で

〉

申

け

る

は

ん

も

ん

き

び

し

く

と

ぢ

て

、

た

く

申

さ

れ

け

る

ゆ

へ

な

り

。

た

ゾ

今

の

御

事

は

ゆ

る

さ

せ

給

へ

と

申

ぶ

ん

て

い

ぐ

ん

ち

う

さ

て

、

そ

れ

よ

り

も

、

文

帝

は

や

う

や

く

軍

中

へ

い

た

り

給

ふ

。

お

う

ふ
E
夫
、

け
り
。

此

と

き

天

子

に

い

で

む

か

へ

け

る

あ

り

さ

ま

は

、

手

に

ほ

こ

か

っ

ち

う

ま

へ

甲

宙

開

を

た

い

し

て

、

御

ま

の

前

に

ふ

ぐ

ん

ち

う

軍

中

の

れ

い

、

ぎ

は

た

ゾ

是

な

り

。

を

も

ち

、

身
に
一
『
一

(

十

八

丁

表

)

み

は

た

ば

り

て

申

あ

げ

け

文:る

帝:は

め

ん

あ

れ

と

ぞ

申

け

る

。

そ

れ

ぐ

ん

ち

う

の

れ

い

ぎ

は

こ

の

よ

し

を

き

こ

し

め

し

、

お
b

フ

ふ

か

く

こ

そ

あ

ら

め

と

思

召

、

亜

夫

を

ほ

め

て

仰

し

ゃ

う

ぐ

ん

は

し

ゃ

う

き

ょ

く

も

ん

ま

こ

と

の

将

軍

な

り

。

さ

き

に

覇

上

・

練

円

せ

け

る

に

は

、

こ

れ

に

い

た

り

け

れ

ば

ぐ

ん

も

ん

軍

門

の

ば

ん

し

ゅ

も

ゆ

る

か

せ

に

し

て

て

き

じ

ん

も

し

敵

人

、

ま

こ

と

に

わ

ら

ん

べ

の

た

は

む

れ

に

に

た

り

。

の

亜fに
夫は

にか

し、 lこ

たせ

つめ

てか

十
J

乎
J
R

、

い

か

で

か

ふ

せ

ぎ

と

ゾ

む

ベ

し

又
、

は

敵

た

や

す

聖f亜fく
明f夫ふせ
のはめ

」ーら

世せる

のへ

名fか
大ごら
しず

将?と

な

り

し

カミ

り

と

亜fぃ
夫ふへ

ど

た

の

も

し

う

ぞ

お

も

は

れ

け

り

。

そ

れ

も

文

帝

君

に

あ

ら

ず

は

又
、

(

十

八

丁

裏

)

ま

よ

く

我

か

け

ん

い

を

お

も

う

し

て

そ

の

れ

い

を

ゆ

た

か

に

し

ぶ

J、、

れ

い

を

も

っ

て

ざ

い

く

わ

を

ま

ぬ

か

る

へ

き

や

。

こ

う

せ

い

た

い

し

ゃ

う

後

世

の

君

た

る

人

、

よ

く

大

将

を

ゑ

ら

む

べ

き

事 下

」

、

〉

を

も

イコ

ーて
文そみ

帝よる

と

き

は

を

も

っ

て

か

ゾ

み

と

す

べ

し

(

十

九

丁

表

)

白

紙

(

十

九

丁

裏

)

挿

絵

(

二

十

丁

表

)

挿

絵

(

二

十

了

裏

)

漢:
の
二L 蒲ほ
『ト， h、

帝:fi
と問、す

申賢:
てを

(17) 

み

し

ゅ

し

ゃ

人

ま

し

ま

す

が

、

儒

者

の

み

ち

を

こ

な

し

ゅ

し

ゃ

そ

の

と

き

天

下

に

名

あ

る

儒

者

を

ば

め

さ

れ

て

、

て

う

く

わ

ん

ぎ

よ

し

た

い

ふ

く

わ

ん

に

あ

げ

給

ふ

。

越

結

と

い

ひ

し

も

の

を

ば

、

御

史

大

夫

の

く

わ

う

さ

う

ら

う

ち

う

れ

い

く

わ

ん

わ

ん

に

な

さ

れ

、

さ

て

又

、

王

減

を

ば

、

郎

中

令

の

官

に

す

』

め

給

て

う

く

わ

ん

わ

う

き

う

越

緒

・

王

減

、
み

か

と

御

門

の

ま

せ

た

ま

ひ

て

、

ふ

然

る

に

君

そ
人
フ

の
も

儒よん

者午申

ぐ

此

二

人

の

人

々

、

し

ん

こ

う

さ

れ

け

る

に

は

、

わ

れ

ら

が

し

し

や

う

に

、

申

公

と

申

て

、

カミ

あ
り
。

カヨ

く

も

ん

よ

な

ら

武ぶび

帝な
、し

す

な

は

か

れ

を

め

さ

れ

て

く

わ

ん

に

あ

ちげ

使しさ

者午せ

を給

イコ J¥  

かと

は申

さけ

れれ

ば

こ

の

よ

し

き

こ

し

め

し

、

申

公

を

め

さ

れ

け

る

。

し

か

る

に

、

し

ん

こ

う

と

し

そ

れ

申

公

は

、

年

よ

り

た

る 武

帝

お

ほ

し

」

め

す

に

は

御

丁

表

)

ぎ

そ

の

義

に

で

あ

る

な

ら

ば

、

り

ゃ

う

く

る

ま

輔

の

車

を

ひ

か

せ

て

、

申

公

を

め

さ

れ

け

り

。

わ

か

ま

か

の

く

る

ま

の

輸

を

蒲

を

も

っ

て

つ

〉

ま

せ

給

ひ

て

、
又
、
南
一

し

カミ

(
二
十

も

の

と

き

く

。

み

ち

の

っ

か

れ

を

い

と

ふ

へ

し

と

て

、

る

に

東そ
く車

にの

玉;う

ち

を

し

っ

か

に

し

、

み

ち

の

じ

ゅ

う

を

え

せ

し

め

り

。
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へ

さ

せ

給

ひ

て

、

申

公

に

を

く

ら

れ

け

り

。

申

公

、

す

な

は

ち

ぶ

て

い

を

か

ん

じ

て

、

則

み

や

こ

へ

い

た

り

け

り

。

武

帝

、

な

の

め

に

お

ぼ

ち

う

ふ

く

ら

ゐ

る

わ

う

ふ

り

申

公

を

大

中

大

夫

の

位

に

な

さ

れ

、

魯

王

の

府

裡

に

お

か

ふ

て

い

た

い

へ

い

武

帝

、

天

下

を

太

平

に

お

さ

む

を

そ

君

の

御

お

ん

し

め

し

せ

た

ま

へ
-
り
。

申

公

に

と

い

給

ふ

は

、

る

事

は

せ

ん

と

お

ぼ

せ

け

れ

ば

申

け

る

に

は

申

公

い

か

ジ

れ

ば¥

J、、

十

丁

裏

お

さ

む

る

事

主fは
き

業ゃべ

をつ

おに

こ申

な

ひ

天

下

を

」

た

ま

は

£

、

つ

ね

に

心

を

は

げ

ま

し

て

、

み

よ

太

平

の

御

代

た

る

べ

し

と

申

け

る

こ

そ

、
け

ん

じ

ん

み

だ

る

〉

も

、

み

な

賢

人

に

よ

る

と

か

や

。

た

い

八

い

か

る

か

ゆ

八

賢

人

き

た

れ

は

太

平

な

り

。

故

に

、

し

さ

い

な

し

。

君
、

こ

と

は

り

な

り

。

て

ん

か

の

お

さ

ま

る

も

、

け

ん

じ

ん

賢

人

さ

れ

ば

て

ん

か

み

だ

れ

、

め

い

く

ん

へ

の

明

君

は

、

わ

が

身

を

い

や

し

う

し

て

、

か
ん漢

の

て

ん

か

は

じ

ま

り

て

よ

り

、

い

に

し

ふ

て

い

武

帝

に

い

た

っ

て

、

け

ん

じ

ん

を

う

や

ま

ひ

か

る

か

ゆ

へ

故

に

、

い

に

し

へ賢

聖f人
人;を

のた

御みつ

代ょと

にみ

給

り

お

よ

ば

ず

古とと

人い

の

，. 

へ

ど

も

ろ

に

こ

と

な

ら

ず

。

天

下

太

平

に

給

ふ

事

お

さ

ま

る

事

、

申

も

を

ろ

か

な

り

と

か

や

。

」

(

二

十

二

了

表

)

白

紙

(
一
一
十
二
丁
裏
)

挿

絵

(

二

十

三

丁

表

)

挿

絵

(

二

十

三

丁

裏

)

漢:
の
し自月め
昭ゃーぃ

帝:矯二
と

申

て
い

つ

わ

る

詐

レ

し
ょ
を

室
田

と

し

御

年

十

四

の

と

た

い

し

ゃ

う

ぐ

ん

き

よ

り

も

、

く

ら

ゐ

に

そ

な

は

り

給

ひ

け

り

。

し

か

る

に

、

大

将

軍

く

わ

く

く

わ

う

し

ん

か

ゆ

〈

霊

光

と

申

て

、

ひ

と

り

の

臣

下

あ

り

。

君

ょ

う

せ

う

に

ま

し

ま

す

故

に

、

よ

ろ

づ

天

下

の

ま

つ

り

ご

と

を

は

か

ら

ひ

て

、

き

み

を

し

ゅ

ご

し

か

る

か

ゆ

へ

か

い

ち

ゃ

う

こ

う

し

ゆ

き

し

ゃ

う

ぐ

ん

け

つ

た

て

ま

つ

る

。

故

に

、

蓋

長

公

主

、

左

将

軍

築

、

お

な

し

く

そ

の

こ

あ

ん

さ

う

こ

う

よ

う

く

わ

く

く

わ

う

其

子

安

、

な

ら

び

に

桑

弘

羊

、

震

光

が

い

み

か

ど

人

ま

し

ま

す

が

(J) 

そ四

れ人

燕f
王fを
はの

さく
フ

り

や

っ

て

せ

ひ

に

お

ご

る

を

そ

ね

み

て

い

わ

く

、

て

ん

し

天

子

の

御

く

ら

ゐ

を

つ

が

せ

た

ま

は

ず

。

し

ゃ

う

て

い

昭

帝

を

と

り

の

け

て

、

燕fれ
王fも
をつ

ま

し

ま

せ

ど

も

、

て

う

ら

み

な

り

。

い

か

ん

共

し

て

く

ら

ゐ

に

そ

な

へ
た
て
」

い

ろ

ノ

¥

十

四

丁

左さ表
し、J

将ゃ
うま
軍ぐ
ん Jコ

祭iら
ん

と

ひ

よ

そう

れで
> 

昭長フ
うた
帝て「
いか
は
ば

な

り

Iま

し、

ま

だ然

少:る

年fに

て

ま

し

ま

せ

ば

申

さ

れ

け

る

に

い

か

や

う

に

す
べ

き

と

も

、

こ

れ

ま

こ

と

に

や

す

か

り

ぬ

。

く

わ

く

く

わ

う

霊

光

を

ざ

ん

げ

ん

し

て

、

ま

づ

は

か

り

こ

と

を

た

今

C

く
み
、

と

が

に

お

と

す

も

の

な

ら

ば

な

き

Jコ

は

り

てへ

文:き

をぞ

イコ

く

り

イコ

か

ん

の

し

先ごさ

し、し、

の

あ

る

さ

ら

ば
世ァ主 、
ハ六ん

王fは
よか

りり

もこ

と

を

く

は

た

て

ん

我

が

君

へ

と

て

ひ

の

人

ま

い

り

た

り

。

御

ふ

み

御

覧

候

へ

と
て
、

昭

帝

震へ

光す

を〉

幕?め

府ふた

ので

校fま
尉いつ

lこる
て。

フ

せ

ら

れ

て

う

け

た

ま

は

れ

ば

そ

の

ふ

み

に

い

は

く
よ

ろ

づ

天

下

の

事

を

は

か

ら

は

せ

ら

る

〉

に

っ
き
」

Jコ
て震

人:光

数νま
しを
ひも
ま

よ
〉

を

しに
し、

せ

ひ

ペコ

た

(

二

十

四

丁

裏

)

に

お

ご

り

て

カミ

J、、

む

ほ

ん
し主，

H刀ゃ仏
うく

帝:わ

た

つ

る

よ

し

を

、

へ

う

け

た

ま

は

る

と

ぞ

か

き

に

け

り

。

み

う

ち

て

、

す

な

は

ち

御

内

に

と

£

め

給

ひ

て

く

わ

く

く

わ

う

は

ず

。

霊

光

こ

の

ふ

み

を

御

覧

じ

二

た

び

し

も

へ

く

だ

し

た

ま

(18) 

此

よ

し

を

き

く

よ

り

も

、

身

の

はな

力:す
、らと

なが
二は
あ

ら

ね

ど

も

ぜ

ひ

を，

よは

lまし、

ぬか

次しな

第じる

な事

りや

ら

んこ

の

λ
ノ
へ

と

も

か

く

も

き

み

の

お

ほ

せ

を

ま

つ

べ

し

と

て

イコ

ゐ

かし

たゆ

じつ

けし

なを

くや

もめ

御みて

門:、
よわ

りが

や

そ

は

し、

た

り

け

震わり

光干し

をか

る

ち

よ

く

し

を

た

て

、

め

さ

れ

け

り

。

震

光

君

の

御

ま

へ

に

し

こ

う

し

て

、

ち

ゃ

く

し

た

る

か

ん

む

り

を

取

、

カミ
> 

昭ぶフ

帝て
いを

カ込

た

む

け

し-

1与や
ーう十

軍;五

了

先1表
か)

ん

君
の
」

仰

せ

を

ま

ち

に

け

り

。

の

給

ひ

け

る

に

は

、

い
ふ

み

づ

か

ら

が

云

事

を

き

け

。

車

ん

わ

う

燕

王

の

か

た

よ

り

も

つ

ぶ

さ

に

申

き

た

り

た

む

り

を

ち

ゃ

く

し

て

、

な

ん

じ

が

む

ほ

ん

を

く

わ

た

っ

る

よ

し

を

、

り

み

づ

か

ら

こ

の

よ

し

を

き

く

よ

り

も

お

も

は

さ

ら

に

ま

こ

と

』

こ

れ

ま

こ

と

に

い

つ

は

り

な

ら

ん

。

ま

く

ふ

か

う

な

ん

じ

を

幕

府

の

校

尉

と

な

す

事

、

い

ま

だ

十

日

も

す

ぎ

ざ

り

し

。

ゑ

ん

わ

う

す

り

る

に

、

燕

王

は

み

や

こ

を

は

な

れ

て

数

千

里

の

ほ

か

に

ゐ

て

、

か

な

ん

じ

を

校

尉

の

く

わ

ん

に

な

す

事

を

、

ず
。

そ

れ

を

い

か

に

と

い

ふ

に

然

い

か

で

っ

た

へ

き

か

る

べ

き

ぞ

や
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よ

く

ノ

¥

こ

れ

を

あ

ん

す

る

に

、

な

ん

じ

を

と

が

に

お

と

さ

ん

と

の

は

か

り

こ

と

』

お

ぼ

え

た

り

と

お
し

昭ゃほ

帝::?
の

御

と

し

は

(
一
一
十
五
丁
裏
)

し、

まけ

た
る

十 v

四
そ
歳ご

こ

と

は

り

な

り

。

こ

の

と

き

、

さ

ゆ

う

の

事

な

れ

ば

、

左

右

に

は

ん

ベ

り

け

る

人

々

、

お
ほ

君

の

仰

せ

を

か

ん

じ

此

よ

し

を

き

く

よ

り

も

、

イコ

:，. 

た

が

かひ

のに

燕f目
玉fと
よめ

りを

も見

御あ

つは

かせ

ひて

ま し

た

を

ま

い

て

そ

い

た

り

け

り

。

又

て

』

に

げ

さ

り

ぬ

。

こ

の

よ

し

を

き

く

よ

り

も

、

お

ど

ろ

き

あ

は

さ

し

ゃ

う

ぐ

ん

け

つ

く

わ

く

〈

わ

う

も

の

又

、

左

将

軍

築

が

一

ぞ

く

、

震

光

を

そ

し

る

者

く

わ

く

く

わ

う

と

れ

震

光

は

是

、

り

た

る

と

申

せ

し

も

の

、

忠fあ
臣よれ

のば

も

の 昭

帝

い

か

ら

せ

給

ひ

て

仰

せ

け

る

に

は

ち

〉

ふ

て

い

と

し

我

か

父

武

帝

、

み

づ

か

ら

が

年

い

と

け

な

き

に

よ

り

て
、

よ

ろ

けつ

ふ震

よ光

りを

した

ての

以いま

後ごせ

、給

て〉

て

(
一
一
十
六
丁

み

づ

か

ら

が

た

す

け

と

し

た

ま

へ
り
。

震

光

を

そ

し

る

も

の

」

す

な

は

ち

し

ざ

い

に

お

こ

な

ふ

べ

し

と

の

給

ひ

し

か

ば

、

も

の

く

わ

く

く

わ

う

こ

た

び

そ

し

る

者

は

な

し

。

一

雀

光

御み表

~~~' ~ 

のあ

仰ら

せば

お

そ

れ

よコ

〉

君

の

御

お

ん

を

か

ん

じ

て

、

つ

を

つ

く

す

事

、

申

も

ち

う

せ

い

よ

ノ

¥

を

ろ

か

な

り

と

か

や

。

」

(

二

十

六

丁

裏

)

挿

絵

(

二

十

七

丁

表

)

挿

絵

(

二

十

七

丁

裏

)

漢:
の

宣f褒T
帝ih
と奨T
申ニむ

て守よ
、 令れ

御みを

~~~' 

人

ま

し

ま

す

が

、

よ

く
府ふく

そ中f円
れの人工

府ふ守えを

中;護ミゑ

ら

ふ

か

く

め

ぐ

み

を

ほ

ど

こ

し

給

ふ

。

又

み

も

ち

ゐ

て

、

ぐ

ん

け

ん

し

ゅ

ご

郡

豚

の

守

護

を

う

や

ま

ひ

た

ま

ひ

て

、

仰

せ

け

る

に

は

、

ぐ

ん

け

ん

し

ゃ

う

郡

勝

の

守

護

た

る

も

の

は

、

た

み

百

姓

の

み

な

も

と

な

り

。

然

る

と

き

は

ひ

さ

し

〈

守

護

人

を

そ

の

所

に

お

か

ず

し

て
し

ゃ

う

た

み

百

姓

守

護

の

め

ぐ

み

を

た

び

ノ

¥

カミ

ゆ

る

も

の

な

ら

ば

、

お

も

ふ

に

こ

れ

か

ふ

む

ら

ず

し

て

、

ち

か

ご

ろ

な

れ

し

守

護

に

は

な

れ

あ

ま

イコ

さ
J、、
、

て
、

又

あ

ら

た

に

守

護

を

む

か

ろ

の

や

す

へ

な

ば

さ

だ

め

て

こ

〉

ん

ず

る

ひ

ま

あ

ら

じ

。

し

ょ

せ

ん

、

た

£

け

ふ

よ

り

し

て

は

、

」

十

八

丁

表

)

たた

みび

百しく
姓や 1 

う守よ

護ご

を

あ

ら

た

む

も

し

し

か

守Lる
護ども

のの

か
ら
ず
。

な

ら

ば

、

た

が

ひ

に

あ

ん

ど

の

む

ね

を

え

て

め

ぐ

み

を

か

ふ

む

り

、

つ

り

ご

と

に

た

が

は

ず

し

て

か

み

:の
故;を

、し

ま

へ

に

し

た

が

ふ

へ

し

と

お

ぼ

し

め

す

こ

そ

、

せ

ん

で

い

ふ

け

ん

宣

帝

の

御

時

は

、

府

豚

の

守

護

を

す

る

も

の

、

ち

ひ

さ

し

く

そ

の

地

に

き

よ

ぢ

う

す

。

こ

と

は

り

な

れ

。

を
え
て
、

又

は

府ふ千

豚:石

のの

守

護

を

っ

か

さ

し

て

、

い

ま

だ

ほ

ど

も

す

な

は

ち

ば

、

則

ち

よ

く

じ

ゃ

う

を

く

だ

し

給

ひ

て

、

き

ん

き

ん

け

ん

は

く

給

ひ

、

あ

る

ひ

は

金

銀

絹

吊

を

は

う

び

に

く

だ

さ

れ

、

た

い

と
h

フ

く

わ

ん

こ

う

き

守

フ

け

い

内

侯

の

官

に

な

さ

れ

、

又

は

三

公

の

官

、

九

卿

の

く

わ

ん

の

か

く

る

く

わ

ん

事

あ

れ

ば

、

」

(

二

十

八

丁

裏

)

ゑ

ら

み

て

官

を

つ

か

せ

給

へ

り

。

く

わ

う

は

も

の

ゑ

い

せ

ん

し

ゅ

ご

黄

覇

と

い

ひ

し

者

、

穎

川

の

守

護

た

り

と

い

へ

ど

も

、

め

さ

れ

て

太

子

ふ

て

う

く

わ

う

か

ん

も

の

の

太

停

と

な

り

、

又

、

越

黄

漢

と

い

ひ

し

者

、

是

も

穎

川

の

守

護

た

け

い

て

=

フ

い

ん

れ

共

、

め

さ

れ

て

京

兆

の

戸

と

な

る

、

そ

れ

ノ

¥

に

し

た

が

っ

て

、

ゑ

か

る

か

ゆ

へ

た

い

へ

ら

み

て

官

に

す

〉

め

た

ま

へ

り

。

故

に

、

天

下

太

平

に

お

さ

ま

り

、

ち

う

か

う

め

い

く

ん

こ

う

せ

い

中

興

の

明

君

た

る

事

、

後

世

の

お

よ

ぶ

と

こ

ろ

に

あ

ら

ず

。

」

へ

ざ

り

し

に

く

ん

めフ

さを

なれ
あてす

る l くと

ひ百とも

は lこが

関Lあら
んげを

(19) 

十

九

丁

表
白

紙

(

二

十

九

丁

裏

)

挿

絵

(

三

十

丁

表

)

挿

絵

(
一
二
十
丁
裏
)

み

と

と

の

り

て

じ

ゅ

に

か

う

す

け

い

を

詔

レ

儒

講

レ

経

か

ん

せ

ん

で

い

漢

の

宣

帝

、

つ

ね

に

が

く

も

ん

を

こ

の

ま

せ

給

ひ

て

、

し

ゅ

し

や

き

ゃ

う

儒

者

を

め

さ

れ

、

五

経

を

よ

ま

せ

給

ひ

け

り

。

あ

ま

た

の

そ

れ

五

経

に

と

く

と

こ

ろ

は

身

を

お

さ

め

、

む

き

儒与し

者主か

のり

道Zと
をい

き

ら

ひ

天

下

を

お

さ

む

る

の

だ

う

り

、

し

ん

し

く

は

う

せ

い

じ

ん

秦

の

始

皇

、

聖

人

の

い

ま

し

め

に

そ

し

よ

も

つ

あ

ま

ね

く

天

下

の

書

物

を

あ

つ

め

て

、

か

ん

よ

漢

の

代

に

い

た

り

、
あ

き

ら

か

な
り
。

へ

ど

も

に

し

よ

りく

のや

書よき

物ごす

をて
、給

次L ふ

第to

くし
カミ

る

t、
寸

へ

ど

も

こ

と

六

¥

し、

に

た

づ

ね

い

だ

す

と

い
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お授』ひ

ほまさ

くちし

のノく

儒与、 な
者主にか

をした

」て

し

ゅ

し

や

て

ん

天

下

に

お

ほ

き

儒

者

た

ち

も

、

そ

の

伝

り

か

る

か

ゆ

へ

た

が

ひ

に

そ

の

理

お

な

し

か

ら

ず

。

故

に

、

き

ゃ

う

五

経

へ

ぬ

れ

ば

、
十

丁

表

)

あ

つ

め

さ

せ

給

ひ

て

、

の

ぎ

り

の

、

伝;ぉ

註?な

おし

なか

しら

かざ

らる

ざ所

るを

をば
ば、

た

が

ひ

に

せ

ん

ぎ

ひ

ょ

う

ろ

ん

し

て

、

を

干しの
言宮よ

主I~ ¥ 
之しほ

とん

申を

じ見

ゆあ

しは

せ

て

ぎ

り

を

た

三

し

け

り

又

よ

く

ノ

¥

ゃ

に

仰

せ

け

る

に

は

た

が

ひ

に

い

で

あ

ひ

ひ

ょ

う

ろ

ん

し

て

、

ひ

の

っ

か

ざ

る

と

こ

ろ

を

ば

た

れ

は

か

く

よ

み

、

た

れ

は

か

や

う

に

よ

み

た

り

と

そ

う

も

ん

申

せ

と

あ

り

し

か

ば

つ

け

た

ま

は

宣fる
帝:と
、て

ぜ

ひ

の

っ

か

ざ

る

所

あ

れ

ば

き

み

へ

そ

う

も

ん

申

け

り

。

こ

し

め

さ

れ

て

、

よ

易;く
きz-
経ゃ工
うの

はぜ

ん

梁ゃあ

丘~ < 
賀か z
わ

〈コ

たけ

給
つ
るへ

り
所

しし
尚やか

春よ書iる
十は iこ
秋;夏か 、

の易?は侯;こ
く き圭迅こ し庁、

官ゎ経ゃ杭?勝ゃー
んうりう"'h

を・梁?・ヰ
た尚午済f夏かゐ
て奇:が侯;ぅ
ミ 国ょっ建:ち

L たが
春ゅう
ん

秋:る
r と
の

ろ

十

っ

た

う

る

と

こ

ろ

、

」

丁
裏
)
、

こ

れ

ら

を

て

ほ

ん

と

な

さ

れ

つ

〉

、

き

ゃ

う

は

く

し

こ

の

三

経

を

も

っ

て

、

す

な

は

ち

博

士

あ

ま

ね

く

此

三

経

を

を

し

さ

詩しせ

経?給
一うひ

け

ネL~ り
言己き

の故

ほ

ど

な

く

て

ん

か

に

ひ

ろ

ま

れ

り

。

さ

て

又

経

は

す

ぎ

に

し

ま

よ

り

ひ

ょ

う

ろ

ん

し

て

、

さ

だ

め

お

き

し

事

か

ん

せ

ん

で

い

な

れ

ば

、

い

ま

又

さ

ら

に

あ

ら

た

め

ず

。

漢

の

宣

帝

よ

り

こ

の

か

た

、

に

っ

ち

う

て

ん

五

経

の

道

理

あ

き

ら

か

な

る

事

、

ま

こ

と

に

日

中

の

天

の

ご

と

し

。

ば

ん

せ

い

ほ

っ

と

れ

を

高

世

に

っ

た

天

下

を

さ

む

る

人

の

法

度

と

す

べ

き

所

、

の
功
、

J、、

J、、

て

又

お

ほ

ひ

な

る

か

な

。

帝
鑑
図
説
巻
第
一
一
ー
終

白

紙

(

三

十

二

丁

裏

)

挿

絵

(

三

十

三

丁

表

)

挿

絵

(

三

十

三

丁

裏

)

帝

鑑

図

説

四

(
表
紙

外

題

)

ぜ

帝

鑑
留i焚f君;愛f監2賞主夜や拒え賓:葺と図
めて 二 んう ん二 め手以

てレ て すてて IVL

j内1委i匡I惜L完J:I)í虫i 分f 白ょネL~tt::ご
をろ くにう んすし月マ

もす をま四

戒;示;魚i良;拝;て項i講t賜:故こ旋i目
しす すう十う は掠
むレ レのレレ す

レ レ

者T倹:水ナ官二老f令(l経穴布3人?直?
りを V んをを L を

を を ι を

キ、ー

帝

漢:鑑

の図

成六葺と説

帝7 め巻て
と艦空両
申 し一

て;
、雄t
御み t 

r~:' 一ち←ーょ
を

漢:漢:

のの

光L成f
う z昆て
武ぶ?い

漢

の

光

武

漢

の

光

武

漢:漢

のの

明t光
帝:武

宋f普漢:漢
のののの

高f武ぶ昭午明
祖そ帝帝;帝

(
目
録
表
)

(
目
録
裏
)

人

ま

し

ま

す

が

ぞ

く

わ

う

し

族

の

玉

氏

た

(20) 

御

ほ

し

ひ

ま

〉

に

け

ん

あ

ん

し

ゃ

う

こ

う

ち

ゃ

う

こ

〉

に

安

昌

侯

張

百

円

と

申

も

の

あ

り

。

せ

い

て

い

ち

ゃ

う

う

成

帝

に

さ

づ

く

。

張

再

を

う

や

ま

ひ

給

ひ

て

ま
玉
き Jコ
経やり

のご

みと

ちを

師しをみ

ν とだ
置や
ういせ

とてり
な、。

ち
、

へ

い

を

と

り

成

帝

ヲー

」

学?さ

問:れ

をた

すま

〉て〉

めけ

てり

張
百
円

い

ま

だ

わ

か

き

時

は

人

を

い

ざ

な

ひ

す

こ

し

も

お

ご

る

こ

』

ろ

な

し

。

そ

し

す

で

に

お

い

て

よ

り

く

ら

かゐ

故かた
ゆ

へか

lこく

す

〉4卸

あ

ら

は

さ

ん

事

を

の

ぞ

め

り

。

君

を

か

ろ

し

め

た

て

」

丁

表

)

ま

せ

ば

み
z-
」

く我

のがし

王f名か
氏しをる

た世せに

ち間:

にと

ま

Jコ

り

い

せ

ひ

さ

か

ん

に

ま

し

も

を

張;ろ
うか
高うな

がる

ふ と

ちか

フゃ
を。

く

み

こ

の

人

々

に

か

た

ら

ひ

て

、

君

に

ふ

ち

う

を

い

た

す

事

、

申

く

わ

い

り

け

ん

れ

い

し

ゅ

う

ん

し

ん

か

こ

〉

に

棟

里

牒

の

令

に

朱

雲

と

申

臣

下

あ

て

ん

1ν

ま
、

あ

る

と

き

天

子

の

御

前

に

し

こ

う

り

ひ

と

りね

のが

俵hわ
け?しく

二んは
く

び

を

き

り

朱

斬さ雲
ん

馬ばー

の人

剣っす
る

き〉

をみ

そもい

のつで

代ょて 〉

σコ

き

み

へ

そ

う

も

ん

申

け

る

は

、

し

よ

く

わ

ん

に

ん

の

そ

の

中

よ

り

し

て

そ

れ

が

し

に

給

ひ

な

ば
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朱よお臣よ

雲;ほ下か

申せの

けけみ

るるせ

はにし

はめ

是;、に

、一そせ

安ぁもん

~ f妥fと
昌?臣よ申

侯;とせ

張:はし
うたか

高うれば

なな

りる
。ら

ん

と

あ

り

し

カミ

ば

せ

い

て

い

成
帝
、

き

こ

し

め

さ

れ

て

成

帝

き

こ

し

め

し

、

か小fお
し臣:ほ

むのひ

るぶに

ぞーんい

やとか

。しら

てせ
、給

ひ

て

仰

せ

け

る

は

、

な

ん

じ

、

し

し

ゃ

う

ち

ゃ

う

う

な

ん

ぞ

み

づ

か

ら

が

師

匠

、

張

再

を

は

づ

了

裏

)

ま

こ

と

に

そ

の

と

、

が

お

ほ

ひ

な

り

。

た

ち

ま

ち

し

ざ

い

に

お

こ

な

は

ん

事

い

か

で

か

ゆ

る

す

へ

き

そ

や

。

あ

れ

は

か

ら

と

あ

り

し

か

ば

、

へ

の

人

々

、

し

ゅ

う

ん

ご

て

ん

は

ち

朱

雲

を

ひ

き

た

て

〉

、

御

殿

の

し

も

へ

く

だ

さ

ん

と

す

。

然

る

に

、

へ

の

ら

ん

か

ん

に

と

り

っ

き

て

、

死

す

と

も

は

な

し

ゅ

う

ん

き

う

に

朱

雲

を

ひ

き

た

て

し

御

ま

う

け

た

ま

は

る

と

申

つ

〉

、

す

な

朱
雪雪
~宣言

御

て

ん

の

ま

す

ま

じ

と

い

ふ

。

し

か

り

と

い

へ

ど

も

か

ば

つ

ゐ

に

ら

ん

か

ん

を

ひ

き

お

り

ぬ

。

朱

雲

、

す

な

は

ち

さ

け

ん

か

け

つ

わ

う

り

う

は

う

し

ん

か

で

い

わ

く

、

む

か

し

夏

の

築

王

は

、

龍

逢

と

い

ふ

臣

下

を

こ

ろ

し

、

い

ん

ち

う

わ

う

ひ

か

ん

ち

う

し

ん

又

、

殻

の

紺

王

は

比

干

と

い

ふ

」

(

二

丁

表

)

忠

臣

を

こ

ろ

し

給

へ

り

。

い

ま

み

づ

か

ら

も

そ

の

こ

と

く

所
な
り
。

君

を

い

さ

め

申

に

よ

り

、

と

が

な

き

ち

か

り

う

は

う

ひ

我

し

』

て

地

下

に

い

り

な

ぱ

、

か

の

龍

逢

・

比

ち

う

き

あ

そ

ん

で

忠

義

の

鬼

と

な

ら

ん

こ

そ

、

是

わ

が

ね

が

ふ

せ

い

め

い

ね

い

し

ん

聖

明

の

君

た

り

と

い

へ

ど

も

、

俵

臣

か

る

か

ゆ

へ

せ

い

て

い

故

に

、

成

帝

干:し

と lこ

〉を

もな

にす

と

か

や

た

ジ

う

ら

む

ら

く

は

に

ひ

か

れ

ぬ

れ

ば

つ

ゐ

に

こ

〉

ろ

あ

や

ま

り

ぬ

。

も

ふ

か

く

わ

れ

を

い

ま

し

め

た

ま

り

け

る

左さ
し叶1
将や!卜

け

軍;る

辛よこ

慶;1そ
忌きこ

とと

申は

もり

へ

り

と

な

れ
"-"し。
ノ、ゆ

司王子フ w 
玉三たん 」

がの

申と

事き

を御

きま

〉

の

T ま

則ti 1 
ち.-

かへ

ん

む

り

を

と

り

か

う

べ

を

か

た

む

け

き

み

申

あ

げ

け

御る

前ては

そ

れ

朱

雲

は

、

も

と

よ

り

心

し

ゃ

う

ぢ

き

な

る

も

の

な

れ

ば

、

(

二

丁

裏

)

を

も

は

成fジ
帝:か

ら

ず

ゃ

う

の

事

を

申

殺

り

。

き

こ

し

め

し

、

ゆ

る

し

給

ふ

べ

し

。

し

ゅ

う

ん

つ

ゐ

に

い

か

り

を

や

め

、

朱

雲

を

ゆ

る

し

給

ふ

と

か

や

。

し

ゅ

り

マ

マ

か

の

ら

ん

か

ん

の

お

れ

た

る

を

修

理

す

べ

ぎ

と

申

せ

し

此

よ

し

た

'，; 

さ

て

其
後
、

カミ

ば

成

帝

の

給

ひ

け

る

に

は

此

ら

ん

か

ん

か

な

ら

ず

あ

ら

た

め

修

理

す

べ

か

ら

ず

。

こ

の

お

る

〉

所

を

あ

つ

め

て

、

ふ

き

お

ぎ

ぬ

た

豆

ち

う

げ

ん

忠

言

の

ぃ

、

そ

の

あ

と

を

と

ジ

め

て

、

し

ん

か

臣

下

た

る

事

し

ら

し

め

ん

が

た

め

な

り

と

、
れ

ぞ

朱
告旨

仰:が

せひ

けき

るお
w る

と所

の

は

は

白

紙

さ

ら

に

た

ぐ

ひ

は

な

か

り

け

り

。

」

(
三
丁
裏
)

ひ

ん

れ

い

す

こ

じ

ん

を

賓

二

礼

故

人

一

か

ん

く

わ

う

ぷ

く

わ

う

て

い

漢

の

光

武

皇

帝

と

て

げ

ん

く

わ

う

厳

光

と

い

ひ

し

も

の

と

御

と

も

な

ひ

ま

し

ま

し

て

、

く

わ

っ

ふ

み

か

と

光

武

は

御

門

の

く

ら

ゐ

挿

絵
挿

絵

J、、

わ

か

き

と

き

(
三
丁
表
)

(
四
丁
表
)

(
四
丁
裏
)

人

の

み

か

ど

あ

り

。

い

ま

だ

御

と

し

を
え
て
、

と

も

が

天く

下も

のん

王fを
とな

なさ

りれ

給け

ふり

こ

の

と

き

、

ま

我

ん

を

つ

と

め

し

も

、

と

な

り

給

ふ

。

ゆ

る

も

の

な

ら

ば

、

名

を

か

く

し

て

其
後
、

厳

光

お

も

ひ

け

る

に

し
よ

光

武

と

と

も

な

ひ

書

を

よ

み

、

わ

か

き

時

よ

り

も

、

く

わ

う

ぶ

光

武

ま

こ

と

に

さ

い

わ

ひ

を

え

て

、

天

下

の

王

く

わ

う
光

武

に

ま

み

が

く

も

(21) 

わ

れ

御み

門

の

L 、
せ

ひ

い

に

し

J、、

の

よ

し

み

を

も

ち

、

か

る

か

ら

ん

。

し

ょ

せ

ん

我

が

い

づ

く

に

な

り

と

も

身

を

し

の

び

み

か

ど

に

ま

み

世

を

の

が

れ

て

ぞ

い

た

り

け

り

。

鉄

る

へ

申

さ

じ

と

て

、

」

(

五

丁

表

)

く

わ

う

ぷ

げ

ん

く

わ

う

け

ん

じ

ん

光

武

厳

光

が

賢

人

な

る

事

を

お

も

ひ

い

だ

さ

せ

た

ま

ひ

〈コ

て

か

れ

を

よ

び

い

だ

さ

ん

と

て

、

あ

ま

た

の

人

を

め

さ

れ

厳

光

が

や

う

す

を

か

た

ら

せ

給

ひ

て

、

方

々

を

た

づ

ね

給

へ

ば

、

せ

い

く

に

こ

〉

に

ひ

と

り

の

お

の

こ

あ

り

。

羊

の

か

わ

ご

ろ

も

を

き

て

、

斉

の

国

'> 

さ

ら

ば

の

さ

わ

べ

カミ

の

う

ち

に

つ

り

を

た

れ

て

そ

い

た

り

け

り

。

ぁ

ゃ

し

ゃ

、

こ

の

よ

し

、

か

く

と

そ

う

も

ん

す

。

光

武

こ

れ

に

で

あ

る

ら

ん

と

て

う

た

が

ふ

と

こ

ろ

な

し

。

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

る

ら

ん

と

て

、

を

そ

な

J、、

光

武

厳fぜ
光よひ

と

た

イコ

O 

是

玄fさ
緩:だ

のめ

て

厳

光

な

て

内ごす

裡りな

には

めち

さく

れる

しま

かを

どひ

もか

せ

〈コ

〉

い

は

く

イコ

ゐ

度E ま

まい

でる

ち事

ょな

くし
し。

(

五

丁

裏

)

お

ぼ

し

め

し

こ

れ

に

た

へ

か

ね

て

つ

ゐ

に

み

や

い

た

り

け

J、、
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り

く

わ

う

ぷ

光

武

げ

ん

く

わ

う

な

つ

か

し

く

お

ほ

し

め

し

、

い

そ

ぎ

厳

光

に

た

い

め

ん

し

ゅ

く

し

よ

か

た

じ

け

な

く

も

厳

光

が

宿

所

へ

み

ゆ

き

あ

る

。

厳

光

、

み

か

と

い

て

御

門

こ

れ

ま

で

御

出

せ

ん

と

て

、

こ

の

と

き

う

ち

ふ

し

ま

ど

ろ

み

て

い

た

り

し

を

う

ち

ふ

し

て

ぞ

い

た

り

け

り

。

ま
へ

ぢ

き

に

厳

光

が

ふ

し

た

り

し

ゆ

か

の

前

に

ち

か

づ

き

給

ひ

て

、

く

わ

う

か

た

じ

け

な

く

も

御

手

を

も

っ

て

、

厳

光

が

は

ら

を

な

で

さ

せ

給

ひ

さ

い

し

ゃ

う

く

わ

ん

な

ん

じ

を

宰

相

の

官

に

な

し

、

光わな
うり
武ぶ

へ

共

お

ど

ろ

か

ず

お

き

よ

と

い

て

い

か

に

厳

光

も

の

を

き

け

。

天

下

の

ま

つ

り

ご

と

を

は

か

ら

は

す

べ

な
ん
じ
、

今

世

に

い

で

〉

し

み

づ

か

ら

が

た

す

け

」

(

六

丁

表

)

よ

ろ

づ

の

事

を

は

か

ら

げ

ん

く

わ

う

げ

ん

く

わ

う

ひ

で

え

さ

せ

よ

。

厳

光

い

か

に

と

あ

り

し

か

ぱ

、

厳

光

、

お

ほ

ひ

く

わ

う

ぷ

た

う

て

い

け

う

に

目

を

見

は

り

、

光

武

に

た

い

し

て

い

は

く

、

む

か

し

唐

の

帝

尭

は

、

そ

う

ふ

天

子

の

く

ら

ゐ

を

え

て

、

徳

を

天

下

に

あ

ら

は

せ

り

。

こ

の

と

き

、

巣

父

け

ん

じ

ん

そ

う

ぶ

と

い

ひ

し

賢

人

あ

り

。

巣

父

と

な

り

世

を

の

か

れ

て

ぞ

い

た

り

し

を

帝

尭

を

よ

び

い

だ

し

て

ん

か

を

ゆ

づ

ら

ん

と

の

給

ひ

し

か

ば

、み
〉耳

を

け

が

し

て

あ

巣

父

の

よ

し

き

く

よ

り

も

、

あ

ら

せ

ん

な

き

事

を

き

〉

、

り

け

る

:と
故;て

へ

た

ち

よ

り

て

、

耳

を

あ

ら

ひ
そ
て
れい

人んた

問んり

け
り
。

水

の
帝て
いほ

尭と

もり

し

ゐ

て

二

た

び

の

給

は

ず

。

の

こ

〉

いろ

でざ

〉し

官p は
ん、

あ

カま

る

ね

が

ふ

所

あ

り

。

を

の

/

¥

事

を

ね
た

カ:;、

はわ

又てれ
くら

厳:光fが
光二武ぶ心
う、ざ

し

は

(
六
丁
一
長
)

此

よ

し

を

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

お

ほ

ひ

に

か

ん

じ

給

ひ

て

、

き

ん

ち

う

と

し

禁

中

へ

い

ら

せ

給

ひ

て

、

す

ぎ

に

し

年

の

ふ

る

事

を

、

つ

〉

、

光

武

と

厳

光

と

、

お

な

し

ゆ

か

に

あ

し

厳

光

お

ぼ

え

ず

我

が

足

を

の

べ

を

ひ

き

ぐ

し

、

た

が

ひ

に

か

た

ら

せ

給

ひ

ぎ

よ

し

ん

な

ら

せ

給

ふ

と

き

、

『

く

わ

う

ぶ

た

じ

け

な

く

も

、

光

武

の

は

ら

の

う

へ

に

を

く

。

然

る

に

、

れ

い

た

い

た

い

し

さ

く

や

て

ん

霊

肇

の

太

史

そ

う

も

ん

申

け

る

は

、

昨

夜

、

あ

を

い

で

天

を

み

れ

ば

、

ほ

し

て

い

ざ

つ

の

か

く

の

星

あ

り

て

、

帝

の

座

を

お

か

す

事

、

は

な

は

だ

き

う

な

き

う

ち

う

宮

中

に

な

ん

ぞ

し

さ

い

の

御

座

あ

る

ら

ん

と

、
て明

日
、

り

さ

だ

め

て

昨

夜

、

是五か
、み

へ
〉
っ
か
£

ひ

た

て

ま

つ

る

。

光

武

わ

ら

っ

て

仰

せ

け

る

に

は

(

七

丁

表

)

と

も

人

、a
J、、

わ

が

い

に

し

J、、

つ

の

し

さ

い

な

し

。

の

げ

ん

く

わ

う

厳

光

と

さ

く

や

昨

夜

お

な

し

ゆ

か

に

ふ

し

た

る

ゆ

J、、

そヂ
れ天L
くも

光fか
武ぶん

はじ

ま

し

ま

す

か

と

の

給

ひ

け

る

こ

そ

、

こ

と

は

り

な

れ

。

わ

う

げ

ん

く

わ

う

さ

う

や

下

の

王

た

り

。

厳

光

は

い

や

し

き

草

野

の

民

な

れ

ど

も

、

け

ん

じ

ん

光

が

賢

人

な

る

を

し

の

ば

し

く

お

ほ

し

め

し

、

ゆ

へ

と

も

た

る

故

、

一

二

度

ち

よ

く

し

を

た

て

給

ひ

て

、

天

光

武

厳

又

は

J、、

い

に

し

。っ

と

厳

光

を

め

さ

れ

け

り

。

厳

光

ぶ

れ

い

を

な

す

と

い

光

武

へ

ど

も

ま

は

ず

。

た

£

す

こ

し

も

あ

や

し

み

た

ま

こ

と

と

う

か

ん

よ

ね

ん

い

ん

ぎ

ん

に

れ

い

を

つ

く

せ

り

。

誠

に

東

漢

代

二

百

年

じ

ん

ぎ

仁

義

の

み

ち

を

た

つ

る

事

、

光わの
つう
武ぶち

の

賢人

人Lの
を心

たも

す

な

を

し

ーて

是

っ

と

び

い

や

し

き

に

く

だ

り

て

み

ち

を

お

こ

な

ひ

給

ふ

ゆ

へ

、

ば

ん

み

ん

こ

れ

に

な

ら

へ
ば
な
り
。
」

(
七
丁
裏
)

挿

絵

(
八
丁
表
)

挿

絵

(
八
丁
裏

漢:
の
く平ロ」

光f-f
武ぶレて
， 111'1 < 
皇わ…?

.， 
帝:賜:

布t
を

(22) 

あ

る

日

の

事

な

る

に

夜

ふ

け

て

か

か

り

ば

へ

御

い

で

ま

と

う

も

ん

へ

ら

せ

た

ま

ひ

け

り

。

光

武

、

東

門

よ

り

い

と

う

も

ん

し

ゅ

く

わ

ん

し

っ

そ

ん

東

門

の

守

官

、

郵

障

と

申

も

の

、

て

から

たせ

くた

門:ま

をは

とん

ぢと

であ

ひり

らし

カミ か

ずば

御

く

る

ま

を

と

£

ま

と

と

はめ

りた

なて

りま

Jコ
夜?る
中;。

光

武

こ

の

よ

し

御

覧

し

て

、

こ

れ

らの

が事

名なに

をて

かあ

りり

てけ
、れ

ば

へ

ば

い

か

な

る

あ

く

に

ん

が

み

づ

か

た

と

も

ん

を

あ

け

よ

と

い

ふ

ら

め

や

と

そ

σコ
義ぎろ

にに

てあ

予

」

』

や

し

く

お

も

ふ

ゆ

J、、

も

ん

を

と

づ

る

と

お

ぼ

え

た

り

。

お

tu
て
面

を

み

せ

よ

と

」

(
九

カミ

あ

る

な

ら

ば

門

の

す

き

ま

よ

り

、

み

な

ノ

¥

丁

表

と

お

ほ

せ

け

り

。

御

と

も

の

人

々

、

う

け

た

ま

は

る

と

申

つ

〉

我

も

ノ

¥

と

す
お、

面も「
てみ

をい

つで
ち、

こ

れ

円

。コ
す

き

ま

を

フ

郵iか
俸:ジ

申ひ

け

る

は

た

い

ま

つ
を

へ

見

せ

け

れ

ば

夜やふ

中fり
のた

事て

な〉

れ

lま

火

の

ひ

か

り

か

す

か

に

し

て

た

し

か

に

面

を

見

る

事

あ

た

は

ず

。

ま

こ

と

や

ら

ん

、

つ

は

り

や

ら

ん

し、

くさ
光わら

武ぷに

〉

ろ

に

わ

き

ま

へ

ず

侯

と

て

、

つ

ゐ

に

も

ん

を

ひ

ら

か

ず

。
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東;の

中;ょ
門し

御

覧

じ

て

し

た

い

ぜ

ひ

に

を

よ

は

ぬ

次

第

と

て

さ

て

そ

れ
御
くよ

車;り

をも

J、、

い

た

り

給

へ

ば

さ

フ

な

フ

門

を

ひ

ら

き

っ
部し
つ;，.

偉:

又
、

の丁さい

狩t裏めれ
を)のた

た君文fて
のー万fをま
し孟午か
みーうき
の、

た君
J、、

つ
る
。

す

で

に

そ

の

夜

も

あ

け

ぬ

れ

ば

、

そ

う

も

ん

申

け

り

。

そ

dコ
文

とし、

わ
を
く

く

山i」
林ん九

っ

と

き

く

ら

ゐ

に

ま

し

ノ

¥

て
、

日

の

日

を

み

じ

か

し

と

し

て

、

夜

を

日

に

つ

ぎ

給
ふ
事
、

是

い

か

な

る

事

や

ら

ん

。

君

も

し

御

身

を

か

ろ

ん

じ

給

ふ

と

も

天

下

ば

ん

み

ん

、

こ

れ

い

か

き

み

を

お

も

ん

じ

た

て

ま

つ

る

事

ジ

あ

る

べ

き

や

。

わ

れ

光わ
う此

武ぶだ

フ

り

を

あ

ん

ず

れ

ば

ふ

か

く

い

か

で

か

い

さ

め

を

な

さ

£

ら

ん

や

。

し

っ

そ

ん

部

俸

が

い

さ

め

を

御

よ

ろ

こ

び

ま

し

ノ

¥

ぬ

の

ひ

き

布

百

疋

は

う

び

に

く

だ

さ

れ

、

と

う

ち

う

も

ん

し

ゅ

く

わ

ん

束

中

門

の

守

宮

は

、

そ

う

な

く

も

ん

を

さ

ん

は

う

い

参

封

の

尉

と

」

こ

の

よ

し

を

御

ら

ん

し

て

、

て

か

た

郵主じ

僚:け

がな

ちく

うも

せぎ

つよ

か

ん

の

あ

ま

り

に

世

に

き

こ

え

り

。

さ

て

又

ひ
ら
き
、

つ

と

め

ゆ

る

か

せ

な

る

に

よ

り

、

十

そ

の

く

ら

ゐ

を

ひ

き

く

な

し

給

ふ

。

そ

れ

お

も
」ん
と
み

にれ
~~ば

中;

丁

表

)

な

し

、

く

わ

う

じ

ゃ

う

も

ん

皇

城

の

円

は

き

ん

ぜ

い

も

っ

と

も

き

び

し

う

し

て

、

て

ん

し

は

ん

し

ゃ

う

し

む

べ

し

。

い

は

ん

や

天

子

万

乗

の

た

つ

と

き

く

ら

ゐ

を

え

い
て

し

く

出

入

ま

し

ま

す

事

、

こ

れ

い

ま

し

む

し

っ

そ

ん

郵

揮

か

た

く

円

を

と

ぢ

て

、

を

つ

〉

て

カ￥

2ろ
故1ぐ

天

子

の

御

く

る

ま

を

へ

き

と

こ

ろ

な
り
。

い
れ
ず
。

こ

れ

君

た

る

事

を

し

ら

ざ

る

に

あ

ら

す

。

く

わ

う

ぶ

し

っ

そ

ん

光

武

も

又

郵

俸

が

心

を

し

ろ

し

め

さ

れ

て き

み

を

い

さ

む

き

た

め

と

か

や

。

こ

し

も

げ

き

り

ん

ま

し

ま

さ

ず

。

カミ

J、、

つ

て

は

う

び

を

く

だ

さ

れ

け

る

事

ょ

に

た

ぐ

ひ

な

き

事

と

か

や

。

(
十
丁
裏
)

挿

絵

十

丁

表

挿

絵

十

丁

裏

)

公」

卿1漢土
郎fの

平ド

将品光TZぶ
フノJ ん

の武?講f
う 皇わしす

ぞ帝]経:
を

""-か
子主く ち

間:朝T
ふよ

かり

きし

とり

もぞ

がき

ら給

をひ

ゑて

らよ

びり
て、

つ

ね

/

¥

是

と

と

し

よ

き

ゃ

う

も

に

四

書

五

経

の

ぎ

り

を

、

や

は

ん

と

夜

半

に

い

た

る

ま

で

、

度

も

お

こ

た

る

事

は

な

し

。
か

う

ろ

ん

た

が

ひ

に

講

論

な

さ

れ

つ

』

ま

い

日

太

子

こ

の

よ

し、

し

を

つ御

ね覧

にし

夜ゃて

半f
にさ

いて

たも

るわ

迄ミが
、父

光

武

は

さ

だ

毎

日

が

く

も

ん

お

こ

た

ら

ず
、

つ

と

め

さ

せ

た

ま

ひ

ぬ

れ

は

め

て

御

心

も

や

っ

か

れ

給

ふ

べ

し

と

お

ぼ

し

め

さ

れ

て

あ

る

と

き

、

が

く

も

ん

の

御

ひ

ま

を

う

か

ジ

は

せ

給

ひ

て

、

い

さ

め

を

な

し

て

お

ほ

せ

け

る

は

、

い

か

に

ち

〉

う

へ

き

こ

し

め

さ

れ

候

へ

。

か

や

う

に

」

(

十

二

丁

表

)

し

給

ひ

て

、

が

く

も

ん

お

こ

た

ら

ず

、

天

下

を

太

平

に

お

さ

め

た

ま

は

ん

事

の

み

を

お

ほ

し

め

さ

か

う

わ

う

い

ん

た

う

わ

う

む

か

し

夏

の

馬

主

、

股

の

湯

王

の

心

に

お

な

じ

。

あ

け

く

れ

御

こ

〉

ろ

を

つ

く

れ

け

る

事

は

、

又
、

し

か

身より

体fと
やは

が申

てせ

共

あ

け

く

れ

か

や

う

に

御

心

を

つ

く

し

た

ま

ひ

な

く

わ

う

て

い

ら

う

し

黄

帝

・

老

子

の

を

し

ば

っ

か

れ

つ

』

、

へ

に

た

が

は

せ
給
ひ
て
、

心

を

や

し

な

ひ

、

ご

し

ん

た

い

御

身

体

を

あ

ん

ら

く

に

し

て

、

御

身

を

ま

っ

た

う

し

給

ふ

事

あ

た

は

ず

。

た

£

ね

が

は

く

は

、

御

こ

〉

ろ

を

な

ぐ

さ

め

給

ふ

べ

(23) 

そへ

れす

Eしく
田よ

五も

経き仰
や

うせ

のけ

中;れ

にば

カミ

し

と

光

武

き

こ

し

め

し

て

の

給

ひ

け

る

は

ま

こ

と

に

ふ

か

き

だ

う

り

を

の

べ

、

い

と

お

も

し

ろ

き

か

ん

も

ん

あ

り

。

わ

れ

此

」

十

二

丁

裏

)

事

を

見

る

か

ら

に

、

こ

』

ろ

よ

ろ

こ

び

た

の

し

み

て

、

さ

ら

に

つ

か

る

〉

心

な

し

。

か

ま

ひ

て

い

た

わ

り

申

な

と

仰

せ

け

る

こ

そ

J、、

お

も

ん

み

れ

ば

そ

れ

天

下

を

お

さ

む

る

こ

と

は

り

な

り

。

つ

ら

ノ

¥

し

よ

き

ゃ

う

四

書

五

経

に

そ

な

は

れ

り

。

す

の

み

ち

は

又
、ま

」て
と
ん

にくカ冶

光わの

武ぶた

皇よの
うし

帝:み

lま

が

く

も

ん

の

っ

と

む

る

に

し

く

は

な

し

。

ゆ

み

や

は

、

弓

矢

を

も

っ

て

敵

を

し

た

、

が

み
ち

の

道

な

く

は

、

へ

給

ふ

と

い

へ

ど

い

も

、
か
く
も
ん

い

か

で

か

天

下

を

あ

ん

ら

く

に

御

た

も

ち

あ

る

へ
き
や
。

そ

れ

光

武

は

が

く

も

ん

に

く

ら

か

ら

ず

し

て

、

御

身

を

お

さ

め

、

と

う

か

ん

わ

う

ぎ

や

う

東

漢

二

百

年

の

王

業

を

の

こ

さ

せ

給

ふ

て

ん

か

を

太

平

に

な

さ

れ

つ

』

事

四

書

五

経

の

み

ち

に

あ

き

ら

か

な

る

し

る

べ

な

り

。

」

(

十

三

了

表

)

白

紙

(

十

三

丁

裏

)

挿

絵

(

十

四

丁

表

)
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挿

絵

(

十

四

丁

裏

)

し

ゃ

う

す

き

ゃ

う

き

ゃ

う

の

れ

い

を

賞

二

強

項

令

一

か

ん

く

わ

う

ぷ

く

わ

う

て

い

ど

う

せ

ん

漢

の

光

-

武

皇

帝

の

御

と

き

、

董

宣

と

い

ふ

も

の

あ

り

。

ら

く

ち

う

れ

い

く

わ

ん

洛

中

の

令

官

と

な

り

、

然

る

に

董

宣

み

や

こ

に

あ

り

て

、

よ

ろ

づ

み

や

こ

胡こを

陽?は

公;か

主よら
ひの

家けけ

来らり

の

も

の

か

〉

光

武

の

御

い

も

う

と

り

日にけ
つる

中;と

人ろ

をに

ろ

し

て

ふ

か

く

我

が

身

を

か

く

し

、

公

主

の

う

ち

に

し

の

び

け

れ

ば

、

か

れ

を

と

ら

ふ

る

事

あ

た

は

ず

。

あ

る

日

の

事

な

る

に

公
主
、

御

い

で

ま

し

ノ

¥

て

し

よ

へ

ゆ

か

せ

給

ふ

と

き

、

人

を

ろ

せ

し

董;も

宣fの

ゐ

て

此

時

公

主

ろ

ち

う

御

く

る

ま

に

そ

ひ

た

て

ま

つ

る

。

路

中

に

お

く

る

ま

か

た

な

此

よ

し

を

見

る

よ

り

も

、

公

主

の

御

車

を

お

し

と

£

め

、

刀

ち

く

わ

く

こ

う

し

ゅ

も

っ

て

地

を

画

し

て

公

主

か
の
、

の

御

と

も

に

て

、

を

(

十

五

丁

表

)

人

を

ろだ

せい

しお

者:ん
あを
げ

て

の

あ

や

ま

り

を

の

べ

、

し、

か

り

て

て〉

き

し、

だ

そし

く、又

じ董j
に宣fか
宮f、の
中;手

〆¥ イコ

くカ冶 か

光fへら
武ぶらう

、せち

たこ

まろ

ひす

て

お

ほ

ひ

に

公

此主

由?
カミ こ

くの

とよ

光Lし

武;2
じ

て

給

ひ

て

た

ち

ま

ち

董
宣へ
ま
を
し

ひ
きま

出いせ

した午

う

ち

こ

ろ

さ

ん

と

あ

り

し

か

へ

う

っ

た

お

ほ

き

に

い

か

ら

せ

ば

董

宣

申

け

る

や

う

は

、

き

法5し
度とめ

をし

も候

つへ
て。

聖fか
人;に

の我

徳jが
あ君

り

て

れ

天

下

の

君

た

る

へ

き

人

は

死し天

人:下

のを

かお

たさ

きめ

を給

とふ

り

た

ま

は

ず

公汁ま
主し 、
ゅ

のこ

御みれ

内;も

のつ

もて

のは
、つ

と

な

るし

法ゴ
度とし

J、、

し

。

も

し

人

を

こ

ろ

す

と

も

が

ら

を

ゆ

る

し

て

(
十

1
了

裏

)

を

ゃ

ぶ

り

し

か

共

、

き

ん

ぜ

い

な

き

も

の

な

ら

ば

、

太

平

に

お

さ

め

給

ふ

へ

き

ぞ

や

。

わ

れ

、

む

ち

う

た

る

』

事

を

ま

た

ず

、

じ

が

い

は

し

ら

か

う

べ

く

わ

う

ぶ

自

害

せ

ん

と

い

ふ

ま

L

に

、

柱

に

頭

を

う

ち

あ

て

ぬ

れ

ば

、

光

武

、

と

う

せ

ん

董

宣

が

こ

と

は

り

を

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

も

っ

と

も

な

り

と

お

ほ

し

め

す

な

は

ち

か

う

べ

則

、

人

を

し

て

、

か

れ

が

頭

を

う

つ

事

を

と

£

め

さ

せ

給

ふ

。

と

う

せ

ん

董

宣

に

む

か

か

る

に

」

い

ま

か

'> 

い

か

で

か

天

下

を

し又

っ

て

仰

せ

け

る

に

は

、

な

ん

じ

公

主

の

ま

へ

に

お

ゐ

て

か
F

フ
べ

を

う

っ

て

つ

み

を

じ

ゃ

せ

よ

。

も

し

し

か

董iる
宣:も

仰の

せな

ら

ば

し

と

の

給

ひ

し

か

共

な

ん

じ

が

光ゎ空
つ 71ミ

武ぷを

ゆ

る

す

た

ち

ま

ち

人

を

に

し

た

が

は

ず

。

こ

の

よ

し

御

ら

ん

じ

て

、

し

て

か

れ

が

」

て

十

ノ、

董i了
直せ表
主主ん、J

りカミ
両ゃ，
ぅフ

手よべ

をを

もと

つら

て J、、

た

せ

よ

と

あ

り

し

か

ば

カ冶

たは

くし

地ちら

をを

おう

さ
J、、

を

か

た

む

け

ず

。

ろ

づ

つ

ゐ

に

か

う

べ

か

れ

が

こ

〉

光

武

て

御

よ

ろ

こ

び

ま

し

/

¥

て

か

みた

やじ

こけ

のな

者:く

も

董

田

によ

銭Tき
三を

十御

万覧

くじ

だ

さ

れ

け

り

こ

れ

よ

り

し

て

、

き

せ

た

ん

上

下

に

い

た

る

ま

で

董

宣

を

お

ぢ

お

そ

れ

で

は

つ

と

に

も

る

』

も

の

な

し

。

」

(

十

六

丁

裏

)

挿

絵

(

十

七

丁

表

)

挿

絵

(

十

七

丁

裏

)

漢:
の

明f監2
ん

帝:て

;薙i
て拝f

す

老f
を

明f
帝:

(24) 

そ

人

お

は

し

け

り

。

然

る

に

、

へ

き

い

よ

う

は

じ

め

て

御

く

ら

ゐ

に

つ

き

給

ひ

て

よ

り

、

砕

薙

に

み

ゆ

き

な

さ

れ

ゃ

う

ら

う

れ

い

か

る

か

ゆ

へ

け

ん

し

ん

り

き

う

て

、

い

に

し

へ

の

養

老

の

礼

を

お

こ

な

ひ

給

ふ

。

故

に

、

賢

臣

李

病

ら

う

し

ふ

く

わ

ん

患

い

か

う

れ

い

を

三

老

の

官

と

な

し

、

師

侍

桓

栄

を

五

更

と

な

し

、

礼

を

お

こ

な

ひ

で

し

桓

栄

、

お

な

じ

く

そ

の

弟

子

に

い

た

る

ま

で

、

み

な

た

う

し

ゃ

う

く

わ

ん

主

い

し

ょ

堂

上

に

い

り

給

ひ

て

、

し

た

し

く

桓

栄

と

四

書

主

い

で

し

し

よ

桓

栄

が

弟

子

共

、

て

ん

で

に

盟

主

田

五

し

よ

ち

う

書

中

の

か

ん

も

み

か

ど

給

ひ

て

よ

り

、

経?五きく
を経fひ
ものき

ち義ぎぐ

、理りし

きを

みだ

のん

御じ

前を給

にふ
は。

ん

へ
り
ぬ
。

さ

て

ん

の

う

た

が

は

し

き

所

を

ば

こ

の

よ

し

か

く

と

、

と

い

に

け

り

。

。コ

H寺

量かわ
口丹ごれ
三リくκ

肌んも

;く

あ

ま

た

の

」

(

十

八

丁

表

)

く

わ

ん

に

ん

た

ち

、

へ

き

い

よ

う

き

ゃ

う

も

ん

ほ

か

れ

い

ぎ

と

あ

つ

ま

り

、

辞

落

橋

門

の

外

に

い

で

、

礼

義

を

見

お

く

は

ん

に

ん

き

ゃ

う

け

億

高

人

と

き

こ

え

け

り

。

教

化

を

た

っ

と

び

く

も

の

そ

れ

人

の

心

を

か

ん

た

う

す

る

事

な

に

か

は

こ

れ

に

ま

さ

る

き

(
十
八

丁

裏

)挿

絵

(

十

九

丁

表

)
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挿

絵

(

十

九

丁

裏

)

あ

い

し

ゃ

く

す

ら

う

く

わ

ん

を

愛

二

惜

良

官

一

か

ん

め

い

て

い

い

も

う

と

漢

の

明

帝

の

御

梯

に

、

な

ん

し

の

御

子

に

男

子

一

人

お

は

せ

し

を

、

め

い

て

い

明

帝

の

御

ま

へ

に

し

こ

う

し

、

君

へ

申

さ

れ

け

る

に

は

、

ら

う

く

わ

ん

郎

官

の

く

ら

ゐ

に

な

さ

れ

て

た

ま

は

れ

か

し

と

あ

り

し

く

わ

ん

た

う

こ

う

し

ゅ

館

陶

公

主

と

申

あ

り

。

然

る

に

公

主

公

主

御

子

を

と

も

な

ひ

給

ひ

て

、

こ

の

み

づ

か

ら

が

子

を

、

カミ

lま、

明

帝

き

こ

し

め

さ

れ

て

、

す

こ

し

も

う

け

が

ひ

ま

し

ま

さ

ず

。

し

か

り

と

い

へ

ど

も

公

主

の

の

給

ひ

し

事

な

れ

ば

、

さ

な

が

ら

の

がせ
に

れ

が

た

く

や

お

ぼ

し

め

さ

れ

け

ん

、

く

わ

ん

に

は

あ

げ

た

ま

は

ね

共

、

銭

く

わ

ん

千

貢

い

だ

し

て

、

公

主

の

御

子

に

く

だ

さ

れ

け

り

。

め

い

て

い

し

ん

か

を

し

り

ぞ

か

せ

給

ひ

て

よ

り

、

明

帝

、

あ

ま

た

の

臣

下

を

め

さ

れ

」

(

二

も

の

が

た

り

て

ん

し

ゃ

う

ら

う

ゐ

ほ

し

御

物

語

あ

り

け

る

に

は

、

そ

れ

天

上

に

郎

位

の

星

か

み

れ

っ

し

う

り

ち

上

、

列

宿

に

お

う

し

て

百

里

の

地

を

ら

う

く

わ

ん

郎

官

の

く

ら

ゐ

あ

り

。

公

主

御

ま

十

丁

表

)

て

あ
り
。

し

か

る

に

こ

の

ほ

し

っ

か

さ

ど

る

。

此

ほ

し

を

‘ひ
郎;よ

官わう
ん

のし

して

よ

く

は

か

る

き

に

あ

ら

す

。

〉

を

も

っ

て

あ

ん

ず

る

に

み

だ

り

に

人

を

こ

の

く

わ

ん

に

な

す

べ

か

ら

不ふて
才さ
いそ
の の

人人

をを

もゑ

ちら

ゐみ

てて
郎、

此

官

を

さ

づ

く

べ

む

事

あ

ら

じ

。

も

し

あ

や

ま

っ

て

、

し

ゃ

う

マ

マ

た

み

百

姓

の

の

害

を

な

し

て

、

た

み

を

あ

は

れ

こ

う

し

ゅ

け

ん

じ

ん

ぐ

に

ん

い

ま

公

主

の

子

は

、

賢

人

と

も

愚

人

と

も

我

い

ま

だ

か

る

か

ゆ

へ

お

ほ

故

に

、

郎

官

の

く

ら

ゐ

を

さ

づ

け

ず

と

、

仰

せ

け

き

ん

ち

う

し

よ

く

そ

れ

禁

中

く

わ

ん

を

さ

づ

け

、

職

を

わ

か

め

い

て

い

明

帝

し

官

に

な

す

な

ら

ば

、

し

る

事

な

し

。

る

こ

そ

こ

と

は

り

な

り

。

つ
事
は
、
」

(

二

十

丁

裏

)

お

ほ

く

は

こ

れ

、

〈

わ

ん

せ

に

は

公

主

の

御

子

に

千

貫

の

銭

を

あ

た

え

て

、

ら

う

く

わ

ん

み

だ

り

に

郎

官

の

く

ら

ゐ

を

さ

づ

け

た

ま

は

ず

。

せ

い

わ

う

く

わ

ん

し

ょ

く

め

い

き

の

聖

王

の

官

爵

を

お

も

ん

じ

、

名

器

を

お

し

む

の

た

み

の

た

め

な

り

。

そ

の

身

を

ふ

っ

き

に

し

給

ど
も
、

ま

と

に

い

に

し

J、、

予
」
〉

ろ

を

え

給

へ

ペコ
，. 

ほ

め

ぬ

も

の

は

な

り

き

く

人

是

を

か

ん

じ

か
り
け
り
。
」

十

了

表

)

白

紙

十

丁

裏

挿

絵

(

二

十

二

丁

表

)

挿

絵

(

二

十

二

丁

裏

)

て

諸;
は葛士

か亮;君;
り つ戸二:L 

P とーん
Abき

と申 ?1
あせ川、い

るし

者:も
の

な

れ

ど

も

裏ち覇?ゃ

う者主
陽や
うの

のみ

隆:ち

中?を

とた

いす

ふく

とベ

こく

ろし

わ

う

し

ゃ

王

者

い

ん

き

よ

し

て

ふ

か

く

そ

の

身

を

し

の

び

、

い

で

〉

か

る

か

ゆ

へ

な

く

わ

れ

う

い

づ

れ

の

君

に

も

つ

か

へ

ず

。

故

に

、

人

、

是

を

名

づ

け

て

臥

龍

し

よ

く

と

く

く

ん

せ

ん

し

ゅ

り

う

ひ

萄

の

国

君

に

、

先

主

列

備

と

申

せ

し

あ

り

。い
た

さ

ら

ば

か

れ

を

よ

び

出

し

て

、

に

世

を

の

が

れ

J、、

と

い

へ

り

。

し

よ

か

っ

諸

葛

が

名

を

き

こ

し

め

し

お

よ

ば

れ

、

よ

ろ

づ

国

家

の

ま

つ

り

ご

と

を

は

か

ら

は

す

べ

り

う

ち

う

い

て

し

よ

か

っ

づ

か

ら

隆

中

へ

御

出

あ

っ

て

、

諸

葛

に

げ

ん

ざ

ん

あ

ら

ん

と

お

ほ

せ

し

よ

か

っ

み

ち

諸

葛

、

道

こ

〉

に

し

と

お

ぼ

し

め

し

み

し
か
共
、

ふ

か

く

し

の

び

て

つ

ゐ

に

さ

ん

く

わ

い

せ

ず

。

(

二

十

三

丁

表

)

我

が

身

を

お

も

ん

じ

て

、

せ

ん

し

ゆ

っ

か

ふ

る

事

を

ね

が

は

ず

。

先

主

、

こ

〉

ろ

に

た

へ

か

ね

て

、

し

よ

か

っ

せ

ん

し

ゅ

て

御

い

で

あ

り

し

か

ば

、

諸

葛

、

先

主

の

心

を

か

ん

じ

て

、

つ

ゐ

に

い

せ

ん

し

ん

か

し

よ

か

っ

で

〉

さ

ん

く

わ

い

し

、

こ

れ

よ

り

先

主

の

臣

下

と

な

る

。

然

る

に

、

諸

葛

ぎ

く

に

そ

う

さ

う

け

い

が

は

か

り

こ

と

を

も

っ

て

、

貌

の

国

の

曹

操

を

せ

め

、

荊

の

国

を

と

る

。

こ
れ是

に

よ

を
ま
も
り
、
」

し、

で
，. 

度E 君

まに

(25) 

っ
て
先
主
、

諸

葛

を

お

も

ん

じ

、

よ

ろ

づ

諸

葛

が

い

よ

ノ

¥

と

ば

に

し

た

が

ひ

あ

け

く

れ

御

そ

ば

に

ち

か

づ

け

給

ひ

て

国

を

お

さ

め

ん

は

か

り

こ

と

し

か

る

に

先

主

の

し

ん

か

に

た

が

ひ

に

み

つ

だ

ん

な

さ

れ

け

り

。

く

は

ん

う

ち

ゃ

う

ひ

き

ゃ

う

だ

い

関

羽

・

張

飛

と

申

て

、

兄

弟

二

人

あ

り

け

る

カ1

諸

葛

が

き

み

に

も

ち

ゐ

ら

る

』

，心

の

フ

ち

関はト
ん d、

羽うろ

を

そ

ね

み

ば
ず
。

ち

ゃ

う

ひ

張

飛

に

む

か

つ

て

仰

せ

け

る

に

は

、

い

か

に

な

ん

じ

ら

、

し

よ

か

っ

う

を

諸

葛

を

も

ち

ゐ

る

事

は

、

魚

の

水

に

あ

る

が

ご

と

し

。

し

し

よ

か

っ

か

な

ら

ず

死

す

。

諸

葛

を

も

ち

ゐ

る

事

は

先
主
、
」

(

二

十

三

了

裏

)

こ

の

よ

し

き

こ

し

め

し

、

lナ

も

の

魚Lを
はき

我

水

に

あ

ら

ざ

れ

ば

わ

れ

魚

の

水

に

あ

る

が

ご

と

し

。

い

か

で

か

国

も

し

諸

葛

を

も

ち

ゐ

ず

は

、

を

た

も

つ

べ

み

づ

か

ら

と

心

を

お

な

じ

う

し

て

き
や
。

な

ん

じ

ら

、
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か
ん

二

た

び

漢

の

て

ん

か

を

お

こ

さ

ん

と

お

も

ひ

な

ば

、

葛

を

も

ち

ゐ

ず

は

、

し
ょ

し

た

し

く

こ

の

諸

ま

こ

と

に

こ

れ

あ

し

か

り

な

ん

、

い

ま

よ

り

し

て
、

な

ん

じ

ら

、

二

た

び

そ

ね

む

事

な

か

れ

と

、

せ

ん

し

ゅ

し

よ

か

っ

先

主

、

諸

葛

を

し

た

し

み

給

ひ

て

、

お

ほ

せ

け

る

こ

そ

と

は

り

な

り

。

よ

くば

才ごん

智ちじ

を諸

い葛

だに

しは

か

ら

は

せ

給

し

か

ぱ

、

」

(

二

十

四

丁

表

)

き

し

よ

く

貌

を

か

と

み

、

萄

を

と

り

て

、

天

下

を

三

つ

に

な

し

、

そ

の

一

せ

ん

し

ゅ

し

よ

か

っ

先

主

の

い

せ

ひ

を

さ

か

ん

に

す

る

事

、

こ

れ

み

な

諸

葛

せ
ん先

主

む

な

し

く

な

ら

せ

給

ひ

か
れ
、

てつ

を

た

も

ち

、

が

は

か

り

こ

と

に

よ

っ

て

な

り

。

と

た

い

し

又

、

御

子

太

子

を

た

て

』

、

し

よ

か

っ

ぜ

ん

ご

す

い

し

ふ

ん

諸

葛

、

前

後

に

出

師

の

文

を
其
後
、

て

よ

り

よ

く

ち

う

せ

ぺコ

を

太っ

子く

にせ

是えり
を。

っ

か

い

て

、

然

る

に

た

て

ま

つ
る
。

よ

む

も

の

こ

れ

を

か

ん

じ

っ

』

な

ん

だ

を

な

が

さ

ざ

る

は

な

し

。

ま

こ

と

な

る

か

な

ろ

先

主

の

御

お

ん

を

諸

葛

が

こ

〉

か

ん

じ

ち

う

か

う

を

は

げ

ま

身

を

や

っ

し

て

、

く
ん
し
ん

し

、

太

子

を

み

す

て

た

て

ま

つ

ら

ず

、

君

臣

の

み

ち

あ

き

ら

か

な

る

事

、

つ
〉
、

心

を

つ

く

し

い

づ

れ

か

是

に

ま

さ

る

べ

し
。
」

(

二

十

四

丁

裏

)

挿

絵

(
一
一
十
五
丁
表
)

挿

絵

(

二

十

五

丁

裏

)

や

い

て

か

は

こ

ろ

も

を

し

め

す

け

ん

を

焚

レ

求

書

一

不

レ

倹

し

ん

ふ

て

い

み

か

と

く

ら

ゐ

亜

日

の

武

帝

と

申

て

、

御

門

一

人

ま

し

ま

せ

り

。

は

じ

め

て

御

位

に

し

ば

て

い

き

よ

き

じ

け

司

馬

程

拠

と

申

も

の

、

維

の

か

し

ら

の

毛

を

も

っ

て

、

ふ

て

い

武

帝

に

是

を

た

て

ま

つ

る

。

;っ
委iき
も給

をふ

おと

りき

そ

の

委

の

は

な

や

か

な

へ

ん

か

た

は

な

か

り

け

り

。

て

、

御

こ

』

ろ

に

『

お

ほ

し

め

ら

せ

け

る

は

、

し
も下

ば

ん

み

ん

に

い

た

る

ま

で

、

る

事

武

帝

た

と

も

し

み

づこ

かの

らよ

こし

のを

;御
黍;覧

もじ

い

づ

れ

も

こ

れ

を

ま

を

き

る

な

ら

ば

、

な

び

っ

〉

、

さ

だ

め

で

く

わ

れ

い

を

こ

の

む

し

ょ

せ

ん

御ど此

殿;棄

のを

J、、

し

な

に

か

せ

ん

と

お

ほ

し

め

し

、

す

な

は

ち

仰

せ

〈コ

け

是』ら
れれ

て

御

ま

へ

に

お

ゐ

て

、

火

を

も

っ

て

や

き

す

て

給

へ

り

く
わ
」

十

六

丁

表

)

れ

い

を

こ

の

ま

ず

、

い

し

ゃ

う

を

か

ざ

ら

ざ

る

事

を

、

今に

よし

りめ

しさ

てん

以いた

後ごめ

と

カミ

や

又

、

方

々

へ

せ

ん

じ

を

く

だ

さ

れ

け

る

は

、

カミ

~ 

る

い

し

ゃ

う

の

く

わ

れ

い

な

る

を

す

』

め

あ

ぐ

る

事

な

か

れ

と

、

ふ

か

く

き

ら

は

せ

た

上2ま
ーひ

け

り

つ

ら

/

¥

あ

ん

ず

る

に

、

か

み

を

ま

な

ぶ

し

も

な

れ

ば

、

此

理

を

も

っ

て

見

る

と

き

は

そ

れ

天

人

の

な

す

と

こ

ろ

、

ば

ん

み

ん

こ

れ

を

こ

の

み

け

り

。

下

の

君

た

る

人

、

へ

き

と

か

や

。

(
二
十
六
丁
一
一
畏
)

よ

ろ

づ

を

つ

〉

し

む

挿

絵

(

二

十

七

丁

表

)

挿

絵

(

二

十

七

丁

裏

)

と

、

泊

め

て

そ

て

を

い

ま

し

む

お

こ

り

を

留

レ

禍

戒

レ

者

そ

う

か

う

そ

り

う

よ

う

宋

の

高

祖

列

裕

、

い

や

し

き

ぼ

ん

ぶ

に

て

お

は

せ

し

か

ど

も

、

て

ん

し

わ

う

と

き

天

子

の

く

ら

ゐ

を

え

て

、

つ

ゐ

に

天

下

の

王

と

な

り

給

ふ

。

家

ひ

ん

に

し

て

、

た

つ

は

じ

め

ぽ

ん

ぶ

に

て

ま

し

ま

す

と

き

世

と

芦fし
荻?を

をを

かく

りる

み

づ

か

ら

さ

わ

べ

-
つ
会
』
ト
恥

あ

け

く

れ

浮

世

を

い

と

な

み

給

ふ

。

い

し

ゃ

う

つ

の

つ

£

り

た

る

衣

裳

あ

り

。

ゆ

へ

し

た

い

を

か

り

給

ふ

故

、

次

第

/

¥

へ

き

ゃ

う

あ

ら

ざ

れ

ば

、

に

い

で

〉

、

(26) 

て

こ

れ

を

う

り

、

こ

の

と

き

、お
ぎ

つ

ね

に

こ

れ

を

め

さ

れ

て

、

か

の

荻

つ

ま

く

わ

う

こ

う

き

う

し

に

や

ぶ

れ

ぬ

れ

ば

、

そ

の

妻

、

皇

后

戚

氏

、

り

う

よ

う

こ

れ

を

つ

ジ

り

て

、

列

裕

に

き

せ

ま

い

ら

せ

り

。

て

つ

か

御みら

p~~ 又

そ

な

は

り
イ'd~怜
小口

ひ

て

よ

り

其

後

列

裕

そ

の

い

に

し

へ

の

か

ん

な

ん

」

し

め

す

に

は

し、

まを

よあ

りけ

しく

てれ

我お

がも

子しひ

孫:ぃ
だ

さ

れ

て

御

こ

〉

に

お

ぼ

(

二

十

八

丁

表

)

か

』

る

か

ん

な

ん

せ

し

事

を

う

つ

』

に

も

し

ら

ず

し

て

、

し

さ

だ

め

て

ゑ

い

く

わ

に

お

ご

る

べ

ま
て迄

の

い

ま

し

め

を

な

す

な

に

を

か

し

そ

ん

に

っ

た

へ

お

き

す

ゑ

六

¥

いへ

しき

やや

うら

をん

取と

出;お

しほ

し

め

し

か

の

い

に

し

め

さ

Aiれ
コエ:た
稽:1る
公;、

主ょっ
lこ，;;'

あれ

た

さ

フ

り

や

」つ
れの

よ御

りむ

以いす

後ごめ

我

が

し

そ

ん

ゑ

へ

た

ま

ひ

て

仰

せ

け

る

に

は

、

人

い

ぐ

わ

に

お

ご

る

も

の

あ

ら

ば

、

も
の

ご

れ

る

者

に

し

め

し

、

わ

が

へ

い

ぜ

い

か

ん

な

ん

せ

し

事

を

見

せ

し

め

、

主

い

く

わ

栄

花

を

こ

の

ま

し

む

る

事

な

か

れ

と

、

な

ん

じ

此

い

し

ゃ

う

を

も

っ

て

お

い

ま

し

め

」

(

二

十

八

丁

裏

)
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給

ふ

は

こ

と

は

り

な

り

。

ずに

栄fと
花二ぼ

をし

こき

の事

むを

もし

のり

は

の

た

の

し

み

と

し

、

ず

ん

ば

帝

鑑

図

説

巻

第

四

終

白

紙

我

が

身

の

ふ

つ

き

を

こ

の

ま

ざ

れ

。

し
よ
く

た

み

の

衣

食
か

な

ら

そ

れ

天

下

の

君

た

る

人

は

、

た

み

の

た

か

ら

を

う

ば

ひ

と

り

、

た

か

ら

を

つ

む

に

、

あ

き

た

る

事

な

し

。

か

る

も

の

な

ら

ば

、

世

に

お

こ

り

、

か

な

ら

ず

天

下

み

だ

る

つ

ね

る

品

い

く

わ

み

た

る

人

、

常

に

栄

花

を

こ

の

ま

ず

し

て

、

天

下

太

平

な

ら

ん

事

、

た

み

つ

ね

に

と

ぼ

し

う

し

て

、

我

人

J、、

し

た

う

ぞ

く

お

ほ

く

も

し

し

ま

こ

と

に

て

ん

か

の

き

た

み

の

た

か

ら

を

う

ば

は

う

た

が

ひ

は

な

か

り

け

り

。

挿

絵

(
三
十
丁
表
)

(

二

十

九

丁

裏

)

(

二

十

九

丁

表

)

挿

絵

(
三
十
丁
裏
)

白

紙

十

白

紙

十

官噌号

丁

表

)

丁

裏

)

(27) 
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Inverter : Proc. PCIM-Europe 2007， (May 2007) 

[2] M. Nakaoka (慶南大)， B. Saha ( 11 ). S. P. Mun ( 11 )， T. Mishima， and S. K. Kwon (慶南大): Pulse Width and Pulse 

Frequency Modulation Pattem Controlled Active Clamp ZVS Inverter Link AC-DC Power Converter Utility AC Side 

Active Power Filtering Function for Consumer Mag即位onDriver : Proc. 33th IEEE Industrial Electronics Society Annual 

Conference (lEEE・IECON'07)， pp.1968・1971，(Nov.2007) 

[2] E. Hiraki (山口大)ラK.Yamamoto (11) ，T. Tanaka (11) ，and T. Mishima : An Isolated Bidirectional Soft-Switching 

DC-DC Converter for Super Capacitor Based Energy Storage Systems : Proc. 38th IEEE Power Electronics Specialists 

Conference (IEEE-PESC'07)， pp.390-395， (Jun.2007). 

[2] M. Nakaoka (慶南大)， B. Saha ( 11 ) ， S. P. Mun ( I! )， T. Mishima， and S. K. Kwon (慶南大): Pulse Width and Pulse 

Frequency Modulation Pattem Con仕011巴dActive Clamp ZVS Inv巴rterLinkAC-DC Power Converter Utility AC Side 

Active Power Filtering Function for Consumer Mag即位onDriver : Proc. 33th IEEE Industrial Electronics Society Annual 

Conference(lEEE・PESC'07)，pp.1968・1971，(Nov.2007) 

[4]三島智和:IEEE PESC 2007・Orland国際会議報告:パワーエレクトロニクス学会論文誌， Vo1.33， p.241 (2007 

年 10月)

[4]三島智和，藤井敏則.呉工業高等専門学校電気情報工学科産業応用部門関連講座研究グ、ルーフ。紹介:電気

学会論文誌産業応用部門誌ニュースレター， Vol. 127， No.12， p.12， (2007年 12月)

[6]三島智和，平木英治(山口大)，中岡睦雄(慶南大):アクティブ補助部分共振スナパ ZCS-PWMDC-DCコン

パータ特性評価:第 170回パワーエレクトロニクス学会定例研究会講演論文JIPE33・19，(2007年 10月，大阪)

[6]三島智和，福間 輝，平木英治(山口大):アクティブ部分共振スナパZCS-PWMDC-DCコンパータの検討・

平成 19年度電気・情報通信学会中国支部連合大会講演論文集， P.721， (2007年 10月，広島)

[6]三島智和，野平啓太，中岡睦雄(慶南大):二次側位相シフト PWM制御ZVSダブル・フルブリッジDC-DC

コンパータの検討:平成 19年電気関係学会関西支部連合大会講演論文集:P.I01， (2007年 11月，神戸)
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[6]三島智和，中間睦雄(慶南大):高パワー密度自動車用電力変換器を実現するアドバンスト・パワエレ回路技

術:電気学会自動車研究会講演資料VT・08・1・110，pp.25・30，(2008年2月，名古屋)

[6]山本剛司(山口大)，平木英治(" ) ，田中俊彦(" ) ，三島智和:スーパーキャパシタイン?ターフェース用双

方向絶縁形ソフトスイッチングDC-DCコンパータの特性評価.電子情報通信学会電子通信エネルギー技術研

究会技術報告書， Vol.l07，No.149， pp.221・226，(2007年7月，山口)

[6]土井敏光((株)ダイへン)，森本慶樹(" ) ，真鍋陽彦(" ) ，三島智和，中間睦雄(慶南大):新方式ハーフ

ブリッジソフトスイッチングPWM高周波インバータを用いた溶接機用 DC司DCコンパータの開発:第 169回

パワーエレクトロニクス学会定例研究会講演論文JIPE33・19，(2007年8月，小倉)

環境都市工学科

[5]竹村和夫，堀口至.川砂に近い機能を有する再生細骨材の製造:コンクリートテクノ，ぬ1.26No.6， pp.9・14，

(2007年 6月)

[5]小堀慈久:飽和粘性土の有効応力及び破壊特性:呉工業高等専門学校研究報告，第69号， pp.75-82， (2007 

年)

凹中井真司(復建調査設計)，海掘正博(広島大)，佐々木康(国土技術研究センター)，森脇武夫:最近の士

砂災害への新しい雨量指標R'の適用と警戒避難のための表現方法:砂防学会誌， Vol. 60 No.l， pp.37-42， (2007 

年)

[1]中井真司(復建調査設計)，海掘正博(広島大)，佐々木 康(国土技術研究センター)，森脇武夫:近年の土

砂災害と雨量指標R' を用いた降雨特性:士と基礎， Vo1.55 No.6， pp.21・23，(2007年)

[1] Moriwaki， T.， Baek， W. J. (山口大)， and Sasaki， Y. (国土技術研究センター): Study of a displacement measurement 

method inside a small-sized model ground in laboratory test : Geotechnical Testing Journal， Vo1.30 No.5， pp.409-417， 

(2007年)

[1]中井真司(復建調査設計)，海掘正博(広島大)，佐々木 康(国土技術研究センター)，森脇武夫:雨量指標

R' による土砂災害発生基準の設定と監視雨量強度RRの提案一地域ごとの降雨履歴特性を反映した適用の可

能性 :砂防学会誌， Vo1.60 No.6， pp.4・10，(2008年)

[2] Nakai， S. (復建調査設計)， Kaibori， M. (広島大)， Sasaki， Y. (国土技術研究センター)， and Moriwaki. T. : The 

characteristics of rainfall that cause the sediment disasters: Verification of several sediment disaster cases in Hiroshima 

Prefecture by rainfall index R' : Proceedings of the Intemational Geotechnical Symposium on Geotechnical Engineering 

for Disaster Prevention and Reduction， pp.214-219， (2007年 7月， Yuzhno・Sakhalinsk)

[4]兵動正幸(山口大)，森脇武夫，藤井照久(復建調査設計)，片桐雅明(日建設計、ンヒ、、ノレ):粒子特性の評価と

実問題(その 2)，講座「粒子特性の評価と工学的意義J:土と基礎， Vol.55 No.5， pp.43-46， (2007年)

[4]安福規之(九州大)，加藤正司(神戸大)，森脇武夫，西尾伸也(清水建設):付着力を有する粒子集合体の構

造と挙動，講座「粒子特性の評価と工学的意義J:土と基礎， Vo1.55 No.8， pp.41-49， (2007年)



[4]森脇武夫:斜面土砂災害の危険度評価のための雨量指標:土木学会平成 19年度全国大会，研究討論会(研司05)

資料， pp.3-4， (2007年)

[6]中井真司(復建調査設計)，海掘正博(広島大)，佐々木 康(国土技術研究センター)，森脇武夫:近年の広

島県における土砂災害の雨量指標R'から見た降雨特性，平成 19年度砂防学会研究発表会概要集， pp.26・27，

(2007年 5月，福走市)

[6]森脇武夫，貫目美智恵(呉高専専攻科)，山根菜摘(11) :不撹乱まさ土の強度・変形特性に及ぼす拘束圧の

影響定数:平成 19年度土木学会中国支部研究発表会発表概要集， pp.245・246，(2007年 6月，宇部市)

[6]平尾隆行(中電技術コンサルタント)，渡辺修士(11 ) ，蔦川 徹(11 ) ，近藤 良(11 ) ，森脇武夫，岡本拓

(広島県保健環境センター)，服部 晃(日本触媒)，岡本功一(11) :杭基礎の表面処理方法が海面処分場の

底面遮水工に与える影響(その 2):第42回地盤工学研究発表会発表講演集， pp.2137-2138， (2007年 7月，名

古屋市)

[6]森脇武夫，渡辺 聡(呉高専本科)，古川! 智(中電技術コンサルタント)，中井真司(復建調査設計):呉市

の豪雨斜面災害に及ぼす5齢、地震動の影響:土木学会第 62回年次学術講演会講演概要集，第3部門， pp.l-2， 

(2007年 9月，東広島市)

[6]森脇武夫，貫目美智恵(呉高専専攻科)，山根菜摘(11) :斜面安定解析のための低拘束圧での不撹乱まさ士

の強度定数の決定法(その 3):土木学会第 62回年次学術講演会講演概要集，第3部門， pp.5-6， (2007年 9月，

東広島市)

[6]蔦川徹(中電技術コンサルタント)，森脇武夫，服部 晃(日本触媒)，同本功一(11 ) ，渡辺修土(中電技術

コンサルタント)，平尾隆行(11) :基礎杭打設による海面処分場の底面遮水工に与える影響(その 2):第四

回廃棄物学会研究発表会講演論文集，第E巻， pp.703・705，(2007年 11月，つくば市)

[1 ]石橋良信(東北学院大)，及川栄作，本多裕之(名古屋大)，安達智広(東北学院大)，中桁昌弘(名古屋大):異臭味

産生藻類のファジイニューラルネットワークによる増殖要因解析:環境工学研究論文集，第44巻， pp.255・263，

(2007年 11月)

[2] Eisaku Oikawa and Yoshinobu Ishibashi (TohokuGakuin Univ.) : Prediction Analysis of Growth Factor of Musty Odor 

Producing Phormidium tenue in Lake Kamafusa by Fuzzy Neural Network : The 8th Intemational Symposium， Global 

Renaissance by Green Energy Revolution， (22・23Jun. 2008， Nagaoka) 

[6]石橋良信(東北学院大)，安達智広(11 )，及川栄作，本多裕之(名古屋大)，中栢昌弘(11 ) :かび臭物質産生藍藻類

Phormidium tenueのファジイニューラルネットワークを適用した増殖要因解析:第 58回全国水道研究発表会，

(2007 年 5 月，~fI路市).

[6]及川栄作，石橋良信(東北学院大):ファジイニューラルネットワーク解析から導き出された風によるアオコ発

生予測と防止法:日本ノミイオインフオマティクス学会夏の学校， (2007年 8月，桐生市)

[6]石橋良信(東北学院大)，及川栄作，本多裕之(名古屋大)，安達智広(東北学院大)，中析昌弘(名古屋大院工):異

臭味産生藻類のファジイニューラルネットワークによる増殖要因解析，第44回環境工学研究フォーラム， (2007

年 11月，山口大)

[町村上将也(東北学院大)，石橋良信(11 )，及川栄作:かび臭物質産生Anabaena属の種同定方法の試み:平成 19

年度土木学会東北支部技術研究発表会， (2008年 3月 8日，岩手大学)
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[7]及川栄作，加藤竜司(名古屋大)，西野徳三(東北大):物質測定用センサー:登録番号第 4047482号， (2007 

年 11月30日)

[7]高野雪江(前揮工業)，及川栄作，木村憲司(前津工業): Vアルタイム PCR法によるクリプトスポリジウム・

パルパム遺伝子の測定方法:登録番号第4033569号， (2007年 11月2日)

[6]河村進一，木下奈美(徳山高専専攻科)，田中 智(エスイー)，久保喜延(九工大):実物大斜張橋ケーブル

の風による振動観測:平成 19年度土木学会中国支部研究発表会， pp.41-42， (2007年6月，宇部)

[1]室達朗(愛媛大)，重松尚久，寺尾信夫((株)ベスターズ):岩盤に対する深礎掘削機の設計製作:平成 19年度

建設施工と建設機械シンポジウム論文集， pp.45-50， (2007年 11月)

[6]重松尚久，外山勇希(呉高専本科):ディスクカッターピットを用いた硬質岩盤の掘削性能に関する基礎的研

究:第59回平成 19年度土木学会中国支部研究発表会発表概要集， pp.429・430，(2007年6月，宇部)

[6]下岡幸司((株)加藤組)，重松尚久:月面探査ローパの走行'性に関する実験:第 62回年次学術講演会講演概要

集， 6・059，(2006年9月，広島)

[6]小早川直紀(九州大)，黒川岳司:噴流型流動促進装置が導入された貯水地で、の水質分布の形成要因:第四

回土木学会中国支部研究発表会発表概要集， pp.137司138，(2007年6月，宇部市)

[6]中野光隆(呉高専専攻科)，黒川岳司:流動促進装置の導入された貯水池での溶存酸素分布シミュレーション:
第59回土木学会中国支部研究発表会発表概要集， pp.139・140，(2007年6月，宇部市)

[6]中野光隆(呉高専専攻科)，黒川岳司:小規模な貯水池に導入された流動促進装置による溶存酸素の改善効果:

土木学会第62田年次学術講演会講演概要集，立-047， (2007年9月，東広島市)

山山岡俊一，田川 央((株)建設技術研究所):コミュニティ道路におけるイメージフォルトの効果に関する

基礎的研究:土木計画学研究・論文集， Vo1.24 no.4， pp.843・849，(2007年9月)

[6]山岡俊一，細川理絵(呉高専専攻科)，本田将大(11) :歩行時と自転車運転時の危険行為に対する市民の意

識分析:土木計画学研究・講演集， Vo1.35 CD-ROM， (2007年6月，福岡市)

[6]山岡俊一，市坪誠(国立高専機構)，佐賀野健:地域連携教育フ。ログラムの効果検証と今後の展望:平成

19年度高専教育講演論文集， pp.303-306， (2007年8月，大垣市)

[6]本田将大(呉高専専攻科)，山間俊一:地区交通安全対策実施地区の維持管理実態:土木学会年次学術講演会

講演概要集N部門， CD-ROM， DISC2，第62回， pp.109-110， (2007年9月，東広島市)

[6]細川理絵(呉高専専攻科)，山岡俊一:歩行時と自転車運転時の危険行為に対する若者の意識分析:土木学会

年次学術講演会講演概要集町部門， CD-ROM， DISC2，第62回， pp.259-260， (2007年9月，東広島市)

[6]市坪 誠(国立高専機構)，山岡俊一，吉田真平(呉高専専攻科)，北川照晃((株)建設技術研究所)，谷木

尚威(国土交通省)，出路康夫(" ) ，西川宗一郎(，，) :多自然川づくりにおける護岸選定システムの開発に

ついて:土木学会年次学術講演会講演概要集W部門， CD-ROM， DISC2，第62回， pp.221・222，(2007年9月，

東広島市)

[6]市坪 誠(国立高専機構)，山岡俊一，吉田真平(呉高専専攻科)，北川照晃((株)建設技術研究所)，谷本

尚威(国土交通省)，出路康夫(" ) ，西川宗一郎(，，) :多自然川づくりの合意形成におけるCG活用の適用



性について:土木学会年次学術講演会講演概要集N部門， CD-ROM， DISC2，第 62回， pp.399-400， (2007年9
月，東広島市)

[6]市坪誠(国立高専機構)，山岡俊一，平原 睦(呉高専専攻科)，田中書雄(洋伸建設(株)) ，塔同和仁(11 )， 

白水 裕(11) :リサイクル材料を用いた新規景観材料の色彩特性について:土木学会年次学術講演会講演概

要集V部門， CD・Rゆ1，DISC2，第 62回， pp.859-860， (2007年9月，東広島市)

[6]山岡俊一，市坪誠(国立高専機構)，佐賀野健:地域連携教育フ。ログラム「キャリア開発セミナー」につ

いて:土木学会年次学術講演会講演概要集共通セッシヨン， CD-ROM， DISC2，第62回， pp.17-18， (2007年9

月，東広島市)

山堀口至，市坪誠(国立高専機構)，田中雅章(中国電力): PFBC灰を結合材として用いた硬化体の圧縮強

度およひ

[6]堀口至，市坪誠(国立高専機構)，田中雅章(中国電力): PFBC灰を結合材として用いた硬化体の圧縮強

度および耐硫酸性:第61回セメント技術大会講演要旨， pp.292-293， (2007年 5月，東京都)

[6]田中雅章(中国電力)，堀口至，市坪誠(国立高専機構): PFBC灰を結合材として用いた硬化体の収縮特

性:第61回セメント技術大会講演要旨， pp.228・229，(2007年5月，東京都)

[6]友村圭祐(呉高専専攻科)，堀口至，市坪誠(国立高専機構)，田中雅章(中国電力):高流動化した加庄

流動床灰硬化体のフレッシュ性状と圧縮強度特性:第 59回平成 19年度土木学会中国支部研究発表会発表概要

集， pp.361-362， (2007年6月，宇部市)

[6]島津邦彦(呉高専専攻科)，堀口至，市坪誠(国立高専機構)，竹村和夫:牡嘱殻ポーラスコンクワートの

曲げ強度および植生機能:第 59回平成 19年度土木学会中国支部研究発表会発表概要集， pp.363・364，(2007 

年6月，宇部市)

[6]友村圭祐(呉高専専攻科)，堀口至，市坪誠(国立高専機構)，田中雅章(中国電力):高流動化した加圧

流動床灰硬化体の耐硫酸性について:土木学会第62回年次学術講演会， pp.921・922，(2007年9月，東広島市)

[6]島津邦彦(呉高専専攻科)，堀口至，市坪誠(国立高専機構)，竹村和夫.牡嘱殻骨材を用いたポーラスコ

ンクロートブロックの曲げ強度:土木学会第62田年次学術講演会， pp.775・776，(2007年9月，東広島市)

建築学科

[1]寺岡勝，福原安洋:自己歪応力によるある RC構造物の損傷の調査および検討:日本コンクリート工学年次

論文集，第28巻，第2号， pp.497-502， (2007年)

[2] M. TERAOKA and Y. FU阻周ARA: Investigation and examination of damage conditions of an RC structure due to 
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